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取扱説明書 入門編
本機を使うための基本的な操作を
やさしく説明しています。

こんなときは、どの説明書を読む？

本機の使いかたを映像でわかりやすく説明し
ています（再生時間：約３２分）。

デザインカタログ
本機に内蔵されているデザインや
イラストを見ることができます。

（本 書）

本機の説明書は次の４種類です。目的に合わせてお読みください。

取扱説明書 応用編
本機のすべての機能と操作方法を
掲載しています。

早わかりDVD

本機をお使いになる
前にご覧ください

はがきの宛名印刷
①宛名の登録

基本的な使いかたを
知りたい

詳しい使いかたを
知りたい

どんなイラストや
デザインがあるか
知りたい
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安全上のご注意

このたびは、本機をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。
ご使用の前に、「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
本書はお読みになった後も大切に保管してください。

絵表示について
この取扱説明書および製品での表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々
への危害や財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。その表示と意
味は次のようになっています。

警告 この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が想
定される内容を示しています。

注意 この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う危険が想定される内
容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

絵表示の例
 △記号は「気をつけるべきこと」を意味しています。（左の例は感電注意）

 記号は「してはいけないこと」を意味しています。（左の例は分解禁止）

 ●記号は「しなければいけないこと」を意味しています。（左の例はプラグをコンセント
から抜く）

 警告
　煙、臭い、発熱などの異常について

 煙が出ている、へんな臭いがする、発熱しているなどの異常状態のまま使用しないでくだ
さい。そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。すぐに次の処置を行ってくださ
い。
1. 電源スイッチを切る。
2. ACアダプターをコンセントから抜く。
3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連絡する。

　ACアダプターについて
 ACアダプターは使いかたを誤ると、火災・感電の原因となります。

 次のことは必ずお守りください。
• 必ず付属品を使用する
• 電源は、AC100V(50/60Hz)のコンセントを使用する
• 1つのコンセントにいくつもの電気製品をつなぐ、いわゆるタコ足配線をしない

　ACアダプターについて
 ACアダプターは使いかたを誤ると、傷がついたり破損して、火災・感電の原因となります。
次のことは必ずお守りください。
• 重いものを乗せたり、加熱しない
• 加工したり、無理に曲げない
• ねじったり、引っ張ったりしない
• 電源コード／ACアダプターのプラグが傷んだらお買い上げの販売店またはカシオテ
クノ修理相談窓口に連絡する
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 警告
　ACアダプターについて

 • 濡れた手でACアダプターやプラグに触れないでください。
  感電の原因となります。

• ACアダプターは水のかからない状態で使用してください。水がかかると火災や感電の
原因となります。

• ACアダプターの上に花瓶など液体の入ったものを置かないでください。水がかかると
火災や感電の原因となります。

　水、異物はさける
 水、液体、異物（金属片など）が本機内部に入ると、火災・感電の原因となります。すぐに次
の処置を行ってください。
1. 電源スイッチを切る。
2. プラグをコンセントから抜く。
3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連絡する。

　分解・改造しない
 本機を分解・改造しないでください。感電・やけど・けがをする原因となります。

 内部の点検・調整・修理はお買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口にご依頼
ください。

　落とさない、ぶつけない
  本機を落としたときなど、破損したまま使用すると火災・感電の原因となります。すぐに
次の処置を行ってください。
1.電源スイッチを切る。
2.プラグをコンセントから抜く。
3.お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連絡する。

　袋をかぶらない、飲み込まない
 本機が入っていた袋をかぶったり、飲み込んだりしないでください。

 窒息の原因となります。特に小さなお子様のいるご家庭ではご注意ください。

　火中に投入しない
 本機を火中に投入しないでください。

 破裂による火災・けがの原因となります。

　インクおよびプリントカートリッジについて
 • インクが目に入ったり皮膚に付着しないようにご注意ください。

  目に入ったり、皮膚に付着した場合は、すぐに水で洗い流してください。
  万一、異状がある場合は、直ちに医師にご相談ください。

• インクを誤って飲まないようにご注意ください。
 インクの成分には、硝酸塩が含まれております。万一、インクを飲み込んだ場合は、直ち
に医師にご相談ください。

• プリントカートリッジは、お子さまの手の届かない所に保管してください。
• プリントカートリッジは、改造および再利用しないでください。
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 注意
　ACアダプターについて

 ACアダプターは使いかたを誤ると、火災・感電の原因となることがあります。
 次のことは必ずお守りください。

• ストーブ等の熱器具に近づけない
• プラグを抜くときは、ACアダプターのコードを引っ張らない（必ずACアダプターを
持って抜く）

　ACアダプターについて
 ACアダプターは使いかたを誤ると、火災・感電の原因となることがあります。

 次のことは必ずお守りください。
• プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む
• 旅行などで長期間使用しないときはプラグをコンセントから抜く
• 使用後は本体の電源スイッチを切り、プラグをコンセントから抜く
• プラグは年1回以上コンセントから抜いて、プラグの刃と刃の周辺部分にほこりがた
まらないように、乾いた布や掃除機で清掃する

• ACアダプター（特にプラグやジャック部分）の清掃には、洗剤を使用しない

　不安定な場所に置かない
 ぐらついた台の上や高い棚の上など、不安定な場所に置かないでください。

 落ちたり、倒れたりして、けがの原因となることがあります。

　置き場所について
 本機を次のような場所に置かないでください。火災・感電の原因となることがあります。

• 湿気やほこりの多い場所
• 調理台のそばなど油煙が当たるような場所
• 暖房器具の近く、ホットカーペットの上、直射日光があたる場所、炎天下の車中など
本機が高温になる場所

　重いものを置かない
 本機の上に重いものを置かないでください。

 バランスがくずれて倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。

　表示画面について
 • 液晶表示画面を強く押したり、強い衝撃を与えないでください。

  液晶表示画面のガラスが割れてけがの原因となることがあります。
• 液晶表示画面が割れた場合、表示画面内部の液体には絶対に触れないでください。皮膚
の炎症の原因となることがあります。

• 万一、口に入った場合は、すぐにうがいをして医師に相談してください。
• 目に入ったり、皮膚に付着した場合は、清浄な流水で最低15分以上洗浄したあと、医師
に相談してください。

　大切なデータは控えをとる
 本機やメモリーカードに記憶させた内容は、ノートに書くなどして本機とは別に必ず控え
を残してください。本機の故障、修理や電池消耗などにより、記憶内容が消えることがあ
ります。

　コネクター部への接続
 メモリーカード挿入口などのコネクター部には、指定以外の物を接続しないでください。
火災・感電の原因となることがあります。
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 注意
　磁気カードを近づけない

 本機のスピーカー部には磁気を帯びた部品を使用しています。クレジットカード、キャッ
シュカード、プリペイドカードなどの磁気を帯びたものを本機に極端に近づけないでくだ
さい。磁気カードが使用できなくなることがあります。

　音量について
 音声ガイドを聞くときは音量に注意してください。スピーカー部に耳を近づけて大音量で
聞くと難聴の原因となることがあります。

• 権利者が存在する画像などは、個人として利用するほかは、著作権法上、その権利者に無断で使用でき
ません。
• 紙幣、有価証券などの中には、その複写物を所有するだけでも罰せられるものもあります。
●登録商標・商標の表記について
以下の用語は、それぞれ各社の登録商標または商標です。
なお、本書（入門編含む）中には、以下の用語の™マーク、®マークを明記していません。
・コンパクトフラッシュは、米国およびその他の国におけるサンディスク社の商標または登録商標です。
・  、メモリースティック、メモリースティック デュオ、メモリースティック PRO、メモリース
ティック PRO デュオ、マジックゲートは、ソニー株式会社の商標または登録商標です。

・miniSD、microSDは、SD Card Association の商標です。
・SDHCロゴは、商標です。
・マルチメディアカードは、独 Infi neon Technologies AG社の商標です。
・xD- ピクチャーカードは、富士フイルム株式会社の商標です。
・スマートメディアは、（株）東芝の商標です。
・マイクロドライブは、HGSTの商標です。
・QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
・ Microsoft、Excel、Windows Vista は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国
における登録商標です。

・「筆まめ」は、株式会社クレオの登録商標です。
・「筆王」は、ソースネクスト株式会社の登録商標です。
その他、本書（入門編含む）で使用している製品名、商品名は、各社の商標または登録商標です。

JIS C 61000-3-2 適合品
本装置は、高調波電流規格「JIS C 61000-3-2」に適合しています。

テレビ・ラジオのそばでのご使用について

　この装置は、クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置
がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

VCCI-B

• 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。
• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤りなど、お気付きのことがありました
らご連絡ください。

• 本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、個人としてご利用になるほかは、著作権
法上、当社に無断では使用できませんのでご注意ください。

• 万一、本機使用や故障により生じた損害、逸失利益または第三者からのいかなる請求についても、当社では一切そ
の責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。

• 故障、修理、電池消耗等に起因する文章の消失による、損害および逸失利益等につきまして、当社では一切その責
任を負えませんので、あらかじめご了承ください。



5

使用上のご注意
本機を末永くご愛用いただくために、以下の点にご注意ください。

使用温度範囲は5℃～40℃（使用最適温度範囲：
15℃～ 35℃）です。気温の低い場所から暖か
い室内に持ち込むと動作部に露がつき正常に動作
しないことがあります。このときは1時間以上
放置してからお使いください。
また、直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、
静電気の発生しやすい場所での使用は避けてくだ
さい。

長時間お使いになるときは、健康のため 1 時
間ごとに10～15分の休憩をとり、目および手
を休めてください。

印刷中、登録・削除などの編集作業中、プリンター
調整中などに電源を切らないでください。

テレビなどとは別の電源コンセントを使用し、
テレビなどから遠ざけて使用してください。

電源を入れたまま長時間放置しないでください。
表示輝度の劣化を生じることがあります。

分解しないでください。

● 印刷中は絶対に用紙挿入口のゴムローラー部および用紙排出口のローラー部に指を近づけないでくだ
さい。

 指がローラーに巻き込まれ、けがをするおそれがあります。
● 本機を使用中、少し熱くなることがありますが、故障ではありません。

本機の上にものを乗せないでください。また落と
したり強いショックを与えないでください。故障
の原因になります。
特に表示画面（タッチパネル）の上にものを乗せ
ないでください。

電源を切ったあと、表示画面が完全に消えるまで
ACアダプターをコンセントから抜かないでくだ
さい。
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印刷するときの注意事項

印刷前の注意事項
● プリントカートリッジが確実にセットされていることを確認してく
ださい。セットされていないと印刷の動作は実行されません。

● 用紙排出口にものがないことを確認してください。

● 排紙トレイを引き出しておいてください。

● フォト光沢はがきなどに両面印刷をする場合は、「宛名」→「写真
印刷」の順番で印刷操作をしてください。

 ただし、写真印刷面にスジ状のキズが付着する場合があります。

用紙セット時の注意事項
● 印刷に適している用紙については、「使用できる用紙」の説明を参照してください（23ページ）。

● 次のようなはがきや用紙を使わないでください。
• 封筒
• 往復はがき
• 写真付きポストカード（写真店などで注文できる郵便はがき
に写真が貼り付けられたもの）

• 表面が凸凹やザラザラのもの
• フォト光沢紙以外で表面がツルツルのもの
• 折れ曲がったり、反りの激しいもの
• 一般の郵便はがきにくらべて、極端に厚い紙や薄い紙、腰の強い用紙
• 樹脂シートなどのインクを吸収しないもの
• コピー用紙・カレンダーなど指定以外の用紙や、不定形に切断した用紙
• 極端に、用紙どうしの、すべりがわるい（貼り付きやすい）用紙

● 用紙挿入口に一度にセットできる用紙は、郵便はがきの厚さの場合で「20枚まで」です（印刷枚数は
「99枚」まで設定可能です）。

● 「16分割光沢フォトシール」「インクジェット写真用年賀葉書」は、1枚ずつセットしてください。複
数枚セットすると正常に印刷できない場合があります。

 光沢でない「インクジェット紙年賀郵便はがき」では、20枚までセットできます。

● 市販の用紙は、印刷時に、用紙どうしが貼りつきやすい場合があります。間に空気を入れて、十分さば
いてからセットしてください。頻繁に２枚同時に用紙が送られる場合は１枚ずつセットしてください。

● 給紙がうまくできない場合は、セットする用紙の枚数を減らしてください。
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印刷中の注意事項
● 印刷中に用紙をひっぱったり、押し込んだりしないでください。
 印刷不良や故障の原因となります。

● 用紙排出口をふさがないでください。
 用紙がつまったり、故障の原因となります。

● 印刷中は必ずキーボードを開き、排紙トレイを出した状態でお使いください。

● 印刷中には用紙を追加することはできません。
 印刷中に用紙を追加すると、用紙がつまったり、故障の原因になります。
 用紙を追加するときは、セットした用紙のすべての印刷が終わって「用紙切れ」というメッセージが
表示されたのを確認してから行ってください。

●印刷中は絶対に用紙挿入口及び用紙排出口のローラー部に指を近づけないでください。
　指がローラー部に巻き込まれ、けがをするおそれがあります。

印刷後の注意事項
● 印刷したものをひっかいたり、こすり合わせたりしないでください。キズや汚れの原因となります。

● 印刷したものを重ねて放置したり、水にぬらしたり、他の紙にこすったりしないでください。印刷が写っ
てしまうことがあります。

印刷後のお手入れ
● 本機のプリンターはインクジェット方式です。印刷していると、プリントカートリッジ収納部周辺や
製品本体にインクが付着する場合があります。インクが付着したときは、水を浸してかたく絞ったガー
ゼなどで拭き取ってください。

● 長時間使用しないときは、キーボードと排紙トレイを閉めて、タッチパネル保護カバーを付けて保管
してください。

● 本機を長期間使用しないときは、プリントカートリッジ収納部カバーをしっかりと閉めて、直射日光
のあたらない場所で、高温多湿を避けて、保管・管理してください。

● プリントカートリッジは、本機に入れたまま保管してください。プリントカートリッジを単体のまま
で長期間保管すると、インクノズル部分の目づまりの原因となります。
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文字の入力のしかた .............................................................................................................. 43
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漢字を入れる ................................................................................................................................................ 45
目的の漢字に変換されないときは ............................................................................................................. 47
アルファベットを入れる ............................................................................................................................. 52
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差出人を修正する ........................................................................................................................................ 78
差出人を削除する ........................................................................................................................................ 79
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便利な機能 .............................................................................................................................. 85
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見出し、イラスト、写真などを選ぶ....................................................................................................... 105
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便利な機能 ........................................................................................................................... 156
デジタルカメラの設定に従って印刷する（DPOFプリント） ............................................................. 156
写真を画面に順番に表示する（スライドショー） ................................................................................. 157
写真データの登録と呼び出し .................................................................................................................. 159

第6章　お役立ち情報 161
インク残量を確認する ....................................................................................................... 161

ユーザー辞書を登録する ................................................................................................... 162
よく使う語句を辞書に登録する（語句） ................................................................................................. 162
郵便番号と住所を辞書に登録する（郵便番号辞書） ............................................................................. 164

文字の入力方法（入力モード）を切り替える ................................................................. 166
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画面の明るさを調節する ................................................................................................... 166
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内蔵漢字一覧 ....................................................................................................................... 194

仕様 ...................................................................................................................................... 199

別売品一覧 ........................................................................................................................... 201
印刷できる枚数について .......................................................................................................................... 201

索引 ...................................................................................................................................... 202
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カシオお客様ご相談窓口 ................................................................................................... 209
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デザインを選んで文面を作りたい 
➜ 99 ページ

こんなことがしたいときは

宛名面を作りたい ➜ 65 ページ 住所録の一覧を印刷したい ➜ 86 ページ

イラストや見出しなどを組み合わせて
文面を作りたい ➜ 104ページ

差出人入りの文面を作りたい ➜ 102ページ

QRコードを印刷したい ➜ 126ページ

写真入りの文面を作りたい ➜ 100ページ
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●取扱説明書「応用編」の印字例や画面の内容などは、実際と多少異なることがあります。

写真を印刷したい ➜ 131ページ

写真の一覧を印刷したい ➜ 146ページ 写真をシールに印刷したい ➜ 152ページ

写真に文字や手書き、スタンプを入れたい 
➜ 138ページ

俳句を入れて写真を印刷したい
➜ 147ページ

写真を入れてカレンダーを印刷したい
➜ 133ページ
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音声ガイド

本機では、音声で操作の説明が流れます（音声ガイド）。また、直前に流れた音声ガイドを、もう一度、
聞くこともできます。
• 音声ガイドによる説明のない画面もあります。

スピーカー
ここから音声が
流れます。

音量ボリューム

■音量の調節
　「音量ボリューム」のつまみを、上方向に動かすと音が大きく、下方向に動かすと小さくなります。

■音声ガイドを消す
　「音量ボリューム」のつまみを一番下まで動かすと、音量はなし（音声ガイドOFF）になります。

■音声ガイドをもう一度聞きたいときは
　 と押すと、直前に流れた音声ガイドを、もう一度、聞くことができます。
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各部の名称

用紙ガイド

キャリングハンドル

表示ストッパー用
スライドボタン

給紙トレイ ACアダプター用
端子

用紙挿入口
ゴムローラー部

表示画面（タッチパネル）

タッチペン収納部
メモリーカード
挿入口

電源キー
（ON/OFF） プリントカートリッジ

収納部
（プリントカートリッジ
収納部カバー）

ランプ

用紙排出口

ローラー部

キーボード

排紙トレイ

スピーカー
音量ボリューム

タッチペン

第1章　本機をお使いになる前に
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タッチペンの収納
タッチペンを使わないときは、タッチペン収納部に入れて保管してください。

タッチペン

タッチパネル保護カバー
本機を使わないときは、タッチパネル保護カバーを装着し
て保管してください。タッチパネル保護カバーは、奥側を
先に取り付けた後、手前側を取り付けます。

持ち運びのときは
本機を持ち運ぶときは、図のようにキャリングハンドルを引き上
げてお使いください。

重 要  「可動範囲以上に動かそうとする」などの無理な力
を加えないようにしてください。無理な力を加え
ると、故障や破損の原因となります。

タッチパネル
保護カバー
タッチパネル
保護カバー
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表示画面の角度を調整する
表示画面は、図のように調整することができます。見やすい角度
に合わせてください。

重 要  「可動範囲以上に動かそうとする」などの無理な力
を加えないようにしてください。無理な力を加え
ると、故障や破損の原因となります。

タッチペンを使用するときは、スライドボタンを矢印方向にスラ
イドさせて、表示ストッパーを出し、見やすい角度に固定して使
用することをおすすめします。

表示画面（タッチパネル）について
本機はタッチペンで表示画面（タッチパネル）にタッチして操作することができます。タッチするときは、
力を入れる必要はありません。軽く触ってください。

重 要  • タッチパネルの表面を強く押したり、力を込めてタッチしたりしないでください。タッチ
パネルに傷が入ったり、割れたりすることがあります。

 • タッチパネルの上に物を乗せないでください。故障の原因になります。

キーボードを開く
文字を入力するときなどは、本体上部を押さえながら、キーボー
ドを開いてください。

重 要  「可動範囲以上に動かそうとする」などの無理な力
を加えないようにしてください。無理な力を加え
ると、故障や破損の原因となります。

キーボードを閉じるときは
キーボードを「カチッ」と音がするまで押し上げてください。

重 要  • 印刷中は、キーボードを閉じないでください。
 • 排紙トレイが出ているときは、必ず排紙トレイ

を戻してからキーボードを閉じてください。
 • メモリーカードをセットしたままキーボードを

閉じないでください（必ず、メモリーカードを抜
いてから、キーボードを閉じてください）。

スライドボタン

表示ストッパー

スライドボタン

表示ストッパー
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電源を入れる

重 要  ご購入後、はじめて電源を入れるときは、リセット（初期化）、プリンターの調整、時計の時刻合わせ
などが必要です。別冊の取扱説明書「入門編」の「準備をしましょう」を参照して、必ず行ってくださ
い。

 ACアダプターを接続する

重 要  • ACアダプターは必ずAC100Vのコンセント（通常の家庭用コンセント）に差し込んでください。
 • 付属のACアダプター以外は使用しないでください。
 • 「安全上のご注意」をお読みのうえ、正しくお使いください（1ページ）。

付属のACアダプターのコネクターを、本体のACアダプター用端子に差し込みます。

ACアダプターのプラグを、ご家庭用のコンセントに差し込みます。

コンセント
（AC100V）

プラグ

コネクター

1手順

手順

ACアダプター用端子

 電源を入れる／切る

11

22

■ 電源を入れるときは
電源が切れている状態で  を押してください。

押す

重 要  • 「電源を入れる操作」や「電源を切る操
作」は、完了するまでに10～20秒か
かることがあります。完了するまで、そ
のまましばらくお待ちください。

 • 本機をご使用になるときは、プリント
カートリッジがセットされていること
を確認してください。例えば、「住所録
の作成」だけをしたいときも、プリント
カートリッジをセットしておいてくだ
さい。
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オートパワーオフ
約1時間キー操作をしないと、自動的に電源が切れます。

スライドショー
スライドショーを自分で開始することができます（157ページ）。このとき、オートパワーオフは働きませ
ん（約1時間キー操作をしなくても、電源は切れません）。
また、写真が保存してあるメモリーカードを本機にセットして、トップメニュー画面で約６分間キー操作を
しないと、自動的にスライドショーが開始されます。このとき、オートパワーオフが働きます（約1時間キー
操作をしないと、自動的に電源が切れます）。

ACアダプター使用上のご注意
ACアダプターのコードの先端や根元部分は、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしないでください。
また、コードの先端や根元部分が折り曲げられた状態での保管は避けてください。コードが断線して故障の
原因となります。

■ 電源を切るときは

 を押して、電源を切ります。

表示画面が完全に消えたことを確認しま
す。

必ず表示画面が完全に消えて
からACアダプターを家庭用
のコンセントから抜いてくだ
さい。表示画面が消える前に
ACアダプターを抜くと登録
したデータが消えることがあ
ります。

11

22

ACアダプターのプラグを、ご家庭用のコ
ンセントから抜きます。

ACアダプターのコネクターを、本体の
ACアダプター用端子から抜きます。

重 要  電源を切るときは、必ず、プリントカート
リッジ収納部カバーがきちんと閉まってい
ることを確認してください。プリントカー
トリッジ収納部カバーが正しく閉められて
いないと、インクが乾燥してプリントカー
トリッジが使用できなくなったり、プリン
ターの故障の原因になることがあります。

33

44
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プリントカートリッジのセットと交換のしかた

印刷するときは、プリントカートリッジを使います。

重 要  必ず指定のプリントカートリッジをお使いください（201ページ）。

 プリントカートリッジをセットする

ACアダプターを接続して、電源を入れます
（18ページ）。

プリントカートリッジについているピンクの
タブを引いて、透明のプラスチックテープ
をはがします。

金属端子部
（絶対にはがさないでください）

ピンクのタブ

プラスチックテープ
（はがして取り去ります）

重 要  • 金属端子部は絶対にはがさないでくださ
い。プリントカートリッジが使用できなく
なります。

 • 一度はがした透明のプラスチックテープ
は、絶対に貼り直さないでください。ノズ
ル内のインクが混ざり合い、使用できなく
なることがあります。

プリントカートリッジ収納部カバーを開きます。
プリンターが動きます。

プリントカートリッジ
収納部カバー

11

22

33

重 要  「可動範囲以上に動かそうとする」などの無理
な力を加えないようにしてください。無理な
力を加えると、故障や破損の原因となります。

プリントカートリッジを収納部にセットしま
す。

ラベルの
ある黄色
い面

2つの
突起

プリントカートリッジ

ラベルのある黄色い面を上、2つの突起がある方を手前に
して、セットします。

44
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 プリントカートリッジを交換する

ACアダプターを接続して、電源を入れます
（18ページ）。

プリントカートリッジ収納部カバーを開きま
す。

プリントカートリッジ
収納部カバー

11

22

プリントカートリッジを下に押しながら手前
に引きます。

新しいプリントカートリッジをセットします。
「プリントカートリッジをセットする」  20ペー
ジ

33

44

「カチッ」と音がするまで、奥へ押し込みます

セットされた状態

•  正しくセットしないとプリントカートリッジの故
障の原因となります。

印刷できる枚数（目安）
本機に付属のプリントカートリッジで印刷できる枚数は下記のとおりです。
はがき印刷：約180枚 標準写真（L判サイズ）：約90枚
●印刷する内容によって、印刷できる枚数は異なります。
●印刷条件の詳細（201ページ）。

プリントカートリッジ収納部カバーを閉めま
す。
● カバーが開いていると、エラーが表示されま
す。

重 要  自動的に「プリンターの調整」を行います。
 プリンター調整用の用紙をセットして画面

の指示に従って操作してください。
 「用紙のセットのしかた」  23ページ
 「プリンターを調整する」  168ページ

55
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資源の節約・有効利用と環境保護のため、使用済みのプリントカートリッジの回収にご協力ください。
プリン写ルでは、日本ヒューレット・パッカード株式会社製のプリントカートリッジを使用しています。
使用済みのプリントカートリッジは、販売店に設置されている日本ヒューレット・パッカード株式会社指定の
回収ボックスに入れてください。

プリントカートリッジ使用上のご注意
インクが目に入ったり皮膚に付着しないようにご注意ください。 目に入ったり、皮膚に付着した場合は、すぐに
水で洗い流してください。 万一、異状がある場合は、直ちに医師にご相談ください。
インクを誤って飲まないようにご注意ください。インクの成分には、硝酸塩が含まれております。
万一、インクを飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。
プリントカートリッジは、お子さまの手の届かない所に保管してください。
プリントカートリッジは、改造および再利用しないでください。 なお、プリントカートリッジの改造やインクのつ
め替えなどによって生じたプリンターおよびプリントカートリッジのトラブルについては、当社では一切その責任
を負えませんので、あらかじめご了承ください。
振動や衝撃を与えないでください。また、金属端子部には手を触れないでください。
プリンターに装着するまでは包装を開封せずに、直射日光を避け、常温で保管してください。
使用中のプリントカートリッジは、本機に入れたまま保管してください。プリントカートリッジを単体のままで長期
間保管すると、インクノズル部分の目づまりの原因となります。

プリントカートリッジに印刷されている数字の見かた
プリントカートリッジに印刷されている数字は、使用期限です（右のイラス
トの「2010/12/18」は「2010年 12月18日」を表しています）。
使用期限までに使い切ってください。
なお、良質な印刷品質を得るために、使用開始後6ヶ月以内に使い切るこ
とをお勧めします。

•

•

•
•

•
•
•

•

•
2010/12/18 L

0016233003016548

2010/12/18
2010/12/18 L

0016233003016548

2010/12/18
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用紙のセットのしかた

印刷する前に用紙をセットします。

 使用できる用紙

用紙 サイズ 厚さ 用紙の種類
はがき （縦）148mm×（横）100mm 郵便はがきと同等の

厚さで、0.18mm～
0.26mmの範囲のもの

郵便はがき（郵便事業株
式会社製）
インクジェット用はがき
フォト光沢はがき

A6 （縦）148mm×（横）105mm 郵便はがきと同等の
厚さで、0.18mm～
0.26mmの範囲のもの

インクジェット用紙
フォト光沢紙
普通紙

L判 （縦）127mm×（横）89mm 郵便はがきと同等の
厚さで、0.18mm～
0.26mmの範囲のもの

インクジェット用紙
フォト光沢紙
普通紙

2L判 （縦）178mm×（横）127mm 郵便はがきと同等の
厚さで、0.18mm～
0.26mmの範囲のもの

インクジェット用紙
フォト光沢紙
普通紙

10×15タブ
（タブ付き用紙）

（縦）165mm×（横）102mm
（タブを切り取り後、約10×
15cm）

日本ヒューレット・パッ
カード株式会社製「アド
バンスフォト用紙（光
沢）」をお使いください。

シール紙
（16面付け）

（縦）148mm×（横）100mm 別売品「16面分割
光沢フォトシール」
（PO-165）。２０１ペー
ジの別売品一覧を参照し
てください。

重 要  • 写真店などで注文することができる「写真付きポストカード」（郵便はがきに写真が貼り付けられ
ているもの）の宛名面への印刷は、本機ではできません。

  用紙づまりや故障の原因となりますので使用しないでください。
 • 使用できる用紙は、用紙のサイズ、厚さおよび種類が上記の表の条件に合っているものだけです。
 • コピー用紙などの薄い紙や、形状が不定形な用紙などは、故障の原因となりますので、絶対に使用

しないでください。

■ 「タブ付き用紙」とは？
「切り取り可能な部分（タブ）」が付いている印刷用紙のことです。
本機で、10×15cmの余白のない写真を印刷するときは、10×15タブをご使用になり、「フチ：なし」
を指定して印刷を行ってください。
印刷後にタブを切り離すと、約10×15cmの余白のない写真ができます。
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給紙トレイを開きます。

給紙トレイ

用紙ガイドを右側に拡げます。

用紙ガイド
（黄色の部分）

11

22

印刷面を表側にして、軽く止まるまで差し
込みます（詳細は、「用紙をセットする向き
について」を参照してください（26ペー
ジ））。
一度にセットできる枚数は、20枚までです（印
刷枚数は99枚まで設定可能です）。
タブが付いている用紙は、タブが上になるよう
にセットします。

印刷面
(白紙側)

用紙の左端を挿入口の左端に沿わせて挿入し
ます。

•

•

•

33

 用紙をセットする

重 要  • 用紙は、必ず、印刷停止中にセットしてください。印刷中に用紙の出し入れは行わないでくださ
い。故障の原因になります。

 • 用紙どうしが静電気ではりついているときは、間に空気を入れるなどしてからセットしてくださ
い。

 • 印刷中に用紙を追加することはできません。
 • 「16分割光沢フォトシール」「インクジェット写真用年賀葉書」は、1枚ずつセットしてください。
 • 印刷時に用紙どうしが貼りつきやすい場合は、間に空気を入れて、十分さばいてからセットして

ください。頻繁に2枚同時に用紙が送られる場合は1枚ずつセットしてください。
 • 印刷途中に絶対に用紙を引き抜かないでください。
 • 用紙に反り・曲がりがあると用紙がつまる原因となります。用紙の反り・曲がりを直してから本体

にセットしてください。
 • 用紙をセットする際は、印刷面を表側にして、必ず用紙の左端を挿入口の左端に沿わせてセット

してください。セット後は、必ず「用紙ガイド」を用紙に当たる位置まで動かしてください。
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重 要  用紙をセットする際は、用紙の先端を必要以上に奥まで入れすぎないでください。給紙が正しくで
きない場合があります（用紙の先端が曲がっていないのが正しい状態です）。

正しい状態 間違った状態

用紙が
まっすぐ

用紙の先端が
曲がっている

用紙ガイドを用紙に当たるまで左側にスラ
イドさせます。
用紙の両端にすき間ができないようにセットして
ください。正しくセットしないと、用紙が曲がっ
て挿入され、正しく印刷できないことがありま
す。

すき間

用紙ガイドを用紙に
当たるまでスライドさせる

44 排紙トレイを引き出します。55
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用紙をセットする向きについて

用紙の種類や印刷の種類によって、用紙をセットする方向や表裏を確認して、正しくセットしてく
ださい。

用紙の種類 印刷の種類 セット方向

はがき 宛名印刷 印刷する面を表側に向
けて、宛名の郵便番号の
位置が下側になるよう
にセットする。

文面印刷 印刷する面を表側
に向けて、宛名の
郵便番号の位置が
下側になるように
セットする。

選んでプリント
DPOFプリント
コメントプリント
インデックスプリント
写真俳句
写真カレンダー

印刷する面を表側に向けてセットする。

A6 選んでプリント
DPOFプリント
インデックスプリント

印刷する面を表側に向けてセットする。

L判 選んでプリント
DPOFプリント
コメントプリント
インデックスプリント
写真俳句

印刷する面を表側に向けてセットする。

2L判 選んでプリント
DPOFプリント
コメントプリント
インデックスプリント
写真俳句
写真カレンダー

印刷する面を表側に向けてセットする。
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用紙の種類 印刷の種類 セット方向
10×15タブ 選んでプリント

DPOFプリント
インデックスプリント

印刷する面を表側に向
けて、タブが付いている
側を上側に向けてセッ
トする。

シール紙
（16面付け）

シールプリント 印刷する面を表側に向けてセットする。
1枚ずつセットする
● 一度に複数枚セットすると正しく印刷できない場合が
あります。

•
•

●光沢紙に写真を印刷する場合は光沢面を表側に向けてセットしてください。
●フォト光沢はがきを使用する場合は、1枚ずつセットしてください。

タブタブ
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使用できるメモリーカードと写真のデータ

メモリーカードに保存してある写真のデータを印刷したり、本機に登録した住所録などのデータを
まとめてメモリーカードに保存することができます。

 使用できるメモリーカード

重 要  • 下記以外のメモリーカードを使用すると、本機およびメモリーカードの故障、破損の原因となり
ます。

 • 下記のメモリーカードでも、本機やカードの状態によっては認識できない、または正しく動作し
ない場合があります。

 • メモリーカードは、「デジタルカメラ写真のデータ読み込み」および「バックアップデータの保存」
「文面やコメントプリントなどの作成物の保存」のときに使用します。本機のメモリー増設用（「住
所録の登録件数を増やす」など）としては使用できません。

メモリーカード 最大容量 挿入口
コンパクトフラッシュ（TYPE I/TYPE II）※3 8GB コンパクトフラッシュ
メモリースティック※1 128MB

メモリースティック・
メモリースティックDuo

メモリースティックPRO※1 4GB
メモリースティックデュオ※1 128MB
メモリースティックPRO デュオ※1 4GB
SDメモリーカード 2GB

SD・SDHC・マルチメディ
アカード

miniSDメモリーカード※2 2GB
microSDメモリーカード※2 2GB
SDHCメモリーカード 8GB
マルチメディアカード 1GB
xD-ピクチャーカード 512MB

xD-ピクチャーカード
xD-ピクチャーカード Type M 2GB
xD-ピクチャーカード Type H 2GB
xD-ピクチャーカード Type M+ 2GB

※1　マジックゲート機能が必要なデータは扱えません。
※2　SDアダプターに取り付けたあと、本機に挿入してください。
※3　UDMA対応のコンパクトフラッシュカードは対応していません。

SDアダプターは、市販品を使用してください。また、SDアダプターへの取り付けは以下のように
してください。

SDアダプター

miniSDメモリーカード

SDアダプター

microSDメモリーカード

●上記メモリーカードでも、ご使用になれない場合があります。
●マイクロドライブ、スマートメディアには対応していません。
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 メモリーカードをセットする

重 要  • メモリーカードには表裏、前後の方向があります。無理に入れようとすると破損の恐れがあります。
向きや角度に注意して、確実にセットしてください。

 • メモリーカードを使う際は、メモリーカードの取扱説明書もあわせてお読みください。

を押して、電源を入れます。

メモリーカード（写真のデータが記録され
ているもの）を、本機の対応する挿入口に
差し込みます。
メモリーカードが正しくセットされると、ランプ
が点灯します。
メモリーカードにアクセス中は、ランプが点滅
します。

重 要  • メモリーカードを一度に複数枚セットすることはできません。
 • メモリーカードは、必要以上に強く押し込まないでください。また、メモリーカードがセットさ

れている状態で、キーボードを閉めないでください。本機およびメモリーカードの故障、破損の原
因になります。

 • 故障の原因となりますので、メモリーカードの挿入口にはメモリーカード（アダプター含む）以外
のものを入れないでください。

 • 万一異物や水がメモリーカードの挿入口に入り込んだ場合は、本機の電源を切り、ACアダプター
を抜いて、販売店またはカシオテクノ修理相談窓口にご連絡ください。

 • 写真が保存してあるメモリーカードをセットした状態で、トップメニュー画面表示中に、約６分
間、キー操作をしないと自動的にスライドショーが開始されます（157ページ）。

メモリーカードを取り出す

•

•

11

22

メモリーカード
挿入口 ランプ

(ラベル面を上)

メモリーカード
挿入口 ランプ

(ラベル面を上)

重 要  • ランプが点滅しているとき、メモリーカー
ドを取り出さないでください。

 • 印刷中やメモリーカードに保存中に「メモ
リーカードを引き抜かないでください」の
メッセージが表示されます。メモリーカー
ドを取り出さないでください。

メモリーカードをまっすぐ手前に引き抜き
ます。
ランプが消えます。

11

ご購入後はじめて使うとき
ご購入後はじめてメモリーカードを使うときは、使用するデジタルカメラで初期化（フォーマット）す
ることをおすすめします。
メモリーカードを初期化しないで写真データを保存した場合、「メモリーカードエラー」になることが
あります。
メモリーカードをパソコンで初期化すると、正しく動作しないことがあります。
メモリーカードを初期化すると、保存されている内容がすべて消えてしまいます。必要のないときは初
期化しないでください。

•

•
•
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 扱える写真のデータ

本機で印刷できる画像はデジタルカメラなどで撮影した画像で以下の条件を満たすものです。ご使
用になる機能によって印刷できる写真のサイズが異なります。

(1) DCF Exif2.1（JPEG準拠）
(2) 対応ファイルサイズ
 10M byte 以下 : 文面
  コメントプリント
  シールプリント
  写真俳句
  写真カレンダー
  選んでプリント
  DPOFプリント
 容量の制約なし : インデックスプリント
(3) 最小画素数　160× 120ピクセル

■ 携帯電話で撮影した写真について
DCF規格対応の携帯電話でも、撮影時の操作方法によってはDCF規格とは異なるフォルダー構成下に
写真データが保存される場合があります。このような写真は本機では印刷することはできません。撮影
した画像がDCF規格に準拠した形式でメモリーカード内に保存されるように操作してください（撮影し
た画像が、メモリーカードの「DCIM」フォルダーに保存されます）。また、撮影前にモードの設定が必
要な場合があります。詳しくはご使用になる携帯電話の取扱説明書を参照してください。
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画面の見かた

本機の画面にはいろいろな情報が表示されます。

宛名入力時のみ表示

① 機能表示  ･･ 宛名作成機能のときに表示されます。

 ･･ 文面作成機能のときに表示されます。

 ･ デジタル写真プリント機能のときに表示されます。

② モード表示行 現在表示している画面の情報を示しています。
③ 文字修飾表示行 文字の修飾内容などを示しています。
④ 禁則桁 組み合わせ作成、オリジナルはがき作成、コメントプリント、写真俳句（応用作成

のみ）で文面を作っているとき、通常の入力桁の右側に禁則桁が設けられます。
テキスト入力に禁則処理（「、」「。」「，」「．」を行頭に配置しないようにする）を加え、
文字の自然な配置を実現しています。

⑤ 操作ガイド 操作に必要な情報や、タッチペンで操作するためのボタンが表示されます。
⑥ 作成画面 打ち込んだ文字や文章を表示します。

⑦ シフト表示 キーが押されたことを示しています。

⑧ モード表示 入力についての状態を示しています。
⑨     マーク 画面からかくれている選択項目や内容があるときに表示されます。

（ここをタッチペンでタッチしても、画面をスクロールすることはできません。）

カーソルのはたらきと動かしかた

● 文面や宛名面に文字を入れているときに、
「■」が表示されます。これは位置を示した
印で、カーソルと呼びます。カーソルが合っ
ている位置で文字キーを押すと文字が入り、

を押すと文字が消えます。

カーソル

● カーソルは を押して動かしま
す。

上にカーソルが移動する

下にカーソルが移動する

左にカーソルが移動する

右にカーソルが移動する

● 画面でかくれている文字を見るときは、
を押してかくれている部分にカー

ソルを動かします。これをスクロールといい
ます。
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 文字を大きくして確認する（はっきりズーム）

文字入力画面で、入力している文字を大きく表示します。画数の多い漢字の細かい部分なども確認
することができます。漢字辞書や単漢字変換の漢字候補中に使うと便利です。

を押す

で確認したい文字にカー
ソルを合わせます。

11 を押します。

手順 1 で選んだ文字が拡大されます。

このとき を押すと、表示フォントを変
えて確認することができます。
表示フォントは「ゴシック体」「丸ゴシック体」「明
朝体」「毛筆楷書体」「毛筆流麗体」の5種類
です。

元の画面に戻るには、 、 、また
は を押します。

重 要  ●次の文字は拡大表示できません。
 •文字入力画面以外の文字
 •確定されていない文字
 •改行マーク
 •漢字辞書機能の部首
 •外字
 ● 拡大表示中にフォントを変えて

も、文字入力画面でのフォントは
変わりません。

22
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 印刷前に画面で印刷結果を確認する（プレビュー）

次の操作をしているとき を押すと、印刷結果のイメージを画面で確認（プレビュー）すること
ができます。
宛名の一覧、差出人を表示しているとき
宛名、差出人の内容を表示しているとき
宛名、差出人の登録／修正をしているとき
印刷設定で差出人を設定しているとき
カンタン作成、組み合わせ作成、オリジナルはがき作成の文面作成中（画面下に が表示されて
いるとき）／完成画面を表示しているとき
選んでプリント、写真カレンダー、コメントプリント、写真俳句、シールプリントの作成中（画
面下に が表示されているとき）／完成画面を表示しているとき

宛名の内容表示を表示している例

を押す

•
•
•
•
•

•

プレビュー表示中に操作できるボタン

： プレビュー表示中の宛名面を印刷する。

  宛名／差出人の一覧表示や内容表示でのプレビューの場合のみ有効です。

：プレビュー前の表示に戻る。

：前または次の宛名のプレビューを表示する。

：宛名面の縦書き表示と横書き表示を切り替える。

：拡大して表示する（拡大プレビュー）。

：トップメニューを表示する。

宛名のプレビューに差出人も一緒に表示するには

宛名の印刷結果のイメージを画面で確認するときに、差出人も一緒に表示することができます。

① 宛名表示画面で、 を押します。
宛名表示画面について  69ページ

② で「印刷プレビュー設定」を選び、
を押します。

③ で表示したい差出人を選びます。
この画面で を押すと、選んだ差出人の印刷
結果のイメージを表示できます。

④ を押します。
宛名表示画面に戻ります。

⑤ を押します。
宛名と一緒に差出人も表示されます。

を押すごとに、縦書き表示と横書き表示
が切り替わります。

•



34

キーボードと主なキーの働き
キーボードには、たくさんのボタンがついています。ボタンのことを、この取扱説明書では「キー」
と呼んでいます。ここでは主なキーの使いかたについて説明しています。

① 電源を入れたり切ったりするときに押します。

②
トップメニュー画面を表示するときに押します。

③ いろいろな設定をするときに押します。また、音声ガイドを聞きたいときに

と押します。

④ カンタンガイドメニューを表示するときに押します。

⑤
入力した文字を大きく拡大して確認したいときに押します。

⑥
画数や部首などから漢字を入力したいときに押します。

⑦ キーに印刷されていない記号を入れるときに押します。また、自分で文字を作っ

たり、作った文字を入れたりするときに と押します。

⑧ 印刷の仕上がり状態を確認するときに押します。
⑨ 印刷するときに押します。

⑩ カーソル（31ページ）を動かすときに押します。また、項目などを選択するとき
にも押します。

⑪ 数字キー 数字を入れるときに押します。
⑫ 操作を進めていくときに押します。
⑬ 文字を間違えたときに押します。
⑭ キーの上にピンクの文字で書かれている機能を使うときに押します。
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本書でのキーのあらわしかたについて

 L を押したあとに続けて を押すとき…

  
L と押します。

●キーの上にピンク色で書かれている機能を使うには… 
を押したあとに続けてピンク色で書かれている下のキーを押します。

「外字」の機能を使うとき… 

  
と押します。

● 操作手順の中で、「 で…」と書かれているときは、 のいずれかを押して
ください。4つのキーすべてを押す必要はありません。

タッチペンでの操作について
本機は、タッチペンで画面（タッチパネル）をタッチして操作することもできます。
タッチペンを使った操作については、「タッチペンの使いかた」を参照してください（37ページ）。

⑮ ひらがなやカタカナ、またはアルファベットの入力を切り替えるときに押しま
す。

⑯ ひらがな入力した文字を漢字に変換するときに押します。
⑰ 漢字変換するとき、まえに表示されていた候補の文字を表示させたいときに押

します。
⑱  1文字ずつ漢字を変換するときに押します。
⑲ 操作を取り消したり、中止するときに押します。
⑳ 文字キー 文字を入れるときに押します。
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 操作の進めかた

本機の操作を始めるには、まず を押します。 を押すと、確認メッセージが表示された後、トッ
プメニュー画面が表示されます。ここから、操作が始まります。

を押して、電源を入れます。
トップメニュー画面が表示されます。

トップメニュー画面では、機能の内容やで
きることがイラストで表示されています。
これをアイコンと呼びます。あなたがした
いことを選んでください。

どうやって選ぶの？
アイコンが青色の枠で囲まれているのがわかり
ますか？

のいずれかを押すと、青色の
枠が動きます。あなたが選びたいアイコンに青
色の枠を合わせてください。

 青色の枠

 

11

22

したいことのアイコンを選んだら、
を押します。

これで、あなたが選んだメニューに従って、操
作が進みます。

操作を進めていくと、次々と選択画面が表
示されます。
選択を間違えてしまったり、前の画面に戻りた
いときは、 を押します。
また、 を押して、トップメニュー画面から
操作をやり直すこともできます。

選択画面について
を押して、あなたがしたい項

目に青色の枠を合わせてください。

「拡張」は本機の将来の拡張用に
設けてある項目です。

33

44

本文中の操作手順の中では、トップメ
ニュー画面からの操作をまとめて記載し
ています。

トップメニュー画面（36ページ）から
「文面」 「カンタン作成」の順に選び
ます。
カンタン作成のジャンル選択画面が表示され
ます。

11
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タッチペンの使いかた

本機は、キーボードに加えて、付属のタッチペンで画面（タッチパネル）をタッチして操作するこ
ともできます。
ここでは基本的なタッチペンでの操作について説明しています。

重 要  • タッチするときは、力を入れる必要はありません。軽く触ってください。
 • タッチパネルの表面を強く押したり、力を込めてタッチしたりしないでください。タッチパネル

に傷が入ったり、割れたりすることがあります。

画面の項目をタッチして操作を進める

画面に表示された項目、写真やイラストなどをタッチして、操作を進めることができます。

 トップメニュー画面で「設定」をタッチする

タッチペンを
はなす

青い枠が「文面」から「設定」に移動します。 「設定」のメニュー画面が表示されます。

画面をタッチしたままタッチペンを移動すると、項目を選択することができません。タッチペンを一度はなしてか
ら、次の項目を選択してください。
キーボードの で項目を選び、 を押したときと同じ動作です。

•

•
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画面のアイコンをタッチして操作を進める

画面に表示されたアイコンをタッチして、操作を進めることができます。

アイコン 対応するキー 操作の説明

① 操作を取り消したり、中止するときにタッチします。

② いろいろな設定をするときにタッチします。

③ 印刷の仕上がり状態を確認するときにタッチします。

④ 印刷するときにタッチします。

⑤ 操作を進めていくときにタッチします。

⑥ 項目などを選択したり、カーソル（■）を動かすときにタッ
チします。

⑦ － 操作を進めていくときにタッチします。

⑧ － 操作を取り消したり、中止するときにタッチします。

写真の枠やスタンプなどを移動する

写真を切り抜くときの写真の枠やコメントプリントのスタンプなどを、タッチペンで移動させるこ
とができます。
また、スタンプなどは拡大・縮小することができます。
移動または拡大・縮小するときは、タッチペンでタッチしたまま移動させてください（ドラッグ）。

 コメントプリントのスタンプを移動する

スタンプをタッチした
まま右へ移動
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 コメントプリントのスタンプを縮小する

スタンプの枠の右下の隅
をタッチしてタッチペン
を動かす

設定の項目を変更する

設定の項目を変更するとき、反転部分をタッチするたびに表示が切り替わります。

 紙質を変更する

反転部分をタッチ
して表示を切り替
える

その他の操作

その他、タッチペンでは次のような操作ができます。
数値の入力項目の左右に表示された [ ] や [ ] をタッチして、数値を増減させる
文字を入力する項目をタッチして選択する
文字の入力位置（カーソルの位置）をタッチして指定する
設定項目の選択／非選択を切り替える
表示コントラスト画面で［ 濃く］や［薄く ］をタッチして、コントラストを調整する
 166ページ
コメントプリントの操作をする（手書きの追加、スタンプなどの大きさや位置の調整など）
 138ページ

•
•
•
•
•

•

宛名などの文字を、タッチペンで手書き入力することはできません。
タッチペンを使わないときは、タッチペン収納部に入れて保管してください（16ページ）。

•
•
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カンタンガイドの使いかた

を押すと、操作の説明を表示したり、その機能へジャンプすることができます。

カンタンガイドは以下の画面から表示することができます（その他の画面から表示することはでき
ません）。
トップメニュー、文面メニュー、宛名メニュー、デジタル写真メニュー
カンタン作成のジャンル選択画面、オリジナルはがき作成の作成方法選択画面
コメントプリントメニュー、写真俳句メニュー、写真カレンダーメニュー

 宛名を登録する

•
•
•

を押します。

で「宛名」項目の「宛名を登録す
る」を選び、 を押します。
操作内容の説明が表示されます。

11

22

内容を確認したら、 を押します。
戻りたいときは を押します。
カンタンガイドジャンプ確認画面が表示されま
す。

で「はい」を選び、 を押して
ください。

「宛名の追加」の入力画面にジャンプします。
以降の操作は「宛名を登録する」の手順 5 以
降を参照してください（66ページ）。
● カンタンガイドでは宛名入力後、住所録１に登
録されます。他の住所録は選べません。

33
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カンタンガイドのジャンプ後の操作一覧

カンタンガイドで内容を確認して、各機能へジャンプした後の操作については、以下の説明を参照
してください。

項　目 ジャンプ後の操作内容

文
面

年賀状を印刷する
「カンタン作成」の「イラスト入りの文面を作る（デザインを選
ぶ）」の手順 2

99ページ

写真入りの年賀状を作成する
「カンタン作成」の「写真入りの文面を作る（デザインを選ぶ）」の
手順 2

100ページ

オリジナルな年賀状を作成する 「組み合わせ作成」の「フォーマットを選ぶ」の手順 2
105ページ

はがきに手紙文を作成する 「オリジナルはがき作成」の「フォーマットを選ぶ」の手順 3
115ページ

宛
名

宛名を登録する ※1 「宛名を登録する」の手順 5
66ページ

差出人を登録する 「差出人を登録する」の手順 3
75ページ

宛名を印刷する ※2 「1人ずつ選んで印刷する」の手順 3
83ページ

デ
ジ
タ
ル
写
真

写真を印刷する 「選んでプリント」の手順 3
131ページ

写真の一覧を印刷する 「インデックスプリント」の手順 3
146ページ

写真とカレンダーを印刷する 「写真カレンダーを作る」の手順 3
134ページ

写真と俳句を印刷する 「写真俳句を作る」の手順 3
148ページ

写真にスタンプや文字を入れる 「コメントプリント」の手順 3
139ページ

写真をシールに印刷する 「シールプリント」の手順 3
152ページ

写真を画面で確認する 「スライドショー」が実行されます。
157ページ

※1：カンタンガイドでは宛名入力後、住所録１に登録されます。他の住所録は選べません。
※2： カンタンガイドでは住所録１に登録されている宛名のみが対象になります。他の住所録は選べません。
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文字入力の前に知っておいていただきたいこと

文字の入れかたの要点を簡単に紹介します。詳しい操作を知りたいときは、それぞれのページを参
照してください。また、文字を入力する方法には、「かな入力」と「ローマ字入力」の2種類があ
ります。「かな入力」と「ローマ字入力」を切り替えたい場合は、166ページを参照してください。

文字を入れることができる画面は

 宛名作成画面（66ページ） 文章編集画面（109ページ）

  

■禁則桁の表示
組み合わせ作成（104ページ）、オリジナルはがき作成（114ページ）、コメントプリント（138ペー
ジ）、写真俳句の「応用作成」（150ページ）で文面を作っているとき、2行以上の文章を入力すると、
自動的に禁則処理がされ、行頭には行頭禁則文字（「、」「。」「，」「．」）と改行マーク（「 」）は配置さ
れません。入力画面上では、行末に禁則桁が表示され、文字の入力がない場合には、空白になります。

文字キーの使いかた

1つのキーには2つの文字が書かれています。
または を押して、どの文字を入れるのかを選びます。

➜

➜
ひらがなが入ります

れ■・・・・

キーの右下に書かれた
アルファベットや記号が入ります

L■・・・・・

第2章　文字の入力／修正
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を何回か押して、画面左下に「ひらが
な」を表示させます。

11

文字の入力のしかた
ひらがな、カタカナ、アルファベットなど、文字の入力のしかたについて説明します。

 ひらがな・カタカナを入れる

ひらがな・カタカナの入れかたを説明します。
● （ー）と （ハイフン）を間違えないように、注意してください。

ひらがなを入れる

 さくら

と押します。
ローマ字入力のときは、  

と押します。
「文字の入力方法（入力モード）を切り替える」

166ページ

を押します。

22

33

■「ぱ」や「ゃ」などを入れる
キーの上に印刷されていない文字を入力するときは、下の表を見て入力してください。また、本機
の前面上部には「かな入力」の場合の入力例が印刷されており、キーボードを開いた状態のとき、
下表に記す文字の入力の方法を、簡単に確認することができます。
ローマ字入力のときの文字の入れかたは、「ローマ字入力対応表」を参照してください（192ページ）。

文字の例 呼び名 かな入力のとき ローマ字入力のとき

は 清音　
ば 濁音　 O B

ぱ 半濁音
ゃ 拗音　 X

っ 促音　 X

。 句点　
、 読点　
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キーを押し間違えてしまったら
• 文字を間違えていたら…「間違えた文字を直す」（55ページ）
• 文字が抜けていたら…「抜けた文字を追加する」（55ページ）
• 文字を消したいときは…「最後の文字を消す（入力途中の文字の訂正）」、「途中の文字を消す」（54ページ）
• はじめからやりなおしたいときは…「文字をまとめて消す」（56ページ）

画面に同じ文字がいくつも表示されたときは

キーを長く押し続けていると、その文字が連続して表示されます。そのときは を押します。文字が画面
から消えます。
キーは、ポンッと軽くたたくように、押してください。

重 要  を押して消すことができるのは、文字が青色で表示されているときだけです。
 数字キーを押し続けたときや、文字を確定したあとは、消したい部分にカーソルを合わせて

を押します。

小文字や「々」「ゞ」、「ゐ」「ゑ」「ヴ」などの旧仮名遣いの文字などは、「記号」の「入れにくい文字」で入
れることができます（53ページ）。

カタカナを入れる

  サクラ

を何回か押して、画面左下に「カタカ
ナ」を表示させます。

11 と押します。
ローマ字入力のときは、

と押します。
カタカナはキーを押したと同時にその文字に確
定されます。

22
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 漢字を入れる

漢字を入れるには、まずその漢字の「読み」をひらがなで入れます。例えば、「花」は「はな」と入
れます。ひらがなから漢字に変えることを「変換」といいます。 を何回か押し、使いたい
漢字が表示されたら、 を押して確定します。
目的の漢字に変換できないときは、一文字ずつ漢字を入力します（47～51ページ）。

  今日行きます

「きょういきます」とひらがなで入れます。

を押します。
•「きょうい」と「きます」という2つの言葉（文
節）と認識したため、「驚異」と変換されます。

 （「驚異」が反転します。）

●  1つ目の文節が目的の漢字に正しく変換され
ているときは、 を押して正しく変換され
ていない文節を反転させてください。最後
の文節まで目的の漢字に正しく変換されてい
るときは、 を押して最後の文節を反転さ
せて を押してください。漢字が確
定します。

と押します。
「きょうい」を「きょう」という言葉に区切ります。
「きょう」が「今日」に変換されました。

重 要  はキーボードから入力しま
す。

11

22

33

を押します。
「今日」が確定されます。
「いきます」という言葉が残ったと認識したため、
「生きます」に変換されました。

を何回か押して、「行きます」にし
ます。

を押すたびに、「いきます」の候補（同
音異義語）が次々に表示されます。

「行きます」になったら、 を押しま
す。
「行きます」が確定されます。

44

55

66
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学習機能について
「こうえん」という読みを「講演」で確定したとします。次回「こうえん」という読みで変換すると、「講演」
が一番はじめに表示されます。これは、前回使った漢字を本機が覚えているためです。
このように、前回使った漢字を最初に表示することを学習機能といいます。

ひらがなを漢字にするルール
 「よみ」を入れる 漢字に変える 確定する

変換中に文字を間違えたら

思いどおりの漢字に変換されないのはなぜ？
次のようなことが考えられます。
• 「週（しゅう）」を「しゆう」と入力している
• 「図（ず）」を「づ」と入力している

こ んえう

公園
口演こうえん

広遠コウエン

講演光円

公演宏遠

後援高遠
好演

こ んえう

公園
口演こうえん

広遠コウエン

講演光円

公演宏遠

後援高遠
好演

変換前の「よみ」の状態に戻る 
文字を訂正することができます 

入力した「よみ」が消える
はじめから、入力し直すことができます

 
➜

 
➜

■かい甲斐

 
➜

こうえん
 

➜
後援

確定するまえに、さらに を押すと、「こ
うえん」に当てはまる他の候補（同音異義語）が
表示されます。 を押すと、前に表示されてい
た候補が表示されます。

後援
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 目的の漢字に変換されないときは

単漢字変換をする

難しい漢字や珍しい固有名詞などは、 を押しても正しく変換されません。このような場合、
1文字ずつ目的の漢字に変換します。

  敦廣（あつひろ）

「あつひろ」をひらがなで入れます。

を何回か押します。
何回押しても、「敦廣」に変換されません。

を押します。
「あつ」に合った漢字がいくつか表示されます。

11

22

33

を何回か押して、目的の漢
字を選び、 を押します。
 「敦」が確定されます。

手順 3 、4 と同様の操作をして目的の漢
字（廣）を選び、 を押します。

44

55
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漢字辞書を使う
漢字の読みや、画数などから漢字を呼び出すことができます。
漢字の呼び出しかたは、4種類あります。
• 「読み検索」 ：読みから呼び出す。
• 「総画数検索」 ：総画数から呼び出す。
• 「部首検索」 ：部首から呼び出す。
• 「区点コード検索」 ：漢字の一覧表から入力したい文字を見つける（JIS 区点コード）。

漢字辞書機能は文字が入力できる画面および文面、宛名（「読み」および「郵便番号」入力時を除く）の
各入力画面から入ることができます。ただし、文字が未確定のときや、漢字に変換している途中では漢
字辞書は使えません。

■読みから呼び出す

  「挙」という漢字を呼び出す

入力したい位置にカーソルを合わせて、
を押します。

で「読み検索」を選び、
を押します。

「あげる」と入れて、 を押します。
「あげる」と読む漢字の一覧が表示されます。
当てはまる漢字が多数あるときは、
を押すと続きを見ることができます。
• 「読み」は最大7文字まで入力できます。

11

22

33

を押して「拳」を反転させ、
を押します。

「挙」という漢字についての詳細が表示されま
す。

を押します。
「挙」という漢字が入ります。

44

55
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■総画数から呼び出す

  「挙」という漢字を呼び出す

入力したい位置にカーソルを合わせて、
を押します。

で「総画数検索」を選び、
を押します。

と入れて、 を押します。
で画数を指定することもできます。

10画の漢字の一覧が表示されます。

11

22

33

を押して「拳」を反転させ、
を押します。

「挙」という漢字についての詳細が表示されま
す。

を押します。
「挙」という漢字が入ります。

44

55
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■部首から呼び出す

  「挙」という漢字を呼び出す

入力したい位置にカーソルを合わせて、
を押します。

で「部首検索」を選び、
を押します。

「挙」の部首の「手」は4画なので と押
し、 を押します。
4画の部首の一覧が表示されます。

で部首の画数を指定することもできま
す。

部首の候補が他にもあるときは を押
すと続きを見ることができます。

11

22

33

を押して「手」を反転させ、
を押します。

「手」が部首の漢字の一覧が表示されます。

を押して「拳」を反転させ、
を押します。

「挙」という漢字についての詳細が表示されま
す。

 を押します。
「挙」という漢字が入ります。

部首がわかりにくい漢字については本来の部首
以外でも呼び出せるものがあります。
（例：「岩」は「山」でも「石」でも呼び出せま
す。）

44

55

66
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■漢字の一覧表から入力したい文字を見つける（JIS区点コード）
ワープロやパソコンなどのコンピューター機器は、漢字を番号で管理しています。番号は「区」と
「点」に分かれていて、漢字1つに対して4つの数字が割り当てられています。コード番号は JIS
規格で定められており、これを JIS 区点コードといいます。

  「挙」という漢字を呼び出す

入力したい位置にカーソルを合わせて、
を押します。

で「区点コード検索」を選
び、 を押します。

11

22

「挙」の区点コードは「2183」なので
と押し、 を押しま

す。
「挙」という漢字についての詳細が表示されま
す。

「内蔵漢字一覧」（区点コードと漢字の対応表）
194ページ

を押します。
「挙」という漢字が入ります。

33

44

• 「読み」で呼び出すときは「音読み」、「訓読み」、「人名や地名などで使われる特別な読みかた」のいずれで
も検索できます。

• フォントのデザインにより同じ漢字でも字の形が異なることがあります。
• 部首は代表的なものを採用しています。学説によっては別の部首とするものもあります。
• JIS 外の漢字の区点コードは「－－－－」と表示されます。
• JIS 規格には収録されていても、多くの辞書で読みも意味も不明として取り扱われている漢字は「音義未詳」
と表示されます。

• 漢字辞書機能で呼び出した場合は、漢字の学習機能は、はたらきません（46ページ）。
• 文字が入力されたときは、そのときのカーソル位置のサイズや色などに合わせて入力されます。
• 単位の名称を漢字で表すもの（米：メートル、弗：ドルなど）は訓読みに含め、ひらがなで表示しています。

漢字辞書詳細表示について

呼び出した漢字については、次のような詳細な情報が表示されます。

画数 部首

音読み
JIS 区点コード

訓読み「ー」より後ろは送りがなです

人名や地名などで使われる特別な読みかた
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 アルファベットを入れる

アルファベット入力の方法は、かな入力・ローマ字入力どちらでも操作は同じです。

  AKI

を何回か押して、画面左下に「英大文
字」または「英小文字」を表示させます。
英大文字：大文字を入力するとき
英小文字：小文字を入力するとき

11 と押します。
アルファベットはキーを押したと同時にその文字
に確定されます。

22

大文字と小文字の入力を切り替えるには

画面左下に「英大文字」が表示されているときに を押すと、小文字が入力できます。
画面左下に「英小文字」と表示されているときに を押すと、大文字が入力できます。

,（カンマ）　.（ピリオド）を入れるには
画面左下が「英大文字」または「英小文字」となっているときに、次のキーを押します。
カンマ：   ピリオド：  
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を押して、画面左下に「英大文字」ま
たは「英小文字」を表示させます。
ローマ字入力になっているときは、この操作は
行う必要はありません。

11 を押します。22

キーに印刷されていない記号や入力しにくい文字（ゑ、ヴなど）を入れる

記号は、8つのグループに分かれています。「記号一覧」を見ながら、使いたい記号がどのグルー
プに入っているかを確かめてください（189ページ）。

  ★（グループ：一般）

を押します。

記号の
グループ名

で「一般」を選び、
を押します。

11

22

を何回か押して「★」を探
します。

を押します。

33

44

 記号や入力しにくい文字（ゑ、ヴなど）を入れる

キーに印刷されている記号を入れる

普通の文字の他に、キーに印刷されているいろいろな記号を入れることができます。

  
キーに印刷されている記号



54

文字の修正／削除のしかた

文字の修正、削除のしかたを説明します。

 間違えた文字を訂正する

文字を間違えて入れたときは、次のようにして訂正します。

 最後の文字を消す（入力途中の文字の訂正）

  「れんらくさきを」の「を」を消して「れんらくさき」に直す

「れんらくさきを」と入力します。11 を押します。
「れんらくさき」になります。

22

途中の文字を消す

  「ひっここし」の「こ」を消して「ひっこし」に直す

を何回か押して、消したい文字に
カーソルを合わせます。

11 を押します。
「ひっこし」になります。続けて文字を入れると
きは、文章の終わりまでカーソルを移動させま
す。

22
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間違えた文字を直す

  「ゆきこ」を「ゆうこ」に直す

を何回か押して、直す文字にカーソ
ルを合わせます。

を押します。
「き」が削除され、「こ」がつまります。

11

22

正しい文字を入れ、 を押します。
「う」が「こ」の前に入ります。
すでに入っている文字を消さずに、新しい文字
が追加されます。

33

抜けた文字を追加する

  「あた」を「あきた」にする

を押して、追加するところにカーソ
ルを合わせます。

11 文字を入力して、 を押します。
すでに入っている文字を消さずに、新しい文字
が追加されます。

22
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 文字をまとめて消す

文字を範囲を決めて消したり（部分消去）、入れた文字を全部消す（全文消去）ことができます。

範囲を決めて消す（部分消去）

文字が入力してある画面になっていることを確認してください。

を押します。

で「消去」を選びます。

で「部分消去」を選び、 を
押します。

11

22

33

で消したい最初の文字を
選び、 を押します。

で消したい最後の文字を
選び、 を押します。
指定した範囲の文字が消去されます。

44

55

入れた文字を全部消す（全文消去）

文字が入力してある画面になっていることを確認してください。

を押します。

で「消去」を選びます。

11

22

で「全文消去」を選び、  を押
します。
消去を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押し
ます。
操作を中止するときは、「いいえ」を選び、

を押します。

33

44
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便利な機能

文字の入力で行える機能（文字の書体の変更、外字の作成など）について説明します。

 文字の書体・色・形を変える

本機は、文面の「見出し」（105ページ）と「テキスト」（109、116ページ）で書体（フォント）
や文字の形を指定したり、色を変えることができます。

文字の書体を変える（フォント）

文面の「見出し」と「テキスト」で文字を入力できる画面になっていることを確認してください。

 ゴシック体 丸ゴシック体 明朝体 毛筆楷書体 毛筆流麗体

文字を入れてから、 を押します。

で「フォント」を選択して で
書体を選び、 を押します。

11

22

で書体を変えたい最初の
文字を選び、 を押します。

で書体を変えたい最後の
文字を選び、 を押します。

指定した書体の名称が表示されます（印刷すると
指定した書体で印刷されます）。

重 要  毛筆流麗体は他のフォントに比べて
文字が小さくデザインされています。
文面のテキストに利用する場合はご
注意ください。

33

44
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• 書体を指定した文字のすぐ前に文字を追加すると、追加した文字もその書体になります。

    ➜  

 丸ゴシック体を指定 追加した文字も丸ゴシック体となる

• 文字が何もない部分に書体を指定すると、そのあとに入れる文字すべてがその書体になります。

        ➜  

 毛筆楷書体 この部分に丸ゴシック体を指定 丸ゴシック体になる

●「外字」で作った文字に、書体を指定することはできません（60ページ）。

↑ ↑

↑ ↑↑

文字の色を変える（文字色）

文面の「見出し」と「テキスト」で文字を入力できる画面になっていることを確認してください。

■指定できる色
 黒　赤　緑　青　桃色　空色　灰色　白

文字を入れてから、 を押します。

で「文字色」を選択して で
色を選び、 を押します。

11

22

で色を変えたい最初の文
字を選び、 を押します。

で色を変えたい最後の文
字を選び、 を押します。

指定した色名が表示されます（印刷すると指定し
た色で印刷されます）。

33

44

文字色の「白」はコメントプリントで写真の上に文字を合成する場合にご利用ください。
文字色が「白」の場合は、文字に黒色の輪郭がつきます。輪郭をつけたくないときは、「白色の文字に輪郭を
つけないようにする」を参照してください（175ページ）。
● 白い文字部分はインクによる印刷をしないことによって、その部分の紙の地色が見えるように印刷するも
ので、白いインクで印刷するものではありません。

● 輪郭をつけないようにした場合は、文面など白い背景の上に白い文字を配置しても、何も印刷されません。



59

文
字
の
入
力

／
修
正

文字の形を変える（文字体）

文面の「見出し」と「テキスト」で文字を入力できる画面になっていることを確認してください。

 標準 白抜き 影付き 立体 太文字

文字を入れてから、 を押します。

で「文字体」を選択して で
文字の形を選び、 を押します。

11

22

で文字の形を変えたい最
初の文字を選び、 を押します。

で文字の形を変えたい最
後の文字を選び、 を押します。

指定した文字体の名称が表示されます（印刷する
と指定した文字体で印刷されます）。

33

44

• 文字体を指定した文字を標準の文字に戻すときは、手順 2 で「標準」を選びます。
• 「テキスト」に文字体を指定すると、文字によってはきれいに印刷されないことがあります。はがきなどに
印刷する前に、必ず試し印刷を行って、仕上がりを確認してください。

●「毛筆流麗体」（57ページ）と「外字」（60ページ）で作った文字に、文字体を指定することはできません。



60

 自分で文字を作る（外字）

→や などのように、本機にない文字や記号を自分で作ることができます（外字）。
外字は6つまで本機の中に登録（記憶）しておくことができます。

本機の文字・記号などはすべて点（ドット）の集まりです。点を1つ1つ塗りつぶしたり、消したりす
ることにより、文字を作ります。
キーボードでもタッチペンでも、点を塗りつぶしたり消したりすることができます。

外字を作る方法として次の2つがあります。どんな外字を作るのかによって方法を選びましょう。

●はじめから自分で作る（新規作成）
 はじめから新しい文字を作るとき。

●本機にある文字を利用して作る（参照作成）
 「←→」や「  」のように、既存の文字が利用できるときは、この方法が便利です。

はじめから自分で作る（新規作成）

   

文字入力の画面にします。

文字にカーソルが合っていない状態で、
と押します。

11

22

で「作成」を選び、
を押します。

カーソル…
赤色の■のことです。

スケール…
現在カーソルがどこにあるのかを示します。
カーソルの動きに合わせて動きます。

外字作成画面

スケール

スケール

33
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外字作成画面で外字を作ります。

カーソルを移動
させる

を押す。

点を1つ塗りつ
ぶす

カーソルを目的の位置まで移
動し、 「黒の点」を押す。

点を1つ消す 塗りつぶした点までカーソル
を移動し、 「白の点」を押す。

線を描く 「黒連続」を押してから、
カーソルを移動する。

線を消す 「白連続」を押してから、
カーソルを移動する。

タッチペンで線
を描く

「鉛筆」を押してから、タッ
チペンで画面をなぞる。

タッチペンで線
を消す

「消しゴム」を押してから、
タッチペンで画面をなぞる。

44 外字が完成したら、 を押します。

で作った外字を登録する場所を選
びます。

重 要  すでに外字が登録されている場所を
選んで を押すと、上書きの
確認メッセージが表示されます。

を押します。
登録のメッセージが表示され元の画面に戻りま
す。

55

66

77

「黒連続」、 「白連続」では、斜め方向に連続してドットを塗りつぶしたり消したりすることはできま
せん。斜め方向に塗りつぶしたり消したりするときは、1ドットずつ行ってください。
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本機にある文字を利用して作る（参照作成）

  本機の文字「1」を利用して、 を作る

文字を入力できる画面で、 を押します。

を押して、「1」にカーソルを合わせ
ます。

と押します。

で「作成」を選び、
を押します。

11

22

33

44

で「参照作成」を選び、 を
押します。

で書体を選び、 を
押します。

「はじめから自分で作る（新規作成）」の手
順 4 以降の操作をして、外字を作り、登録
します（61ページ）。

55

66

77

自分で作った文字を使う

文字が入力できる画面で外字を入れたい
位置にカーソルを合わせます。

と押します。

で「呼出」を選び、
を押します。

11

22

33

で呼び出す外字を選び、
を押します。
呼び出した外字を削除するときは、通常の文字
と同じ方法で消します（54ページ）。

44
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自分で作った文字を修正する

  

文字が入力できる画面で と押し
ます。

で「修正」を選び、
を押します。

11

22

で修正する外字を選び、 を
押します。

「はじめから自分で作る（新規作成）」の手
順 4 以降の操作をして、外字を修正し、登
録します（61ページ）。

33

44

自分で作った文字を削除する

外字を文章の中に入れていたときに、その登録した外字を削除すると、文章の中の外字は空白で印
刷されます。

文字が入力できる画面で と押し
ます。

で「削除」を選び、
を押します。

11

22

で削除する外字を選び、 を
押します。

を押します。

33

44

• メモリーカードにデータを保存したときは、外字は保存されません。外字を使用した宛名・文面・コメント
プリントを呼び出したときは、外字の内容を確認することをおすすめします。外字の部分が空白になってい
る場合は、再度外字を入力してください。
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作業の流れ

宛名印刷の流れは、次の通りです。

宛名を入力して住所録を作ります。

宛名を登録する（住所録の作成） 65ページ

差出人を入力します。
・宛名面に差出人を入れない場合は、

 この作業は不要です。

差出人を登録する 74ページ

印刷する 119ページ

差出人

宛名

印刷する用紙の種類、フォントなど、印刷の条件を設定し、印刷します。
・印刷前に画面で印刷結果を確認（プレビュー）することもできます（33ページ）。

・宛名の一覧を印刷（住所録印刷）することもできます（86ページ）。

1

2

3

第3章　はがきの宛名印刷
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宛名を登録する（住所録の作成）

はがきに印刷するための宛名を登録し、住所録として管理することができます。

 宛名を登録する

宛名に登録できる項目は次のとおりです。

項目 入力例 最大文字数 備考
姓 坂木 5 姓を入力します。
名 次郎 9 名前を入力します。
読み さかきじろう 8 自動的に入力されます。
敬称 様 2 最初は「様」が入っています。
連名 真美 9 連名にしたい名前を入力します。
敬称 様 2 最初は「様」が入っています。
〒（郵便番号） 1500000 7 数字だけ入力します。
住所 東京都渋谷区○○町1-2-3

コーポ樫尾1125
15×4 4行まで入力できます。

電話番号 123-456-7890 15 宛名に印刷はできませんが、「住所録印刷」で
印刷することができます（86ページ）。

マーク ・ － 宛名を区別する7種のマークを入れること
ができます。

印字例
次の手順で宛名を登録します。
文字の入れかたについては、「第2章 文字の入力／修正」
を参照してください。

でトップメニュー画面（36
ページ）から「宛名」を選び、 を押
します。

で宛名メニューから「宛名」を
選び、 を押します。

「住所録」は５つまで作ることができます

11

22
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で 登録したい住所録を選び、
または を押します。

宛名が未登録の場合
「宛名の登録」の確認画面が表示されるので、
「はい」を選び、もう一度 を押し
てください。手順 5 に進みます。
宛名をすでに登録済みの場合
下のような宛名一覧画面が表示されます。

を押し、 で「宛名の追
加」を選び、 を押します。

姓を入れます。

を1回押し、名を入れます。

を押します。
自動的に入った「読み」が正しいかどうか確認し、
必要に応じて修正してください。登録した宛名は
「読み」をもとに、50音順に並び替えられて
表示されます。

•

•

33

44

55

66

77

を押し、敬称を入れます。
最初は「様」が入っています。修正する必要が
なければそのまま手順 9 に進みます。

を押し、連名を入れます。
連名が不要な場合は、何も入力しないで
を押します。

を押し、連名の敬称を入れます。
最初は「様」が入っています。修正する必要が
なければそのまま手順11に進みます。

を押し、「郵便番号」を入力した後、
（または ）を押します。

数字のみ入力してください。「－」（ハイフン）
は入力しません。
郵便番号辞書機能により、自動的に住所が入り
ます。

入力した郵便番号に該当する住所が複数
あるときは、住所の選択画面になります。

を押して、入力したい住所を選び
を押してください。また、確認のメ

ッセージが表示されることがあります（96ペ
ージ）。

•

88

99

1010

1111
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必要に応じて、住所の続きを入力します。
住所は15文字で自動的に改行されます。住所
が2行以上になるときは、印刷したときに読み
やすくなるように、適切な位置で を押し
て、改行してください。

改行マーク

住所は区切りの良いところで改行を！

改行をする／しないによって印刷の仕上が
りは変わるので、キリのいい所で改行して
ください。

改行した印刷例改行していない印刷例

改行！！

● 会社宛ての宛名を作りたいときは68ページ
を参照してください。

1212 を押し、「電話番号」を入力した後、
を押します。

電話番号は、宛名には印刷できませんが、「住
所録印刷」で印刷することができます（86ペ
ージ）。電話番号が不要な場合は、何も入力し
ないで を押します。

必要に応じて を押してマークを選
び、 を押します。
マークは宛名を分類するための7種類の目印
です。最初は「•」になっています。
「宛名を分類するためのマークを付ける」

88ページ

入力の終了を確認する画面が表示されます。
で「はい」を選び、 を押してく

ださい。

宛名の登録が完了すると、「続けて宛名を
入力しますか？」という画面が表示されま
す。
続けて宛名を入力する場合
「はい」を選び、 を押して、手順 5
以降の操作を繰り返してください。
登録を終える場合

を押して「いいえ」を選び、 を
押してください。宛名の一覧表示に戻ります。

宛名の入力中に を押すと、宛名のプレ
ビュー（印刷イメージ）が表示されます。
「プレビュー」 33ページ
宛名を修正・削除したいとき 71ページ
宛名面に差出人を入れたいとき 74ペー
ジ
宛名面を印刷したいとき 80ページ

•

•

•

•

•
•

•

1313

1414

1515
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会社・部署宛ての宛名を作りたいときは

次のように入力します。
• 住所1行目 ： 東京都渋谷区本町１－６－２  
• 住所2行目 ： 何も入力せず  
• 住所3行目 ： カシオ計算機（株）  
• 住所4行目 ： 販売促進部　課長

（株）と入力したいときは
と押します。

• 会社宛の宛名の場合は、会社名を住所の４行目に入力
します。

連名の名前の位置をそろえて印刷するときは

空白を入力して、「名前」と「連名」の文字数を同じにすることにより、位置をそろえることがで
きます。

を押す

ここでは「陽一郎」と文字数を合わせるために、「千里」に空白を入力します。
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 登録した宛名を確認する

確認方法には次の2種類があります
• 50音順に確認する
• 特定の条件に合った人だけ確認する（検索）

50音順に確認する

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「宛名」の順に選びます。

で住所録を選び、 または
を押します。

11

22

で確認する宛名を選び、
または を押します。

を押すと、宛名の一覧表示に戻ります。

33

• 宛名の登録内容表示中に、 を押すと、宛名のプレビュー（印刷イメージ）が表示されます。

 プレビューについて 33ページ

特定の条件に合った人だけ確認する（検索）

下記の条件を指定することで、該当する人だけ表示されるので、すばやい確認が可能です。
• 名前で検索する
• 読みで検索する
• マークで検索する（88ページ）

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「宛名」の順に選びます。

で住所録を選び、 または
を押します。

11

22

を押し、 で「宛名の検
索」を選び、 を押します。

33
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で 検索方法を選び、
を押します。

名前で検索

読みで検索

マークで検索

44

• 宛名の登録内容表示中に、 を押すと、宛名のプレビュー（印刷イメージ）が表示されます。

 プレビューについて 33ページ

検索条件を入力します。
●名前で検索
名前（姓・名）を入れ、 を押します。

●読みで検索
読みを入れ、 を押します。

●マークで検索
で検索対象にするマークを選び、
を押します。

検索が完了すると、該当する宛名が表示されま
す。
ここで を押すと、選択された人の宛
名の登録内容が表示されます。

を押すと、宛名の一覧表示に戻ります。

55
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 宛名を修正する

登録した宛名を、次の手順で修正することができます。

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「宛名」の順に選びます。

で住所録を選び、 または
を押します。

で修正する宛名を選び、 を押
します。

で「宛名の修正」を選び、
を押します。

11

22

33

44

で修正したい項目に移動して、内
容を修正します。
文字の修正 54ページ

修正が終わったら を押します。
を押すときは、どの項目にカーソル

があってもかまいません。
修正を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押してくだ
さい。
修正が完了したことを示すメッセージが表示さ
れた後、宛名の一覧表示に戻ります。

55

66

• 修正を途中でやめるときは、 を押してください。
• 登録するときと異なり、「姓」と「名」で入れた漢字の読みが「読み」に反映されません。「姓」や「名」を
変更したときは、「読み」も必要に応じて変更してください。

• 修正中に を押すと、宛名のプレビュー（印刷イメージ）が表示されます。

 プレビューについて 33ページ
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 宛名を削除する

登録した宛名を、次の方法で削除することができます。
• 1 件ずつ選んで削除する
• 特定のマークを付けた宛名だけ削除する（88ページ）
• 住所録内のすべての宛名を削除する

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「宛名」の順に選びます。

で住所録を選び、 または
を押します。

で削除する宛名を選び、 を押
します。
「特定のマークを付けた宛名を削除する」ときや
「住所録内のすべての宛名を削除する」ときは、

で削除したい宛名を指定する必要は
ありません（ だけ押してください）。

で「宛名の削除」を選び、
を押します。

11

22

33

44

で 削除方法を選び、
を押します。

削除を確認する画面が表示されます。 で
「はい」を選び、 を押してください。

1人だけ削除

指定したマークの宛名
で削除の対象にする

マーク（88 ページ）を選び、
を押します。

住所録内の宛名

削除が完了したことを示すメッセージが表示さ
れた後、宛名の一覧表示に戻ります。

55

• 「指定したマークの宛名」選択時に選択しようとしているマークがついている宛名が1件も登録されていな
い場合は、「該当データなし」のメッセージが表示されます。 を押して、マークを選び直してください。
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宛名を複写する
登録した宛名を、次の方法で他の住所録に複写することができます。
• １件ずつ選んで複写する
• 特定のマークを付けた宛名だけ複写する（88ページ）
• 住所録内のすべての宛名を複写する

① トップメニュー画面（36ページ）から「宛名」
「宛名」の順に選びます。

② で住所録を選び、 または
を押します。

③ で複写したい宛名を選び、 を押し
ます。
「特定のマークを付けた宛名を複写するとき」や
「住所録内のすべての宛名を複写するとき」は、

で複写したい宛名を指定する必要はあ
りません（ だけ押してください）。

④ で「宛名の複写」を選び、
を押します。

⑤ で複写方法を選び、 を
押します。
「指定したマークの宛名」を選んだときは、

で複写の対象にするマークを選び、
を押します。

手順②で選んだ住所録は選択できません（同じ住所
録に複写することはできません）

⑥ で複写先の住所録の名前を選び、
を押します。

複写が完了したことを示すメッセージが表示され
た後、複写元の宛名の一覧表示に戻ります。



74

差出人を登録する

住所録には、差出人を5人分登録できます。この差出人は、宛名面と文面で共通です。

入力フォーマットと印刷例

差出人を連名で印刷するときに便利なように2種類のフォーマットを選ぶことができます。
通常は、「フォーマット1」の入力状態になります。フォーマット2に切り替えて入力したい場合は、
「差出人の入力フォーマットを切り替える」を参照してください（77ページ）。

連名の位置を揃えて印刷したい場合 旧姓や年齢なども印刷したい場合
（フォーマット1） （フォーマット2）

3名までの連名を自動的に
レイアウト

文字を自由にレイアウト

■フォーマット1の入力項目
項目 入力例 最大文字数 備考

姓 坪井 5
名 朝雄 4
連名1 紀子 4 連名にしたい名前を入力（最大3名）します。

名前と名前の間に自動的に・を印刷します。連名2 静香 4
連名3 有紀 4
〒（郵便番号） 1660000 7 数字だけ入力します（- は不要）
住所 東京都杉並区○○町1-2-3 15×2 2行まで入力できます。
電話番号 03-1234-4567 15 数字以外も入力できます。
メール tuboi-a@abc-prn.co.jp 30 半角文字で入力します。

■フォーマット2の入力項目
項目 入力例 最大文字数 備考

名前1 坪井朝雄 紀子（旧姓 宮永） 15 入力した通りに印刷されるので、必要に応じ
て、 を押して空白を入力してください。名前2 静香（1歳） 有紀（2カ月） 15

〒（郵便番号） 1660000 7 数字だけ入力します（- は不要）
住所 東京都杉並区○○町1-2-3 15×2 2行まで入力できます。
電話番号 03-1234-4567 15 数字以外も入力できます。
メール tuboi-a@abc-prn.co.jp 30 半角文字で入力します。
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「フォーマット2」では、「名前1」「名前2」の入力文字数を同じにすると、入力通りのレイアウトで印刷され
ます（ を入力して文字数を調整します）。

  名前1（7文字+空白＝8文字）
 山中俊介　 　小夜子

 名前2（5文字+空白3=8文字）

 × 3　満（二歳）

次の手順で差出人を登録します。
ここでは、74ページの「フォーマット1」と「フォーマット2」の例で説明します。
文字の入れかたについては、「第2章 文字の入力／修正」を参照してください（42ページ）。

でトップメニュー画面（36
ページ）から「宛名」を選び、 を押
します。

で宛名メニューから「差出人登録」
を選び、 を押します。

で「1」～「5」の登録したい場所
を選び、 または を押します。

11

22

33

名前や連名を入力して、 を押します。
1つの項目への入力が終わったら、 を押し
て次の入力に進んでください。

フォーマット1の入力例

フォーマット2の入力例

「フォーマット１」と「フォーマット２」の切り替
え方法は、77ページを参照してください。

連名にする必要がないとき
フォーマット１：「姓」「名」だけ入力
フォーマット２：「名前１」だけ入力

•

44
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郵便番号を入れて、 を押します。
郵便番号辞書機能により、自動的に住所が入り
ます。

• 入力した郵便番号に該当する住所が複数ある
ときは、住所の選択画面になります。この場
合は を押して、入力したい住所を選
び を押してください。また、確認
のメッセージが表示されることがあります（96
ページ）。

必要に応じて、住所の続きを入れます。
住所が2行になるときは、印刷したときに読み
やすくなるように、適切な位置で を押し
て、改行してください。

55

66

を押し、電話番号、メールアドレスを入
れて を押します。
次の項目に進むときは を押します（何も
入れずに を押すと、空欄になります）。
前の項目に戻りたいときは を押します。
登録を途中でやめるときは を押します。
メールアドレスの「＠」は を押して入力
します。

登録の終了を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押してくだ
さい。
登録が完了したことを示すメッセージが表示さ
れた後、差出人表示の画面に戻ります。

•

•
•
•

77

• 入力中に を押すと、差出人のプレビュー（印刷イメージ）が表示されます。

 プレビューについて 33ページ

文面から差出人を登録する
差出人は宛名面と文面で共通です。
文面から差出人を登録する場合は、下記のように操作します。

① トップメニュー画面（36ページ）から「文面」 「差出人登録」の順に選びます。
 差出人表示の画面になります。

② 「差出人を登録する」の手順 3 以降の操作をします（75ページ）。
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差出人の入力フォーマットを切り替える

差出人の入力フォーマットは2種類あります（74ページ）。
はじめてご使用になるときは、フォーマット1になっています。
フォーマット2に切り替える場合は、次のように操作してください。

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「差出人登録」の順に選びます。

でフォーマットを切り替えたい差
出人を選び、 を押します。

11

22

で「登録フォーマットの変
更」を選び、 を押します。

で「フォーマット1」または「フォー
マット2」を選び、 を押します。
差出人の登録画面になります。

33

44

• すでに登録されている差出人のフォーマットを変更すると、名前や連名が入れ直しになります。その他の項
目の内容はそのまま残ります。

• 「フォーマット2」に設定された差出人は、差出人名選択画面の差出人名番号が○で囲まれます。

 差出人の登録内容を確認する

登録した差出人を、次の手順で確認することができます。

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「差出人登録」の順に選びます。

11

• 登録したとき空欄だった項目は表示されません。
• 差出人の登録内容表示からでも で差出人のプレビューを確認することができます。

 プレビューについて 33ページ

で 確認したい差出人を選び、
または を押します。

差出人の登録内容が表示されます。

を押すと、差出人表示に戻ります。

22
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 差出人を修正する

登録した差出人を、次の手順で修正することができます。

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「差出人登録」の順に選びます。

で修正したい差出人を選び、
を押します。

で「差出人の修正」を選
び、 を押します。

11

22

33

で修正したい項目に移動して、内
容を修正します。
文字の修正 54ページ

修正が終わったら を押します。
を押すときは、どの項目にカーソル

があってもかまいません。
修正を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押してくだ
さい。
修正が完了したことを示すメッセージが表示さ
れた後、差出人表示の画面に戻ります。

44

55

• 修正を途中でやめるときは、 を押してください。
• 修正中に を押すと、差出人のプレビュー（印刷イメージ）が表示されます。

 プレビューについて 33ページ
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 差出人を削除する

登録した差出人を、次の手順で削除することができます。

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「差出人登録」の順に選びます。

で削除したい差出人を選び、
を押します。

11

22

で「差出人の削除」を選
び、 を押します。
削除を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押してくだ
さい。
削除が完了したことを示すメッセージが表示さ
れた後、差出人表示に戻ります。

33

差出人を複写する
登録した差出人を、次の手順で複写することができます。同じ住所で差出人の名前だけを変えたいときなど
に便利な機能です。

① トップメニュー画面（36ページ）から「宛名」
「差出人登録」の順に選びます。

② で複写したい差出人を選び、 を押
します。

③ で「差出人の複写」を選び、
を押します。

④ で 複 写 先 の 番 号 を 選 び、
を押します。

複写が完了したことを示すメッセージが表示され
た後、差出人表示の画面に戻ります。
選んだ複写先にすでに差出人が登録されていると
きは、確認のメッセージが表示されます。「はい」
を選び、 を押すと新しい内容が上書き
されます。
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印刷する

すべての宛名を印刷する

重 要  • 印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ）。
 • 印刷の前に を押すと、宛名面のプレビューを確認することができます（33ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「宛名」の順に選びます。

で 印刷する住所録を選び、
または を押します。

を押します。
宛名印刷メニューが表示されます。

で「宛名印刷」を選び、 を
押します。
差出人を登録していないときは「差出人だけ印
刷」は薄く表示されます。

11

22

33

44

で「すべての宛名を印刷」
を選び、 を押します。
印刷設定画面が表示されます。

で設定する項目を選び、 で
内容を指定した後、 を押します。
「宛名印刷の印刷設定画面の項目」 81ペ

ージ

画面のメッセージに従って、挿入方向を確
認しながら印刷面を表にして用紙をセット
します。
「用紙のセットのしかた」 23ページ

排紙トレイを引き出してから「はい」を選
び、 を押します。
印刷が始まります。印刷が終わると、宛名の一
覧表示に戻ります。

印刷が終わったら、排紙トレイを「カチッ」
と音がするまで戻してください。

55

66

77

88

99

• 宛名の内容が表示された状態から印刷することもできます。 を押して、手順 4 以降の操作をしてくだ
さい。
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■宛名印刷の印刷設定画面の項目
項　　目 内　　容

用紙 年賀はがき・普通はがきのどちらに印刷するかを指定します。異なった用紙を指定する
と印刷の位置がずれることがあります。

 • 年賀はがき（くじ付きのはがき） • 普通はがき

差出人 登録した差出人が複数いるときに、印刷に使う差出人を指定します。
「印刷しない」に設定すると、宛名だけの印刷ができます。
「差出人」が選ばれている状態で、 を押すと、差出人の印刷の仕上がりイメージが
表示されます（ を押すと元の状態に戻ります）。

マーク マークの印刷方法を指定します。
「すべて印刷」では、マークの指定の有無に関わらず、  マーク以外のすべての宛名を
印刷します。
•  マークの宛名は常に印刷されません。
• 「1人ずつ選んで印刷」「差出人だけ印刷」では、「マーク」の指定はできません。

部数 • 「すべての宛名を印刷」「途中の宛名から印刷」「1人ずつ選んで印刷」選択時
 同じ宛名を何枚印刷するかを指定します（印刷する宛名の合計枚数ではありません）。
 通常は「1部ずつ」のままにします。同じ宛名の人を複数枚印刷するときは、 を押
して、「印刷部数の設定」を選び、必要な枚数（部数）の数を指定します。最大で「99部」
まで指定できます。
• 「差出人だけ印刷」選択時
 を押して、「印刷部数の設定」を選び、印刷部数を指定します。最大で「99部」まで
指定できます。

フォーマット 縦書き/横書き、どちらのフォーマットで印刷するかを指定します。

 • 縦書き • 横書き

←→

フォント 印刷時の書体（フォント）を指定します。
毛筆流麗体・毛筆楷書体・ゴシック体・丸ゴシック体・明朝体が指定できます。

←→←→←→←→
明朝体丸ゴシック体ゴシック体毛筆楷書体毛筆流麗体

濃度 印刷の濃さを指定します。まずは「3（標準）」で印刷結果を確認して、必要に応じて調
整してください。
「1（薄く印刷）」～「5（濃く印刷）」
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途中の宛名から印刷する

住所録の途中の人から印刷します。「すべての宛名を印刷」で途中で印刷を中止した場合などに便利
です。

重 要  印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ）。

「すべての宛名を印刷する」の手順 4 まで
の操作をします（80ページ）。

で「途中の宛名から印刷」
を選び、 を押します。
メッセージが表示されます。

メッセージを確認して を押しま
す。

11

22

33

で印刷を開始したい人を選び、
を押します。

印刷を開始する人の確認メッセージが表示され
ます。 で「はい」を選んで
を押すと、印刷設定画面が表示されます。

• 印刷する人を選んでいるときに、 を押す
と、印刷の仕上がりイメージが表示されます。

を押すと元の状態に戻ります。

「すべての宛名を印刷する」の手順 6 以降
の操作をします（80ページ）。

44

55

• 手順 4 で を押し、宛名の検索機能を使うこともできます。検索については「特定の条件に合った人だ
け確認する（検索）」を参照してください（69ページ）。検索後は、 を押して、印刷を開始したい人
を選びます。
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1人ずつ選んで印刷する

印刷したい人を1人ずつ選びます。

重 要  印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ）。

「すべての宛名を印刷する」の手順 4 まで
の操作をします（80ページ）。

で「1人ずつ選んで印刷」
を選び、 を押します。
メッセージが表示されます。

メッセージを確認して を押しま
す。
宛名の一覧が表示されます。

を押すと、印刷の仕上がりイメージが表
示されます。 を押すと元の状態に戻りま
す。

•

11

22

33

で印刷したい人を選び、
を押します。
選んだ宛名の先頭に「 」が表示されます。取
り消すときは、もう一度 を押します。

「 」が
表示

タッチペンで印刷したい人をタッチして選ぶこ
ともできます。取り消すときは、もう一度タッ
チします。

のマークの宛名も印刷することができます
（88ページ）。

手順 4 の操作を繰り返して、印刷したい人
を選び、 を押します。
印刷設定画面が表示されます。

「すべての宛名を印刷する」の手順 6 以降
の操作をします（80ページ）。
印刷設定画面で「マーク」は設定できません。

•

44

55

66

• 手順 4 で を押し、宛名の検索機能を使うこともできます。検索については「特定の条件に合った人だ
け確認する（検索）」を参照してください（69ページ）。検索後は、 を押して、印刷したい人を選びます。
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差出人だけを印刷する

宛名を印刷せずに差出人だけ印刷することができます。
宛名と差出人両方とも印刷したいときは、80～83ページを参照してください。

重 要  印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ）。

「すべての宛名を印刷する」の手順 4 まで
の操作をします（80ページ）。

で「差出人だけ印刷」を選
び、 を押します。
印刷設定画面が表示されます。

11

22

「すべての宛名を印刷する」の手順 6 以降
の操作をします（80ページ）。
印刷設定画面で「マーク」は設定できません。

33

差出人表示の画面から印刷することもできます。その場合の操作は以下の通りです。

① トップメニュー画面（36ページ）から「宛名」 「差出人登録」の順に選びます。

差出人の一覧が表示されます。
② で印刷する差出人を選び、 を押します。

③ を押します。

これ以降の操作は、「すべての宛名を印刷する」の手順 6 以降の操作と同様です（80ページ）。



85

は
が
き
の

宛
名
印
刷

便利な機能

宛名面で行える機能（文字の書体の変更、住所録の印刷など）について説明します。

 宛名面に印刷する文字の書体（フォント）を変更する

宛名面の「印刷書体（フォント）」を変更することができます。

 ゴシック体 丸ゴシック体 明朝体 毛筆楷書体 毛筆流麗体

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「宛名」の順に選びます。

で住所録を選び、 または
を押します。

を押します。

11

22

33

で「印刷フォントの変更」
を選び、 を押します。

で書体（フォント）を選び、
を押します。

を押すと宛名の一覧表示に戻ります。

44

55

重 要  • 印刷書体によって、印刷する文字の大きさに差があります。
 •  フォントを「毛筆流麗体」に指定した場合、差出人のメールアドレスは「丸ゴシック体」で印刷され

ます。

• 差出人の表示中に を押すと表示されるメニューからも、「印刷フォントの変更」を行うことができます。
• 住所録印刷では、ここでの設定に関わらず、常に「ゴシック体」で印刷されます（86ページ）。
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 宛名の一覧を印刷する（住所録印刷）

登録した宛名の一覧を印刷することができます。
宛名の登録で、「電話番号」を入力した場合は、電話番号も印刷されます。
印刷方法には次の3種類があります。
• すべての宛名を印刷：登録したすべての宛名を印刷します。
• 途中の宛名から印刷：住所録の途中の人以降の宛名をすべて印刷します。
• 1 人ずつ選んで印刷：1人ずつ選んで印刷します。

「マーク」で  を指定した宛名も印刷されます。

重 要  印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「宛名」の順に選びます。

で 印刷する住所録を選び、
または を押します。

を押します。

で宛名印刷メニュー画面から「住所
録印刷」を選び、 を押します。

11

22

33

44

で 印刷の対象を選び、
を押します。

印刷設定画面が表示されます。

ここでは「すべての宛名を印刷」の例で説明し
ます。
「途中の宛名から印刷」、「1人ずつ選んで印刷」
の操作のしかたは、下記を参照してください。
「途中の宛名から印刷」 82ページの手順

3 以降の操作
「1人ずつ選んで印刷」 83ページの手順

3 以降の操作

で印刷濃度を指定します。
用紙サイズは「はがき」、フォントは「ゴシック体」
で固定されています。
印刷部数は、機能メニューから設定します（81
ページ）。

「住所録印刷の印刷設定画面の項目」 87
ページ

55

66
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を押します。

印刷面を表にして用紙をセットし、排紙
トレイを引き出してから「はい」を選び、

を押します。
「用紙のセットのしかた」 23ページ
印刷が始まります。
印刷が終わると、宛名の一覧表示に戻ります。

77

88

印刷が終わったら、排紙トレイを「カチッ」
と音がするまで戻してください。

99

■住所録印刷の印刷設定画面の項目
項　　目 内　　容 設　　定

用紙サイズ はがきサイズ固定になります。 はがき
フォント ゴシック体固定になります。 ゴシック体
部数 印刷する枚数を設定します（ または

数字キーで設定）。
●機能メニューから設定します
　（81ページ）。

1～99枚

濃度 印刷の濃さを設定します。
まずは「3（標準）」で印刷結果を確認して、
必要に応じて調整してください。

「1（薄く印刷）」～「5（濃く印刷）」

 登録している宛名の件数を確認する

住所録ごとに、どのくらい宛名が登録されているのかを確認できます。

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「宛名」の順に選びます。

で件数を確認したい住所録を選
び、 または を押します。

を押します。

11

22

33

で「登録件数の確認」を選
び、 を押します。
住所録内の宛名の登録件数と、住所録用のメモ
リーの全使用量が表示されます。

を押すと、宛名の一覧表示に戻ります。

44

• 宛名は約1000件登録できます。登録してある内容によって件数は異なります。

• 住所録の名前を表示中に を押すと表示されるメニューからも、「登録件数の確認」を行うことができま
す。
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 宛名を分類するためのマークを付ける

宛名のグループを分ける目印として「マーク」を使うことができます。特定のマークを付けた宛名
だけ印刷したり、印刷しなかったりすることができます。マークは、次の7種類です。

　 　  一般的な分類に使います。例えば、•を付けたグループは会社の同僚、○は友人、△
は親戚、などの使い分けができます。特に選ばなければ「•」が付けられます。
印刷しない宛名に付けます。 のついた宛名は、「すべての宛名を印刷」「途中の宛
名から印刷」の印刷では印刷されません。

　 　 年賀状などのやりとりの状況や喪中の人を記録するために使います。

マークを変更する

宛名に付けたマークを、次の方法で変更することができます。
• 1 件ずつ選んで変更する
• マーク別にまとめて変更する

■1件ずつ変更する

宛名の一覧表示のとき、 でマーク
を変更したい人を選びます。

11 または でマークを選びま
す。
変更が反映されます。
続けて他の宛名のマークを変更するときは、手
順 1 以降の操作を繰り返してください。
• マークをタッチペンでタッチして、変更するこ
ともできます。タッチするたびにマークが切り
替わります。

22
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■マーク別にまとめて変更する
宛名に付けた特定のマークを、一括して他のマークに変更します。

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「宛名」の順に選びます。

でマークを変更したい住所録を
選び、 を押します。

を押します。

で「マークの一括変更」を
選び、 を押します。

11

22

33

44

で変更前のマークを選びます。

を押してから、 を押して変更後
のマークを選びます。

を押します。
宛名の一覧表示に戻ります。

55

66

77
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 住所録の名前を変更する

住所録の名前を、次の手順で好きな名前に変更することができます。

トップメニュー画面（36ページ）から
「宛名」 「宛名」の順に選びます。

で変更したい住所録の名前を選
び、 を押します。

で「住所録の名前を修正」を選び、
を押します。

住所録の名前を変更する画面が表示されます。

11

22

33

で不要な文字を消してから、新しい住
所録の名前を入力します。
住所録の名前は8文字以内で入力してくださ
い。

を押します。
修正を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押してくだ
さい。

修正が終わり、住所録表示の画面に戻ります。

44

55
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 縦書き印刷のとき、漢数字と算用数字を切り替える

宛名や差出人を縦書きで印刷するとき、「住所」および「電話番号」の項目の数字は自動的に漢数字
（一、二、三など）になります。これを算用数字（1、2、3など）で印刷することができます。

重 要  この設定は、宛名面の宛名と差出人の「住所」と「電話番号」、および文面の差出人の「住所」と「電話
番号」に反映されます。

■漢数字の場合 ■算用数字の場合

宛名表示、差出人表示、または宛名印刷の
印刷設定画面で を押します。

で「漢数字設定」を選び、
を押します。

11

22

で「漢数字にして印刷」または「算用
数字のまま印刷」を選び、 を押し
ます。
設定が完了し、宛名表示、差出人表示または印
刷設定画面に戻ります。

33
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 印刷位置を調整する

本機は郵便はがきにバランスよく印刷できるよう設定されていますが、必要に応じて、郵便番号や
住所の印刷位置を調整することができます。
なお、私製はがきなど、郵便番号枠の位置が郵便はがきと著しく異なるときは、郵便番号を印刷し
ないように設定することもできます。

重 要  • この設定は、宛名面に反映されます。文面の差出人には反映されません。
 • 設定後は、必ず、プレビュー表示または試し印刷を行って印刷結果を確認の上、印刷してください。

宛名の郵便番号位置の調整
郵便番号の位置調整は以下のように設定します。

上下方向 初期値の寸法

1 1 0 0 0 0 0
99

0

左右方向

1 1 0 0 0 0 0

990

12mm

44.7
mm

12mm

44.7
mm

宛名表示、差出人表示または宛名印刷の印
刷設定画面で を押します。

で「郵便番号位置の設定」
を選び、 を押します。

で「宛名の郵便番号」を選び、
を押します。

11

22

33

で「郵便番号印刷」を選び、
で「印刷する」を選びます。

で「上下方向」または「左右方向」
を選び、 で位置を調整します。
値 1につき、約 0.17mm印刷位置が移動し
ます。

位置の調整が終わったら、 を押し
ます。
設定が完了し、宛名表示、差出人表示または印
刷設定画面に戻ります。

44

55

66
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差出人の郵便番号位置の調整

差出人の郵便番号の位置は「年賀はがき用（くじ付きのはがき）」、「普通はがき用」の２種類あります。
（次ページの手順 5 で設定してください。）

年賀はがき用（くじ付きのはがき） 普通はがき用

郵便番号の位置調整は、以下のように設定します。（次ページの手順 6 で設定してください。）

上下方向

1 1 0 0 0 0 0
60

0
左右方向

1 1 0 0 0 0 0

600

 初期値の寸法

差出人の郵便番号（年賀用） 差出人の郵便番号（普通用）

5.5mm

18mm

4mm

5.5mm
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宛名表示、差出人表示または宛名印刷の印
刷設定画面で を押します。

で「郵便番号位置の設定」
を選び、  を押します。

で「差出人の郵便番号」を選び、
を押します。

11

22

33

で「郵便番号印刷」を選び、
で「印刷する」を選びます。

で「はがき」を選び、 で「年
賀はがき用」または「普通はがき用」を選び
ます。
位置は、年賀はがき用と普通はがき用でそれぞ
れ記憶することができます。

で「上下方向」または「左右方向」
を選び、 で位置を調整します。
値 1につき、約 0.17mm印刷位置が移動し
ます。

位置の調整が終わったら、 を押し
ます。
設定が完了し、宛名表示、差出人表示または印
刷設定画面に戻ります。

44

55

66

77

• 「差出人の内容表示」または「宛名表示画面」でも、 を押して「郵便番号位置の設定」をすることがで
きます。

買ったときの状態に戻すには
工場出荷状態では、すべての値が50（宛名）、30（差出人）です。「宛名の郵便番号位置の調整」の手順 5
（92ページ）、「差出人の郵便番号位置の調整」の手順 6 （94ページ）で、すべての値を50（宛名）、30（差
出人）にしてください。
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住所の印刷位置の調整

住所は最大4行で印刷されます。各行の上下位置を調整することができます。

重 要  この設定は、宛名面の宛名と差出人の住所、文面の差出人の住所に反映されます。

■縦書きのとき ■横書きのとき

下寄せ

上寄せ 左寄せ

右寄せ

宛名表示、差出人表示または印刷設定画面
で を押します。

で「住所位置の設定」を選
び、 を押します。

11

22

で設定する行を選び、 でそ
れぞれ「下（右）寄せ」または「上（左）寄せ」
を選びます。

を押します。
設定が完了し、宛名表示、差出人表示または印
刷設定画面に戻ります。

33

44

重 要  「文字の大きさ」および「行の位置」は、印刷する内容に合わせて自動的に調整されます。
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郵便番号辞書について

本機では、宛名や差出人を登録するとき、郵便番号に対応した住所が自動的に呼び出されます。こ
れを郵便番号辞書機能と呼びます。（66、76ページ）

●本機の郵便番号辞書は、平成21年 2月 27日、郵便事業株式会社発表のデータに準拠しています。
ただし、事業所の個別郵便番号には対応しておりません。

●京都府の住所は、「通り名」を除いた形式で入力されます。

住所を入れるときメッセージが表示されたら、以下の内容に従って操作してください。

発生原因
入力した郵便番号に該当する住所が辞書に登録されていない。
郵便番号が7桁で入力されていない。
対応 

で再入力するかどうかを選び、 を押す。
再入力しないときは、手動で住所を入れる状態になる。

発生原因
すでに住所が入力されている状態で郵便番号を入力した。
対応 

で書き替えるかどうかを選び、 を押す。

発生原因
入力した郵便番号に該当する住所をユーザー辞書に登録していた
（164ページ）。
対応 
ユーザー辞書の住所を使うとき：

で「はい」を選び、 を押す

郵便番号辞書にある住所を使うとき：
で「いいえ」を選び、 を押す

郵便番号辞書を使うとき、都道府県を省略するには
宛名・差出人の登録時に、都道府県を省略するかどうか選ぶことができます。なお、この設定はユーザー辞
書の郵便番号には反映されません。

省略しない：198-0036→東京都青梅市河辺町
省略する　：198-0036→青梅市河辺町

① 宛名表示、差出人表示または内容表示画面で、 を押します。

② で「都道府県の省略」を選び、 を押します。
③ で「省略する」または「省略しない」を選びます。
④ を押します。

 設定が完了し、宛名表示、差出人表示または内容表示画面に戻ります。

• 「省略する」に設定されていても、郵便番号から呼び出された住所の候補が複数あるときの選択画面では都
道府県が表示されます。ただし、住所を選んだあとは都道府県が省略されます。
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文面作成の種類
文面の作りかたには、カンタン作成、組み合わせ作成、オリジナルはがき作成の3つがあります。

すぐに作りたい（カンタン作成） 98ページ
本機に登録されているデザインを選ぶだけで、簡単に文面を作ることができます。

● イラスト入り
選ぶだけで完成！

● 写真入り
デザインを選んで写真を入れる

見出しやイラストを選んで作りたい（組み合わせ作成） 104ページ
見出し、イラスト、テキスト、写真、差出人などのパーツを組み合わせて文面を作ることができます。

見
出
し
A

テキスト
A

イラスト
A

テキスト（文章）
を入れる

見出しを選ぶ

イラストを選ぶ

自由に文字を打ちたい（オリジナルはがき作成） 114ページ
自由に文字を入力して、案内状や喪中はがきを作ることができます。

案内状 喪中はがき

第4章　はがきの文面印刷
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すぐに作りたい（カンタン作成）

本機に登録されているデザインを選ぶだけで、簡単に文面を作ることができます。
カンタン作成には、イラスト入りの文面と写真入りの文面があります。

 作業の流れ

1  ジャンルを選ぶ  99、100ページ

年賀状、暑中・残暑見舞い、結婚報告、クリスマス、
バースデーなどのジャンル（はがきの分類）を選び
ます。

2  デザインを選ぶ  99、100ページ

選んだジャンルごとに、好きなデザインを選びます。 写真を入れる写真を入れる

3  印刷する  119ページ

印刷する枚数、はがきの紙質など、印刷の条件を設定し、文面を印刷します。
作った文面は、登録することもできます（127ページ）。•
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 イラスト入りの文面を作る

カンタン作成で、イラスト入りの文面を作る方法を説明します。
差出人を入れたい場合は、あらかじめ差出人を登録しておいてください（74ページ）。

ジャンルを選ぶ

干支のイラストやデザインは、十二支すべてを内蔵しています。詳細は付属の「デザインカタログ」を参照し
てください。
カンタン作成で選べるはがきのデザインは、内蔵された時計に連動して、毎年4月1日時点で翌年の年賀状
作成用のデザインに自動的に切り替わります。

デザインを選んでいるときに、 でデザインのプレビューを確認することができます。
プレビュー表示中に を押すと、プレビューを拡大して表示することができます（拡大プレビュー）。拡大プ

レビュー表示中には で画面のスクロールができます。

•

•

•
•

トップメニュー画面（36ページ）から「文
面」 「カンタン作成」の順に選びます。
ジャンル選択画面が表示されます。

11 で使いたいジャンル（ここで
は「年賀状」）を選び、 を押します。
デザインタイプ選択画面が表示されます。

ジャンルによっては、デザインタイプ選択画面
が表示されず、デザイン選択画面が表示される
ことがあります。

22

デザインを選ぶ

で「イラスト」を選び、 を押
します。
デザイン選択画面が表示されます。

デザイン選択画面から で
使いたいデザインを選びます。
差出人を入れたい場合
デザイン選択画面で 差出人可のマークが付
いているデザインを選び、「差出人入りの文面
を作る」の操作をしてください（102ページ）。

•

11

22

を押します。
選んだイラスト入りデザインの完成画面が表示
されます。

印刷するときは　  119ページ

33
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 写真入りの文面を作る

カンタン作成で写真入りの文面を作る方法を説明します。
差出人を入れたい場合は、あらかじめ差出人を登録しておいてください（74ページ）。

重 要  文面で印刷できる写真の容量は写真1枚につき10M byte以下です。10M byteを超える写真は、
デジタルカメラ側でリサイズ（大きさを変える）などを行うことにより、容量を10M byte以下に
すると使用できるようになります。詳しくはデジタルカメラの取扱説明書を参照してください。

ジャンルを選ぶ

写真が保存してあるメモリーカードをセット
します（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「文
面」 「カンタン作成」の順に選びます。
ジャンル選択画面が表示されます。

11

22

で使いたいジャンル（ここ
では「年賀状」）を選び、 を押しま
す。
デザインタイプ選択画面が表示されます。

ジャンルによっては、デザインタイプ選択画面
が表示されず、デザイン選択画面が表示される
ことがあります。

33

デザインを選ぶ

で「写真＋イラスト」を選び、
を押します。

デザイン選択画面が表示されます。

11 デザイン選択画面から で
使いたいデザインを選びます。
差出人を入れたい場合
デザイン選択画面で 差出人可のマークが付
いているデザインを選んでください。

●全面が見本の写真になっているデザインは、
用紙全面に写真を入れることができます。

●  2枚の写真をレイアウトしているデザインは、
2枚の写真を入れることができます。

•

22
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を押します。
写真の一覧（サムネイル）が表示されます。

● サムネイルは、デジタルカメラで表示される順
番とは異なる順で表示されることがあります。

● サムネイルが何らかの理由で表示できない場
合は、アイコンが表示されます。サムネイル
が表示されなくても、プレビューで写真が表
示される場合は、印刷できます。

● 写真は、最大で999枚まで取り込むことがで
きます。

● 動画は表示されません。

で使いたい写真を選び、
を押します。

写真が画面全体に表示されます。

写真の番号を数字キーで入力し、 を
押し、写真を選ぶこともできます。
あらかじめインデックスプリント（146ページ）
をしておくと、写真の番号を指定するときにと
ても便利です。

写真の範囲、向き、位置を調整します。
「写真の一部を切り抜いて文面に入れる（トリミ
ング）」  120ページ

調整する必要がなければそのまま手順 6 に進
みます。

写真 2枚入りのデザインを選んでいる場合に

は、手順 4 、5 を繰り返してください。

差出人を入れられるデザインを選んだ場合
「差出人入りの文面を作る」の操作をしてくだ
さい（102ページ）。

•

•

•

33

44

55

を押します。
選んだ写真入りデザインの完成画面が表示され
ます。

印刷するときは  119ページ

完成画面で を押すと、機能メニューが表
示され、写真などを編集することができます。

で編集したい項目を選び、
を押してください（反転できる項目

のみ、編集することができます）。

詳しい手順は、下記を参照してください。

写真の位置等の修正
  120ページ「写真の一部を切り抜いて文
面に入れる（トリミング）」

他の写真に変更
 121ページ「写真を差し替える」

写真の入替え
  122 ページ「2枚の写真の位置を入れ
替える」

写真の色を変更
 122ページ「写真の色や濃さを変える」

差出人の選択
 125ページ「差出人を差し替える」

QRコードの設定
 126ページ「QRコードを設定する」

和暦／西暦の切換
 123ページ「和暦と西暦を切り替える」

年月の編集
 124ページ「年月を編集する」

見出し文の文字設定
 123ページ「見出し文を編集する」

•

•

•

•

•

•

•

•

•

66
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上記の操作をした後の画面で、 を
押します。

で印刷したい差出人を選び、
を押します。

選んだ差出人の内容が表示されます。
「－登録なし－」は選ぶことはできません。

 

内容を確認したら を押します。
差出人文字設定画面が表示されます。

11

22

33

でフォント、文字色を指定
した後、 を押します。
「差出人設定画面の項目」  103ページ
完成画面が表示されます。
  イラスト入りの文面

  写真入りの文面

重 要  毛筆流麗体で印刷すると、他の書体
よりも文字が小さくなり、他の書体
で印刷したときに比べて読みにくく
なる場合があります。

44

差出人入りの文面を作る

文面に差出人を入れる方法を説明します。差出人は、あらかじめ登録しておいてください（74ペー
ジ）。
また、下記の操作もしておいてください。

●イラスト入りの文面に差出人を入れる場合
　「イラスト入りの文面を作る」の「デザインを選ぶ」の手順 2 まで  99ページ

●写真入りの文面に差出人を入れる場合
　「写真入りの文面を作る」の「デザインを選ぶ」の手順 5 まで  101ページ

デザインや写真を選んでいるときに、 でデザインや写真のプレビューを確認することができます。
プレビュー表示中に を押すと、プレビューを拡大して表示することができます（拡大プレビュー）。拡大プ
レビュー表示中には で画面のスクロールができます。

•
•
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■ 差出人設定画面の項目

項目 内　容 設　定
フォント 印刷するフォント（書体）を設定します。

最初はデザインごとに決められた書体が表
示されます。

を押すごとに書体が切り替わ
ります。

毛筆楷書体→ゴシック体→丸ゴシック体→
明朝体→毛筆流麗体

文字色 文字の色を設定します。
を押すごとに色が切り替わり

ます。

黒→赤→緑→青→桃色→空色→灰色→白

デザインや差出人を選んでいるときに、 でデザインや差出人のプレビューを確認することができます（差
出人のプレビューは、デザインに入った状態での確認になります）。
プレビュー表示中に を押すと、プレビューを拡大して表示することができます（拡大プレビュー）。拡大プ
レビュー表示中には で画面のスクロールができます。
フォントを「毛筆流麗体」に指定した場合、メールアドレスは「丸ゴシック体」で印刷されます。
差出人の文字色の「白」は、全面写真の年賀状で設定すると効果的です。文字色が「白」の場合は、文字に
黒色の輪郭がつきます。輪郭をつけたくないときは、「白色の文字に輪郭をつけないようにする」を参照してく
ださい（175ページ）。輪郭をつけないようにした場合に、全面写真の年賀状以外のはがきで「白」を設定す
ると、白い背景の上では差出人は印刷されません。

デザインを番号で選ぶ
カンタン作成で使用するデザインは、番号を指定して選ぶこともできます（全面写真のデザインは除く）。
デザインの番号については、付属の「デザインカタログ」を参照してください。

•

•

•
•

① トップメニュー画面（36ページ）から「文面」
 「カンタン作成」の順に選びます。

② で「番号で選ぶ」を選び、
を押します。

番号で選ぶ画面が表示されます。

③ でデザイン番号を指定し、 を押
します。
● デザイン番号は、数字キーで直接数字を入力し
て指定することもできます。

入力した番号のデザインが完成画面に表示されま
す。

最初から作り直したいときは
カンタン作成の完成画面から を押していくことにより、ジャンル選択画面に戻ることができます。
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見出しやイラストを選んで作りたい（組み合わせ作成）

見出し、イラスト、テキスト（文章）、写真、差出人などのパーツを組み合わせて作ることができます。

 作業の流れ

1  フォーマットを選ぶ  105ページ

見出し、イラスト、テキスト（文章）、写
真、差出人などを組み合わせたフォーマッ
ト（28種類）からお好きなものを選んでく
ださい。
フォーマットには「縦置き」、「横置き」が
あります。

見
出
し
A

テキスト
A

イラスト
A

縦置き

横置き

写
真
縦

テ
キ
ス
ト
B

見
出
し
A

見
出
し
A

テキスト
A

イラスト
A

縦置き

横置き

写
真
縦

テ
キ
ス
ト
B

見
出
し
A

2  見出し、イラスト、写真などを選ぶ  105ページ

見出し、イラスト、テキスト（文章）、写真、
差出人などの内容を設定します。

見出しを選ぶ （105ページ）

イラストを選ぶ （108ページ）

テキスト（文章）を入力する
  （109ページ）

写真を選ぶ （111ページ）

差出人を選ぶ （112ページ）

●

●

●

●

●

見
出
し
A

テキスト
A

イラスト
A

テキスト（文章）
を入力する

見出しを選ぶ

イラストを選ぶ

見
出
し
A

テキスト
A

イラスト
A

テキスト（文章）
を入力する

見出しを選ぶ

イラストを選ぶ

3  印刷する  119ページ

印刷する枚数、はがきの紙質など、印刷の条件を設定し、文面を印刷します。
作った文面は、登録することもできます（127ページ）。•
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トップメニュー画面（36ページ）から「文
面」 「組み合わせ作成」の順に選びます。

で「縦置き」か「横置き」かを選び、
を押します。

フォーマット選択画面が表示されます。

フォーマット選択画面から
で使いたいフォーマットを選びます。
差出人を入れたい場合
フォーマット選択画面で差出人可のマークが
付いているフォーマットを選んでください。

•

11

22

33

を押します。
作成画面が表示されます。このとき、見出しと
イラストはサンプルとして登録されているもの
が、仮に表示されます。差出人、テキスト、写
真は枠だけが表示されます。
なお、各部品によって枠の色が異なります。
イラスト：赤　　見出し：緑　　写真：青
テキスト：空色　差出人：桃色

44

 フォーマットを選ぶ

組み合わせ作成では、はじめにフォーマットを選びます。
差出人を入れたい場合は、あらかじめ差出人を登録しておいてください（74ページ）。

 見出し、イラスト、写真などを選ぶ

上記の「フォーマットを選ぶ」の手順 4 の後、見出し、イラスト、写真などを選び、文面を完成さ
せます。

見出しを選ぶ

見出しには、イラストの見出しとテキストの見出しがあります。

テキストの見出し
 フォント：毛筆楷書体
 文字体：太文字

イラストの見出し
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■ イラストの見出しを選ぶ

作成画面（105ページ）の手順 4 から
で「見出し」を選び、 を押します。

作成画面で見出しの枠（緑）をタッチして、操
作を始めることもできます。

で「イラスト」を選び、 を押
します。
イラストの見出しを選ぶ画面が表示されます。

イラストの見出しは「見出しA（縦）」と「見出
しB（横）」の2種類の形があります。
選んだ形の見出しだけが表示されます。

11

22

で使いたいイラストの見出
しを選び、 を押します。
作成画面に戻り、選んだイラストの見出しが文
面に表示されます。

イラストの見出しを変更したい場合は、手順 1
以降の操作をやりなおしてください。

作っている文面を保存することができます。
「文面の登録と呼び出し」  127ページ

33

■ テキストの見出しを入れる

作成画面（105ページ）の手順 4 から
で「見出し」を選び、 を押します。

作成画面で見出しの枠（緑）をタッチして、操
作を始めることもできます。

で「テキスト」を選びます。

11

22

で「サイズ」の項目を反転させて、
で、「大」または「極大」を選び、
を押します。

文字を入力する画面が表示されます。
見出しの「方向」の「縦書き」または「横書き」
は変更することはできません。

テキストの見出しにしたい文字を入力しま
す。

「文字の入力／修正」  ４２ページ
「文字の書体・色・形を変える」  ５７ページ

33

44
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テキストの見出しの入力が終わったら、
を押します。

入力の終了を確認する画面が表示されます。

を押す前に を押すと、入力し
たテキストの見出しのイメージが確認できます。

を押すと拡大プレビューができます。元に
戻るときは、 を押してください。

55 「はい」を選び、 を押します。
作成画面に戻り、入力したテキストの見出しが
文面に表示されます。

縦書きのテキストの見出しは、見出しの枠の
左右中央に自動的に配置されます。
横書きのテキストの見出しは、見出しの枠の
上下中央に自動的に配置されます。
テキストの見出しを変更したい場合は、手順
1 以降の操作をやりなおしてください。
 「フォーマットを選ぶ」（105 ページ）まで
戻った場合、入力したテキストの見出しは消え
てしまいます。ご注意ください。

作っている文面を保存することができます。
「文面の登録と呼び出し」  １２７ページ

•

•

•

•

66

テキストの見出しのタイプと入力できる文字数について
テキストの見出しとして入力できるタイプは次の2種類です。

大
（文字サイズ：24ポイント）

極大
（文字サイズ：48ポイント）

テキストの見出しの枠に入力できる行数と文字数は、選んだフォーマット中のテキスト領域と印字方向によっ
て次のようになります。

フォーマット中
領域名 印字方向

文字大 文字極大
最大行数 最大文字数 最大行数 最大文字数

見出しA 縦書き 4 8 2 4
見出しB 横書き 3 8 1 4
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 イラストを選ぶ

作成画面（105ページ）の手順 4 から
で「イラスト」を選び、 を押し

ます。
作成画面でイラストの枠（赤）をタッチして、
操作を始めることもできます。

で「イラストを選択する」を選び、
を押します。

イラストは「イラストA（縦）」と「イラストB（横）」
の2種類の形があります。
選んだ形のイラストだけが表示されます。

11

22

で使いたいイラストを選
び、 を押します。
作成画面に戻り、選んだイラストが文面に表示
されます。

イラストを変更したい場合は、手順 1 以降の操
作をやりなおしてください。

作っている文面を保存することができます。
「文面の登録と呼び出し」  127ページ

33

■ イラストを削除するとき

作成画面（105ページ）の手順 4 から
で「イラスト」を選び、 を押し

ます。
イラストの枠（赤）をタッチして、操作を始める
こともできます。

11 で「イラストを削除する」を選び、
を押します。

イラストが削除され、作成画面に戻ります。こ
のとき、削除されるのはイラストだけで枠は削
除されません。

22
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 テキスト（文章）を入力する

作成画面（105ページ）の手順 4 から
で「テキスト」を選び、 を押し

ます。
テキストは「テキストA（縦書き／横書き）、「テ
キストB（縦書き）」、「テキストC（横書き）」
の3種類の形があります。

作成画面でテキストの枠（空色）をタッチして、
操作を始めることもできます。

ここでは、テキストAの画面で説明します。

でテキストの方向とサイズ
を指定した後、 を押します。
文章を入力する画面が表示されます。

テキストの方向は、テキストBは縦書きのみ、
テキストCは横書きのみになります。

•

11

22

文章を入力します。
「文字の入力／修正」  42ページ
「文字の書体・色・形を変える」  ５７ページ

を押すと、入力した文章のイメージが確認
できます。 を押すと拡大プレビューができ
ます。元に戻るときは、 を押してください。

文章の入力が終わったら、 を押し
ます。
入力の終了を確認する画面が表示されます。

縦書きのテキストは、テキストの枠の左右中
央に自動的に配置されます。
横書きのテキストは、テキストの枠の上下中
央に自動的に配置されます。

「はい」を選び、 を押します。
作成画面に戻り、入力した文章が文面に表示さ
れます。

テキストを変更したい場合は、手順 1 以降の
操作をやりなおしてください。
 「フォーマットを選ぶ」（105 ページ）まで
戻った場合、入力したテキストは消えてしまい
ます。ご注意ください。

作っている文面を保存することができます。
「文面の登録と呼び出し」  127ページ

•

•

•

•

33

44

55

重 要  毛筆流麗体で印刷すると、他の書体よりも文字が小さくなり、他の書体に比べて読みにくくなる場
合があります。
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テキストのタイプと入力できる文字数について
テキストとして入力できるタイプは次の4種類です。

縦書き：文字標準
（文字サイズ：
12ポイント）

縦書き：文字小※1
（文字サイズ：
10ポイント）

横書き：文字標準
（文字サイズ：
12ポイント）

横書き：文字小※2
（文字サイズ：
10ポイント）

空白を入力

空白を入力

※1　縦書きのテキストの文字位置（上下）は、空白を入力して調整してください。
※2　横書きのテキストの文字位置（左右）は、空白を入力して調整してください。

テキストの枠に入力できる行数と文字数は、選んだフォーマット中のテキスト領域と印字方向によって次の
ようになります。

フォーマット中
領域名 印字方向

文字小 文字標準
最大行数 最大文字数 最大行数 最大文字数

テキストA 縦書き 11 16 9 14
テキストA 横書き 13 14 11 12
テキストB 縦書き 5 26 4 22
テキストC 横書き 5 26 4 22

●テキストBは縦書きのみ、テキストCは横書きのみ
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 写真を選ぶ

写真を選ぶには、写真が入っているメモリーカードが必要になります。

重 要  文面で印刷できる写真の容量は10M byte以下です。10M byteを超える写真は、デジタルカメ
ラ側でリサイズ（大きさを変える）などを行うことにより、容量を10M byte以下にすると使用で
きるようになります。詳しくは、デジタルカメラの取扱説明書を参照してください。

写真が保存してあるメモリーカードをセット
します（29ページ）。

作成画面（105ページ）の手順 4 から
で「写真」を選び、 を押します。

作成画面で写真の枠（青）をタッチして、操作
を始めることもできます。

写真の一覧（サムネイル）が表示されます。

● サムネイルは、デジタルカメラで表示される順
番とは異なる順で表示されることがあります。

● サムネイルが何らかの理由で表示できない場
合は、アイコンが表示されます。サムネイル
が表示されなくても、プレビューで写真が表
示される場合は、印刷できます。

● 写真は最大で999枚まで取り込むことができ
ます。

● 動画は表示されません。

で写真を選び、 を
押します。
写真が画面に表示されます。
写真は「写真縦」、「写真横」の2種類の形が
あります。

11

22

33

写真の範囲、向き、位置を調整します。
「写真の一部を切り抜いて文面に入れる（トリミ
ング）」 120ページ

調整する必要がなければそのまま手順 5 に進
みます。

を押します。
作成画面に戻り、写真が文面に表示されます。

手順 2 以降を繰り返すと、下記の画面が表示
され、写真を編集することができます。

で編集したい項目を選び、
を押してください。

詳しい手順は、下記を参照してください。

写真の位置等の修正
  120ページ「写真の一部を切り抜いて文
面に入れる（トリミング）」

他の写真に変更
 111ページ「写真を選ぶ（手順 2 以降）」

写真の色を変更
 122ページ「写真の色や濃さを変える」

•

•

•

44

55
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 差出人を選ぶ

差出人を入れたい場合は、あらかじめ差出人を登録しておいてください（74ページ）。

作成画面（105ページ）の手順 4 から
で「差出人」を選び、 を押しま

す。
作成画面で差出人の枠（桃色）をタッチして、
操作を始めることもできます。

で「 差 出 人 の 選 択 」を選び、
を押します。

「QRコードの設定」を選ぶと、差出人枠の中
にQRコードを印刷することができます（126
ページ）。

で差出人を選びます。
差出人の分類表示が、すべて「－登録なし－」
になっているときは、差出人が1人も登録され
ていません。新規に登録してから、差出人を選
んでください。
●「－登録なし－」は選ぶことはできません。

「 差出人を入れない」を選んで を
押すと、差出人の設定をやめて、組み合わせ作
成の作成画面に戻ります。

•

11

22

33

または を押します。
選んだ差出人の内容が表示されます。

この画面で を押すと、差出人のイメージ
が確認できます。 を押すと拡大プレビュー
ができます。元に戻るときは、 を押してく
ださい。

内容を確認したら を押します。
差出人文字設定画面が表示されます。

でフォント、文字色を指定
した後、 を押します。
「差出人設定画面の項目」  113ページ
作成画面に戻り、差出人が文面に表示されます。

差出人を変更したい場合は、手順 1 以降の操
作をやりなおしてください。

44

55

66
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■ 差出人を削除するとき

作成画面（105ページ）の手順 4 から
で「差出人」を選び、 を押しま

す。
差出人の枠（桃色）をタッチして、操作を始め
ることもできます。

で「 差 出 人 の 選 択 」を選び、
を押します。

11

22

で「 差出人を入れない」を選
び、 を押します。
デザインから差出人が削除され、作成画面に戻
ります。このとき、削除されるのは差出人だけ
で、差出人の枠は削除されません。
なお、差出人の登録内容は保持されています。

33

■ 差出人設定画面の項目

項目 内　容 設　定
フォント 印刷するフォント（書体）を設定します。

最初はデザインごとに決められた書体が表
示されます。

を押すごとに書体が切り替わ
ります。

毛筆楷書体→ゴシック体→丸ゴシック体→
明朝体→毛筆流麗体

重 要  毛筆流麗体で印刷すると、他の書
体よりも文字が小さくなり、他の
書体に比べて読みにくくなる場合
があります。

文字色 文字の色を設定します。
を押すごとに色が切り替わり

ます。

黒→赤→緑→青→桃色→空色→灰色→白

● フォントを「毛筆流麗体」に設定した場合、メールアドレスは「丸ゴシック体」で印刷されます。
● 差出人の文字色に「白」を設定した場合、文字に黒色の輪郭がつきます。輪郭をつけたくないときは、「白色の
文字に輪郭をつけないようにする」を参照してください（175ページ）。白色の文字に輪郭をつけないようにし
た場合は、白い背景の上では差出人は印刷されません。
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自由に文字を打ちたい（オリジナルはがき作成）

自由に文字を入力して、案内状や喪中はがきを作ることができます。

 作業の流れ

1  フォーマットを選ぶ  115ページ

7種類のフォーマットの中から、作りたい
文面に近いものを選んでください。
フォーマットには「縦置き」、「横置き」が
あります。
「テキスト」の文字の向きで「縦書き」か「横
書き」かを表しています。

暑中お見舞いや同窓会の案内状など、登録さ
れている文例を使って文面を作ることもでき
ます。
「登録されている文例を使う（文例参照）」  
115ページ

縦置き

横置き

差
出
人

テ
キ
ス
ト
1

テ
キ
ス
ト
2 テキスト

縦置き

横置き

差
出
人

テ
キ
ス
ト
1

テ
キ
ス
ト
2 テキスト

2  テキスト（文章）や差出人を選ぶ  116ページ

自由にテキスト（文章）を入力して、案内
状や喪中はがきを作ります。
差出人、背景を入れることもできます。

縦置き

横置き

縦置き

横置き

3  印刷する  119ページ

印刷する枚数、はがきの紙質など、印刷の条件を設定し、文面を印刷します。
作った文面は、登録することもできます（127ページ）。•
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登録されている文例を使う（文例参照）
内蔵されている文例を使って作る場合は、次のように操作して作成画面を表示させます。
文例の内容は、付属の「デザインカタログ」を参照してください。
差出人を入れたい場合は、あらかじめ差出人を登録しておいてください（74ページ）。

① トップメニュー画面（36ページ）から「文面」
 「オリジナルはがき作成」の順に選びます。

② で「文例参照」を選び、 を押し
ます。
文例選択画面が表示されます。

③ 文例選択画面から で使いたい
文例を選びます。
差出人を入れたい場合
文例選択画面で差出人付きの文例を選んでくだ
さい。

④ を押します。
文例が呼び出されて、作成画面が表示されます。

•

トップメニュー画面（36ページ）から「文
面」 「オリジナルはがき作成」の順に選び
ます。

で「新規作成」を選び、 を
押します。
フォーマット選択画面が表示されます。

フォーマット選択画面から
で使いたいフォーマットを選びます。
差出人を入れたい場合
フォーマット選択画面で差出人可のマークが
付いているフォーマットを選んでください。

•

11

22

33

を押します。
作成画面が表示されます。

44

 フォーマットを選ぶ

オリジナルはがき作成では、はじめにフォーマットを選びます。
差出人を入れたい場合は、あらかじめ差出人を登録しておいてください（74ページ）。
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差出人を選ぶ

差出人を入れたい場合は、あらかじめ差出人を登録しておいてください（74ページ）。

作成画面（115ページ）の手順 4 または
手順④から で「差出人」を選び、

を押します。
差出人の枠（桃色）をタッチして、操作を始め
ることもできます。

で「 差 出 人 の 選 択 」を選び、
を押します。

「QRコードの設定」を選ぶと、差出人の枠
の中にQRコードを印刷することができます
（126ページ）。

•

11

22

組み合わせ作成時と同様にして、差出人を
選びます。
「差出人を選ぶ（手順 3 以降）」  112ペー
ジ

33

 テキスト（文章）や差出人を選ぶ

テキスト（文章）を入力する

作成画面（115ページ）の手順 4 または
手順④から で「テキスト」を選び、

を押します。
テキストの枠（水色）をタッチして、操作を始
めることもできます。
テキストが2つあるフォーマットでは、「テキス
ト1」「テキスト2」になります。

11 で文字のサイズを選び、 を
押します。
文字サイズは、小 / 標準 /やや大 / 大の 4種
類あります。
「方向」は、「フォーマットを選ぶ」の手順 3 で
指定したフォーマットに従って表示されます。

組み合わせ作成時と同様にして、テキスト
を入力します。
「テキスト（文章）を入力する（手順 3 以降）」

 １０９ページ

一度入力したテキストを修正するとき、最初の
文字サイズよりも大きいものを指定すると、入
力済みのテキストの一部が消えることがありま
す。

22

33
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背景を入れる

背景にイラストか写真を入れることができます。

■ 背景にイラストを入れる
背景にイラストを入れることができます。

背景なし 背景あり

■ 背景に写真を入れる
背景に写真を入れることができます。写真の色はカラーはもちろん白黒やセピアに変えることがで
きます。また、写真を薄く印刷することもできます（写真の上に文字を入れたい場合などに便利で
す）。  122ページ

背景なし 背景あり

作成画面（115ページ）の手順 4 また
は手順④から で「背景」を選び、

を押します。
背景の枠（赤）、はがきのエリア（テキストの枠、
差出人の枠以外）をタッチして、操作を始める
こともできます。

で「イラストの背景」を選び、
を押します。

背景選択画面になります。

11

22

で背景を選び、 を
押します。
背景が入り、作成画面に戻ります。
背景は、10種類あります。
背景を入れたくないときは、「背景をつけない」
を選んでください。

•
•

33
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背景に入れたい写真が保存されているメモ
リーカードをセットします(29ページ)。

作成画面（115ページ）の手順 4 また
は手順④から で「背景」を選び、

を押します。
背景の枠（赤）、はがきのエリア（テキストの枠、
差出人の枠以外）をタッチして、操作を始める
こともできます。

で「写真の背景」を選び、
を押します。
メモリーカード内の写真の一覧が表示されます。

で背景に入れたい写真を
選び、 を押します。

　

写真の範囲、向き、位置を調整します。
「写真の一部を切り抜いて文面に入れる（トリミ
ング）」  120ページ

調整する必要がなければそのまま手順 6 に進
みます。

11

22

33

44

55

を押します。
写真が入り、作成画面に戻ります。

● すでに背景として写真が入っているとき
すでに写真が入っているときは、次の画面が
表示されます。

編集したい項目を選び、 を押してく
ださい。
詳しい手順は、下記を参照してください。

写真の位置等の修正
  120ページ「写真の一部を切り抜いて文
面に入れる（トリミング）」

他の写真に変更
  118ページ「背景に写真を入れる（手順
3 以降）」

写真の色を変更
 122ページ「写真の色や濃さを変える」

•

•

•

66
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印刷する

カンタン作成、組み合わせ作成、オリジナルはがき作成で作った文面を、印刷する方法について説
明します。

重 要  印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ)。

カンタン作成の完成画面（組み合わせ作
成、オリジナルはがき作成の場合は作成画
面）で、 を押します。
印刷設定画面が表示されます。

を押す前に を押すと、仕上がりのイ
メージが確認できます。 を押すと拡大プレ
ビューができます。元に戻るときは、 を押
してください。

で部数、紙質、印字タイプ
を指定した後、 を押します。
用紙セットのメッセージが表示されます。

11

22

用紙をセットして、排紙トレイを引き出しま
す。
ここでは、はがきの裏面に印刷するようにセット
してください。

「用紙のセットのしかた」  ２3ページ

「はい」を選び、 を押します。
はがきの印刷が始まります。印刷が終了すると、
完成画面（組み合わせ作成、オリジナルはがき
作成の場合は作成画面）に戻ります。

重 要  印刷を中止するときは、 を押し
ます。

印刷が終わったら、排紙トレイを「カチッ」
と音がするまで戻してください。

33

44

55

■ 文面印刷の印刷設定画面の項目

項目 内　容 設　定
用紙サイズ はがきサイズ固定になります。 はがき
部数 印刷する枚数を設定します（

または数字キーで設定）。
1～99枚

紙質 印刷する紙の種類を設定します。 フォト光沢紙　　（写真印刷用）
インクジェット紙（インクジェット用）
普通紙　　　　　（上記以外）

印字タイプ 印刷の速さと仕上がり（印字品質）を
設定します。

普通　（通常の仕上がり）
高精細（印刷時間：長い／仕上がり：きれい）
高速　（印刷時間：短い／仕上がり：粗い）
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便利な機能

文面で行える機能（写真、差出人の編集など）について説明します。

 文面の写真を編集する

写真の一部を切り抜いて文面に入れる (トリミング）

写真の一部を切り抜いて、好きな部分だけ使うことができます。

下記の場合、写真を切り抜くことができます。
カンタン作成・組み合わせ作成で、写真入りの文面を作成するとき
オリジナルはがき作成で、背景として写真を使うとき

ここでは、カンタン作成の例で説明します。

•
•

■ 写真の枠の大きさと位置を決める

カンタン作成で、文面に入れる写真を選
び、 を押します。

11 を押して写真の枠（青）の大きさを決め
ます。

を押すたびに、写真の枠の大きさが切り替

わります（最大12種類）。
● 写真の枠は実際に印刷される範囲を表してい
ます。そのため、写真の枠の大きさを「最大」
にしても、はがきのデザインや写真の画素数
によっては、写真の枠の大きさが写真のすべ
ての範囲の大きさにならない場合があります

タッチペンで［範囲を広く］［範囲を狭く］ア
イコンをタッチすると写真の枠の大きさを変更
できます。

 

を押して、写真の枠の位置
を決めます。

を押すたびに、写真の枠が上
下左右に移動します。

タッチペンでドラッグ（38ページ）して、写
真の枠を移動させることもできます。

•

•

22

33
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■ 写真の枠を回転する
写真の枠を回転させると文面に入れる写真の向きを変えることができます。写真の枠の黄色の▲が
ついている側が上になります。

▲ ▲

を押す

カンタン作成で、文面に入れる写真を選
び、 を押します。

11 を押します。
を1回押すたびに、写真の枠の中心を軸

として、90度ずつ右側に回転します。
回転したときに、写真の枠が写真からはみ出す
ときは、写真の枠の大きさや位置が自動的に調
整されます。

タッチペンで［回転］アイコンをタッチすると
写真の枠を回転させることができます。

•

22

写真を差し替える

一度選んだ写真を差し替えることができます。

下記の場合、写真を差し替えることができます。
カンタン作成・組み合わせ作成で、写真入りの文面を作成するとき
オリジナルはがき作成で、背景として写真を使うとき

ここでは、カンタン作成の例で説明します。

•
•

差し替える写真が保存してあるメモリー
カードをセットします（29ページ）。

カンタン作成の完成画面（写真入り）で
を押します。

11

22

 

で「他の写真に変更」を選
び、 を押します。
写真の一覧が表示されます。

写真2枚のフォーマットのときは、どちらの写
真を変更するか指定する画面が表示されます。

で写真を選び、 を
押します。
写真が画面に表示されます。

33

44
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2枚の写真の位置を入れ替える

2枚の写真を使用する場合、写真の設定（トリミング、色、濃さなど）を変えずに、位置だけを入
れ替えることができます。

下記の場合、2枚の写真の位置を入れ替えることができます。
カンタン作成で写真入りの文面を作成するとき•

カンタン作成の完成画面（写真入り）で
を押します。

11
 

で「写真の入替え」を選び、
を押します。

写真の位置が入れ替わります。

22

写真の色や濃さを変える

写真の色をカラーの他に、白黒やセピア色に変えることができます。また、写真を薄く印刷するこ
ともできます（写真の上に文字を入れたい場合などに便利です）。

下記の場合、写真の色や濃さを変更することができます。
カンタン作成・組み合わせ作成で、写真入りの文面を作成するとき
オリジナルはがき作成で、背景として写真を使うとき

ここでは、カンタン作成の例で説明します。

•
•

カンタン作成の完成画面（写真入り）で、
を押します。

11
 

で「写真の色を変更」を選
び、 を押します。

22

写真の範囲、向き、位置を調整します。
「写真の一部を切り抜いて文面に入れる（トリミ
ング）」  120ページ

調整する必要がなければそのまま手順 6 に進
みます。

55 を押します。
完成画面に戻り、差し替えた写真が文面に表示
されます。

66
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■ 写真の色／濃さ設定の項目

項目 内　容 設　定
写真の色 写真の色を設定します。

を押すごとに色が切り替わり
ます。

カラー→白黒→セピア

薄印刷 写真を薄く印刷します。写真の上に文字を
入れたい場合などに便利です。

する
しない

で写真の色、薄印刷を指定
した後、 を押します。
完成画面に戻り、指定した内容で表示されます。

33

 文面を編集する（カンタン作成）

カンタン作成では、見出し文の編集、年号の和暦と西暦の切り替え、年月の編集ができます。

見出し文を編集する

全面写真の年賀状では、見出し文のフォント・文字色・文字体を指定することができます。
見出し文の文章は変更できません。

カンタン作成の完成画面で、 を押しま
す。

で「見出し文の文字設定」
を選び、 を押します。

11

22

 

でフォント、文字色、文字
体を指定した後、 を押します。
毛筆流麗体では、文字体の指定はできません。
● 見出し文の色を「白」にした場合は、文字に
黒色の輪郭がつきます。輪郭をつけたくない
ときは、「白色の文字に輪郭をつけないよう
にする」を参照してください（175ページ）。
輪郭をつけないようにした場合は、白い背景
の上に白い文字を配置しても、何も印刷され
ません。

33

和暦と西暦を切り替える

カンタン作成の完成画面で、 を押しま
す。

11 で「和暦／西暦の切換」を
選び、 を押します。

 

で和暦か西暦を選び、 を押
します。
年の表示が切り替わります。

22

33
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年月を編集する

カンタン作成の完成画面で、 を押しま
す。

で「年月の編集」を選び、
を押します。

11

22

 

で変更したい文字にカーソルを合わ
せます。

文字を編集して、 を押します。

でフォント、文字色を指定
した後、 を押します。
カンタン作成の完成画面に戻ります。

33

44

55

■ 年月の編集の文字設定の項目

項目 内　容 設　定
フォント 印刷するフォント（書体）を設定します。

最初はデザインごとに決められた書体が表
示されます。

を押すごとに書体が切り替わ
ります。

毛筆楷書体→ゴシック体→丸ゴシック体→
明朝体→毛筆流麗体

文字色 文字の色を設定します。
を押すごとに色が切り替わり

ます。

黒→赤→緑→青→桃色→空色→灰色→白

● 全面写真の年賀状で年月の編集をする場合、行頭に空白を入力して文字の位置を調整してください。空白を入力
しないと、年月の文字と見出し文の文字が重なって印刷されます。
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 差出人を編集する

差出人を差し替える

カンタン作成、組み合わせ作成、オリジナルはがき作成で、差出人入りの文面を作った後に、差出
人を変更できます。

ここでは、カンタン作成の例で説明します。

カンタン作成の完成画面（差出人入り）で、
を押します。

で「差出人の選択」を選
び、 を押します。

「QRコードの設定」を選ぶと、差出人の枠
の中にQRコードを印刷することができます
（126ページ）。

 

で差出人を選び、 または
押します。

選んだ差出人の内容が表示されます。

•

11

22

33

 

内容を確認したら を押します。
差出人設定画面が表示されます。

 

でフォント、文字色を指定
した後、 を押します。
「差出人設定画面の項目」  113ページ
完成画面に戻り、変更した差出人が文面に表示
されます。

重 要  毛筆流麗体で印刷すると、他の書体
よりも文字が小さくなり、他の書体
で印刷したときに比べて読みにくく
なる場合があります。

44

55
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QRコードを設定する

カンタン作成、組み合わせ作成、オリジナルはがき作成で、QRコードを文面の差出人部分に印刷
することができます。
差出人の名前、電話番号、メールアドレスを、QRコードにすることができます。

QRコード

QRコードは、NTT docomo社の携帯電話の電話帳登録機能に対応した形式で作られています。その
他の通信事業社の携帯電話では、電話帳への登録ができないことがあります。
QRコードの読み取りや登録については、お使いの携帯電話の取扱説明書などを参照してください。

•

•

● カンタン作成の場合
差出人を入れることができるデザインを
選び、完成画面で を押します。

●  組み合わせ作成／オリジナルはがき作成
の場合
作成画面で「差出人」を選び、
を押します。

11 で「QRコードの設定」を選
び、 を押します。

 

で「印刷する」を選び、 を
押します。

22

33



127

は
が
き
の

文
面
印
刷

印刷したQRコードは、正確に読み取れるかどうかを確認してからご使用ください。
携帯電話に登録するときには、差出人のふりがなをご自分で入力してください。
QRコードを印刷する場合には、「インクジェット紙」または「インクジェット紙　光沢」の郵便はがきを
ご利用ください。
インクジェット対応として市販されている私製はがきでも、インクがにじむ用紙があり、QRコードの印刷
に適さないものがあります。

QRコードに登録可能な文字
名前
JIS コード部分（JIS X0208）を登録します。
JIS 外の漢字・外字・カシオオリジナル記号は登録できません。
電話番号
0～9までを登録します。
電話マークや（代）（直）などの記号は登録できません。
メールアドレス
0～9/A～ Z/a ～ z/ ! & ( ) , - _ . / : ? @ を登録します。
空白は登録しません。

登録できない文字は無視され、後ろの文字がつめられます。

•
•
•

•

•

•

•

 文面の登録と呼び出し

完成した文面や作っている文面を、本体に3個・メモリーカードに8個まで登録できます。登録
した文面は、あとから呼び出して、内容を修正したり印刷したりできます。

本体とメモリーカードでは、登録時に次の内容が異なります。
本体には、写真データは登録されません（同じ写真データをご使用になる場合は、写真データをメ
モリーカードから消さないようにご注意ください）。

作った文面を登録する

組み合わせ作成・オリジナルはがき作成では、文面に何もデータがない場合は登録できません。
また、差出人・外字の内容は登録できません。

メモリーカードに登録する場合は、メモリー
カードをセットします（29ページ）。

11 カンタン作成の完成画面、または組み合
わせ作成／オリジナルはがき作成の作
成画面から で「登録」を選び、

を押します。

22
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で「メモリーカード」または「本体メ
モリー」を選び、 を押します。
ファイル選択画面が表示されます。

 メモリーカード選択時

 本体メモリー選択時

33 登録先のファイルを指定します。
メモリーカード選択時

で登録先のファイルを選び、
を押します。

すでに登録済みの文面があるときは、ファイ
ル名の先頭に「 」が付きます。
本体メモリー選択時

で登録先のファイルを選び、
を押します。
文面が登録され、元の画面に戻ります。

メモリーカード選択時にファイル選択画面で
を押し、「ファイル名の修正」を選ぶと、

ファイル名を変更することができます（129ペ
ージ）。
すでに文面が登録されているファイルを選んだ
場合は、新しい文面に書き替えるかどうか確認
する画面が表示されます。

•

•

44

登録した文面を呼び出す

メモリーカードから呼び出す場合は、文面
を登録したメモリーカードをセットします
（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「文
面」  「作成物呼出」の順に選びます。

で「メモリーカード」または「本体メ
モリー」を選び、 を押します。
ファイル選択画面が表示されます（メモリーカ
ード登録時は、登録済みのファイルには、ファ
イル名の先頭に「 」が付いています）。

 メモリーカード選択時

11

22

33

 本体メモリー選択時

呼び出すファイルを選び、 を押し
ます。
メモリーカード選択時

で呼び出すファイルを選び、
を押します。

本体メモリー選択時
で呼び出すファイルを選び、

を押します。

本体に登録した写真入りデザインの文面を呼び
出しても写真は表示されませんので、使いたい
写真データを入れなおしてください。
● メモリーカードからは、本機で登録した文面
を呼び出すことができます。他の機種で登録
した文面は呼び出すことはできません。

•

•

44
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■ 登録した文面を削除する

メモリーカードに登録した文面を削除する
場合は、文面を登録したメモリーカードを
セットします（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「文
面」  「作成物呼出」の順に選びます。

 

で「メモリーカード」または「本体メ
モリー」を選び、 を押します。
ファイル選択画面が表示されます。

11

22

33

ファイル名を変更する

メモリーカードのファイル名を分かりやすい名前に変更することができます。

文面を登録したメモリーカードをセットしま
す（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「文
面」  「作成物呼出」の順に選びます。

 

で「メモリーカード」を選び、
を押します。

ファイル選択画面が表示されます。

 

で名称を変更したいファイ
ルを選び、 を押します。

11

22

33

44

 

で「ファイル名の修正」を選び、
を押します。

 

を何回か押して、現在のファイル名を
削除します。

 

新しいファイル名を入力して を押
します。
修正の終了を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押して
ください。

ファイル選択画面に戻ります。
ファイル名自体は、本体に記憶され、メモリー
カードには登録されません。

55

66

77

削除するファイルを指定します。
メモリーカード選択時

で削除するファイルを選び、
を押します。

で「登録データの削除」を選び、
を押します。

削除を確認する画面が表示されます。
で「はい」を選び、 を押してください。
本体選択時

で削除するファイルを選び、 を押
します。
削除を確認する画面が表示されます。
で「はい」を選び、 を押してください。

•

•

44

差出人の内容は登録されていません。このため、文面を登録後、本体の差出人を変更した場合は、呼び出し時
に差出人の内容が変わります。
外字の内容は登録されません。文面呼び出し時は、外字の内容を確認することをおすすめします。

•

•
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写真印刷の種類

デジタル写真プリントでは、デジタルカメラで撮った写真で次のような印刷ができます。

●選んでプリント 131ページ
好きな写真を選んで印刷できます。フチあり／なし、日付あり／なし、写真の色（カラー、白黒、
セピア）が設定できます。

フチなし、日付あり フチあり

2009/12/28

 

●写真カレンダー
133ページ  

●コメントプリント
138ページ  

●インデックスプリント
146ページ

カレンダーを入れて写真を 写真にコメント、スタンプなどを 写真の一覧を印刷
印刷できます。 入れて写真を印刷できます。 できます。

  

●写真俳句 147ページ  ●シールプリント 152ページ
俳句を入れて写真を印刷できます。 写真にフレームをつけてシールとして印刷できます。

 

●その他
DPOFプリントをすることができます。 156ページ

第5章　写真の印刷
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写真を印刷する（選んでプリント）

メモリーカードの中から好きな写真を選んで印刷（選んでプリント）できます。

重 要  印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください(6ページ)。

写真が保存してあるメモリーカードをセット
します（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「デジ
タル写真プリント」 「選んでプリント」の
順に選びます。
写真の一覧（サムネイル）が表示されます。

● デジタルカメラで表示される順番とは異なる
順で表示されることがあります。

● サムネイルが何らかの理由で表示できない場
合は、アイコンが表示されます。サムネイル
が表示されなくても、プレビューで写真が表
示されている場合は、印刷できます。

● 写真は、最大で999枚まで取り込むことが
できます。

●動画は表示されません。

で印刷したい写真を選び、
を押します。

印刷の枚数を設定できるようになります。

写真の
番号

写真の番号を数字キーで指定し、 を
押して、写真を選ぶこともできます。

11

22

33

数字キーまたは で枚数を指定し、
を押します。

● 写真をタッチして枚数を指定することもでき
ます。

● 枚数は、1枚の写真につき99枚まで設定で
きます。

他の写真も印刷したい場合は、手順 3 、 4 を
繰り返してください。

を押します。
用紙サイズを選ぶ画面が表示されます。

を押す前に を押すと、写真のプレビ
ューが確認できます。 を押すと拡大プレビ
ューができます。元に戻るときは、 を押し
てください。

で用紙サイズを選び、 を押
します。
印刷設定画面が表示されます。

44

55

66
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で紙質、印字タイプを指定
した後、 を押します。
「デジタル写真印刷の印刷設定画面の項目」

154ページ
印刷詳細設定画面が表示されます。
設定を変更する必要がなければ、そのまま手順
9 に進みます。

77 でフチ、日付、日付の色、
写真の色を指定した後、 を押しま
す。
印刷設定画面に戻ります。
 「フチなし」にすると、印刷のときに写真の一
部が切れることがあります。

を押します。
用紙セットのメッセージが表示されます。

印刷します。
印刷のしかたは「印刷する（手順 3 以降）」を
参照してください（153ページ）。

•

88

99

1010

すべての写真を同じ枚数印刷するとき
印刷する枚数をすべての写真に一括で設定すること
もできます。
① 写真が保存してあるメモリーカードをセットしま
す（29ページ）。

② トップメニュー画面（36ページ）から「デジタ
ル写真プリント」 「選んでプリント」の順に
選びます。

③ を押します。

枚数一括指定画面が表示されます。
④ 数 字キーまたは で枚数を指定し、

を押します。
すべての写真の枚数に、指定した枚数が設定され
ます。
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カレンダーを入れて写真を印刷する（写真カレンダー）

カレンダーを入れて写真を印刷することができます。

写真横で作る 134ページ 写真縦で作る 134ページ

イラストフレーム付きで作る 135ページ 写真を2枚入れて作る 135ページ
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 写真カレンダーを作る

横または縦の写真を使って写真カレンダーを作る方法について説明します。

重 要  印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ）。

写真が保存してあるメモリーカードをセット
します（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「デジ
タル写真プリント」 「写真カレンダー」の
順に選びます。
写真カレンダーのメニュー画面が表示されます。

「写真横で作る」は横方向の写真、「写真縦で
作る」は縦方向の写真を使います。
「フレーム付きで作る」 135ページ

で「写真横で作る」（または
「写真縦で作る」）を選び、 を押し
ます。
メモリーカードに登録済みのデータを呼び出す
ときは、メモリーカードをセットして「作成物
呼出」を選びます（159ページ）。
用紙サイズを選ぶ画面が表示されます。

用紙サイズは「はがき」と「2L判」の2種類
のみとなります。

•

•

11

22

33

で用紙サイズを選び、 を押
します。
フォーマット選択画面が表示されます。

でフォーマットを選び、 を
押します。
写真の一覧が表示されます。

で写真を選び、 を
押します。

写真の範囲、向き、位置を調整し、
を押します。
「写真の一部を切り抜いて文面に入れる（トリミ
ング）」 120ページ

調整する必要がなければそのまま手順 8 に進
みます。

を押すと、仕上がりのイメージが確認でき
ます。 を押すと、拡大プレビューができま
す。元に戻るときは、 を押してください。

完成画面が表示されます。

44

55

66

77
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を押し、 で設定する項
目を選び、 を押します。

● 最初は、下記の設定のカレンダーが表示され
ます。設定を変更する必要がなければ、そ
のまま手順 9 に進みます。

 カレンダー表示：一ヵ月
開始月：本機の時計の年月
月／曜日表記：漢字
休日：日曜日
背景：なし

設定の変更方法については、136～ 137ペ
ージを参照してください。

88 設定が終わったら を押します。
完成画面が表示されます。

を押すと、仕上がりのイメージが確認でき
ます。 を押すと拡大プレビューができます。
元に戻るときは、 を押してください。

印刷します。
印刷のしかたは「印刷する」を参照してください
（153ページ）。

99

1010

イラストフレームに写真を入れて写真カレンダーを作る
イラストフレームに写真を入れて、写真カレンダーを作ることもできます。
写真を2枚入れられるフォーマットもあります。

① 写真が保存してあるメモリーカードをセットします（29ページ）。

② トップメニュー画面から「デジタル写真プリント」 「写真カレンダー」の順に選びます。

③ で「フレーム付きで作る」を選び、 を押します。

④ 「写真カレンダーを作る」の手順 4 以降の操作をします（134ページ）。
写真を2枚入れる場合は、手順 6 、 7 を繰り返します。
完成画面が表示されます。

⑤ 印刷します。
印刷のしかたは「印刷する」を参照してください（153ページ）。

2枚の写真を入れ替える
① 上記の完成画面で を押します。

② で「写真の入替え」を選び、 を押します。
写真の位置が入れ替わります。
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 写真カレンダーを編集する

「写真カレンダーを作る」の完成画面 (134ページの手順 7 の画面）から を押すと、機能メニュー
が表示され、カレンダーにしたい年月やレイアウト（1ヶ月・2ヶ月分）などを指定することがで
きます。

カレンダーの表示方法を設定する
カレンダー（カレンダー表示：一ヶ月分／二ヶ月分／六ヶ月分、開始月、月／曜日表記：漢字／英数字）を
設定する方法について説明します。

① で「カレンダーの設定」を選び、
を押します。

② でカレンダー表示、開始月、月
／曜日表記を指定した後、 を押します。
「カレンダーの設定画面の項目」 137ページ
完成画面が表示されます。

休日を設定する
本機のカレンダーの休日は、お買い上げ時には、日曜日だけ赤く印刷される状態になっています。次項目の
「カレンダーの文字色を設定する」と合わせて、別の日に休日の設定をすることができます。ここでは、お客
様のご利用に合わせて、休日を設定する方法について説明します。

① 「休日の設定」を選び、 を押します。

② で設定する年月を選びます。
「年」：01～99（2001～ 2099）
「月」：01～12

を押し続けると、数字の変更速度が速く
なります。

③ を押します。
休日の設定画面が表示されます。

初期の設定では日曜日のみが休日となり、赤く表
示されます。

④ で休日に設定したい日付を選
び、 を押します。
休日に設定された日付が赤く表示されます。

を押すごとに、休日（赤）と平日（黒）が切
り替わります。
曜日（日～土）を選んで を押すと、曜日全
体を切り替えることができます。

● タッチペンで日付や曜日をタッチして、休日と
平日を切り替えることもできます。

⑤ 休日の設定が終わったら、 を押します。

続けて次の月の休日設定を行うかどうかの確認
メッセージが表示されます。
続けて設定を行う場合は、 で「はい」を選び、

を押し、手順④、⑤を繰り返します。
「いいえ」を選び、 を押すと、写真カレ
ンダーの完成画面が表示されます。
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カレンダーの文字色を設定する
① で「文字色の設定」を選び、

を押します。
② で年月の色、平日の色、休日の
色を指定した後、 を押します。
完成画面に戻り、指定した内容で表示されます。

項　　目 内　　容 設　　定
年月の色 文字の色を設定します。

を押すごとに色が切り替わりま
す。

黒→赤→緑→青→桃色→空色→灰色→白
平日の色
休日の色

写真を差し替える
① で「他の写真に変更」を選び、

を押します。
写真の一覧が表示されます。

② 「写真を差し替える」と同様な操作で写真を差し
替えます（121ページ）。

写真の色や濃さを調整する
① で「写真の色を変更」を選び、

を押します。
② 「写真の色や濃さを変える」と同様な操作で変更
します（122ページ）。

カレンダーの背景にイラストを入れる
① で「背景イラストの設定」を選
び、 を押します。

② で 背 景 イ ラストを選び、
を押します。

完成画面に戻り、指定した内容で表示されます。
背景イラストは5種類あります。

■カレンダーの設定画面の項目
項　　目 内　　容 設　　定

カレンダー表示 表示する期間（月数）を設定します。
選んだ用紙サイズ（134ページの手順
4 ）とフォーマット（134ページの手
順 5 ）によって設定できる月数が異な
ります。

●はがきの下半分／右半分にカレンダーを
配置：一ヶ月、二ヶ月

●2L判用紙の下半分／右半分にカレン
ダーを配置：一ヶ月、二ヶ月、六ヶ月

●はがき／2L判用紙のほぼ全面に写真を
配置：一ヶ月

開始月 カレンダーを開始する年月を設定しま
す。

を押し続けると、数字の変更速
度が速くなります。

年：01～99（2001～2099）
月：01～12

月／曜日表記 月／曜日を漢字で表記するか、英数字
で表記するかを設定します。
●「英数字」を選んだときは、西暦と月
は数字のみの表示となります。

漢字
英数字

●例えば、2010年 1月～2月のカレンダーを作るときの設定は、以下のようになります。
　カレンダー表示：二ヶ月
　開始月　　　　：2010年 01月
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写真に文字やイラストを入れて印刷する（コメントプリント）

写真に、コメント（キーボードで入力した文章）やスタンプ（イラスト）を入れたり、タッチペン
で書いた手書きを合成して印刷することができます。
また、コメントプリントで作成した写真を、文面や写真カレンダーなどで使用することもできます。

スタンプ（10個まで）

手書き

コメント（3個まで）

コメント、スタンプ、手書きは重ねて追加することもできます。
重なる順序は次のとおりです。

写真
スタンプ

コメント
手書き

スタンプやコメントなど同じ種類の項目が複数あるときは、後から追加・編集したものが手前にな
ります。

コメントプリントで、画面の右側にボタンが
表示されている機能は、ボタンをペンでタッ
チして操作します
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 印刷したい写真を取り込む

コメントプリントで使用する写真の準備をします。

写真が保存してあるメモリーカードをセット
します（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「デジ
タル写真プリント」 「コメントプリント」の
順に選びます。

で「新規作成」を選び、 を
押します。
メモリーカードに登録済みのデータを呼び出す
ときは、メモリーカードをセットして「作成物
呼出」を選びます。

用紙サイズを選ぶ画面が表示されます。

で用紙サイズを選び、 を押
します。
写真の一覧が表示されます。

•

11

22

33

44

で写真を選び、 を
押します。

写真の範囲、向き、位置を調整します。
「写真の一部を切り抜いて文面に入れる（トリミ
ング）」 120ページ

調整する必要がなければそのまま手順 7 に進
みます。

を押すと、仕上がりのイメージが確認でき
ます。 を押すと、拡大プレビューができま
す。元に戻るときは、 を押してください。

［確定］をタッチします。
完成画面が表示されます。

写真の色や濃さを調整する
［編集］をタッチし、編集画面を表示させます。
［写真］をタッチし、「写真の色や濃さを変え
る」と同様な操作で調整します（122ページ）。

● この状態のまま、コメントを入れなくても印
刷することができます。印刷のしかたは「印
刷する」を参照してください（153ページ）。

•

55

66

77
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 コメントプリントのデータを編集する

コメントプリントでスタンプ、コメントなどを入れる方法を説明します。

スタンプを追加する

写真に「スタンプ」（イラスト）を追加する方法を説明します。スタンプは10個まで追加するこ
とができます。
タッチペンとキーボードを併用して操作してください。

スタンプ

コメントプリントの完成画面（139ページ
の手順 7 の画面）で、[編集]をタッチしま
す。
編集画面が表示されます。

ここで［コメント］や［手書き］、［写真］をタッ
チすると、コメントや手書きの追加、写真の調
整ができます。

「コメントを追加する」 142ページ
「手書きを追加する」 144ページ
「写真の色や濃さを調整する」 145ページ

［スタンプ］をタッチします。
スタンプのジャンル選択画面が表示されます。

11

22

使いたいジャンルをタッチします。
スタンプ選択画面が表示されます。

スタンプの内容の一覧については、付属のデザ
インカタログを参照してください。

追加するスタンプをタッチします。
スタンプ追加画面が表示されます。

スタンプは10個まで追加することができます。

33

44
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スタンプの位置や大きさなどを調整しま
す。
位置を調整する
スタンプの枠の中を、タッチペンでドラッグし
て移動できます（ドラッグ 38ページ）。
大きさを調整する
タッチペンで右側の［拡大］や［縮小］をタッチ
すると、スタンプの大きさが段階的に変化します。
また、タッチペンでスタンプの四隅をドラッグ
してもスタンプの大きさが変わります（スタ
ンプの一部が画面からはみ出しているときは、
大きさは変わりません）。
角度を調整する（回転する）
タッチペンで右側の［回転］をタッチすると、
スタンプが時計回りに30度ずつ回転します。
向きを設定する（反転する）
タッチペンで右側の［反転］をタッチすると、
スタンプの左右が反転します。
スタンプを削除する
削除したいスタンプをタッチし、［削除］を
タッチします。
削除することを確認し、「はい」をタッチします。

調整する必要がなければそのまま手順 6 に進
みます。

● スタンプを端に配置すると印刷時に切れるこ
とがあります。スタンプは少し内側に配置す
るようにしてください。

•

•

•

•

•

55 スタンプの位置を確認して、［確定］をタッ
チします。
スタンプが追加されて、完成画面が表示されま
す。さらにスタンプを追加したいときは、手順
1 以降の操作を繰り返してください。

［プレビュー］をタッチすると、仕上がりのイメ
ージが確認できます。 を押すと拡大プレビ
ューができます。元に戻るときは を押し
てください。

印刷します。
印刷のしかたは「印刷する」を参照してください
（153ページ）。

66

77
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コメントを追加する

写真に「コメント」を追加する方法を説明します。コメントは３個まで追加することができます。
タッチペンとキーボードを併用して操作してください。

コメント

コメントプリントの完成画面（139ページ
の手順 7 の画面）で、[編集]をタッチしま
す。
編集画面が表示されます。

ここで［スタンプ］や［手書き］、［写真］をタ
ッチすると、スタンプや手書きの追加、写真の
調整ができます。

「スタンプを追加する」 140ページ
「手書きを追加する」 144ページ
「写真の色や濃さを調整する」 145ページ

［コメント］をタッチします。
文字の方向とサイズを設定する画面が表示され
ます。

11

22

で方向、サイズを指定した
後、 を押します。
文字入力の画面が表示されます。

文字を入力した後、 を押します。

「文字の入力／修正」 42ページ
「文字の書体・色・形を変える」 57ページ

入力の終了を確認する画面が表示されます。
「はい」を選び、 を押してください。

コメントの位置や大きさなどを調整する画面が
表示されます。

33

44
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コメントの位置や大きさなどを調整しま
す。
位置を調整する
コメントの枠の中を、タッチペンでドラッグし
て移動できます（ドラッグ 38ページ）。
大きさを調整する
タッチペンで右側の［拡大］や［縮小］をタ
ッチすると、コメントの大きさが最大で5段
階に変化します（コメントの行桁数によって拡
大できる大きさに制限があります）。
向きを調整する（回転する）
タッチペンで右側の［回転］をタッチすると、
コメントが時計回りに30度ずつ回転します。
入力したコメントを修正する
編集したいコメントをタッチし、［コメント入力］
をタッチします。方向、サイズを設定し、文字
を入力しなおします。
コメントを削除する
削除したいコメントをタッチし、[ 削除 ]をタッ
チします。 削除することを確認し、「はい」を
タッチします。

調整する必要がなければそのまま手順 6 に進
みます。

● コメントを端に配置すると印刷時に切れること
があります。コメントは少し内側に配置するよ
うにしてください。

● コメントの大きさを変更すると、印刷する文
字の大きさが変わります。

● 編集画面に表示されるコメントは目安です。
印刷結果はプレビューで確認してください。

•

•

•

•

•

55 文字の位置を確認して、［確定］をタッチし
ます。
コメントが追加されて、完成画面が表示されま
す。さらにコメントを追加したいときは、手順
1 以降の操作を繰り返してください。

［プレビュー］をタッチすると、仕上がりのイメ
ージが確認できます。 を押すと拡大プレビ
ューができます。元に戻るときは、 を押し
てください。

印刷します。
印刷のしかたは「印刷する」を参照してください
（153ページ）。

66

77
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手書きを追加する

写真に「手書き」を追加する方法を説明します。
タッチペンとキーボードを併用して操作してください。

手書き

コメントプリントの完成画面（139ページ
の手順 7 の画面）で、[編集]をタッチしま
す。
編集画面が表示されます。

ここで［スタンプ］や［コメント］、［写真］を
タッチすると、スタンプやコメントの追加、写真
の調整ができます。
「スタンプを追加する」 140ページ
「コメントを追加する」 142ページ
「写真の色や濃さを調整する」 145ページ

［手書き］をタッチします。
手書きの追加画面が表示されます。

11

22

右側のパレットから使いたいペンの色と太
さをタッチして選びます。

色を選ぶ

ペンの太さを選ぶ

タッチペンで画面（タッチパネル）をなぞ
り、手書きを追加します。

消しゴムアイコン

ペンの色や太さを変えたいときは、手順 3 に
戻って操作してください。
手書きを消したいときは、消しゴムアイコンを
タッチしてから、手書きした線の上をなぞって消
してください。

● 手書きを端に配置すると印刷時に切れること
があります。手書きは少し内側に配置するよ
うにしてください。

33

44
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写真の色や濃さを調整する

コメントプリントで写真を調整する方法を説明します。
タッチペンとキーボードを併用して操作してください。

コメントプリントの完成画面（139ページ
の手順 7 の画面）で、[編集]をタッチしま
す。
編集画面が表示されます。

ここで［スタンプ］や［コメント］、［手書き］
をタッチすると、スタンプやコメント、手書きの
追加ができます。
「スタンプを追加する」 140ページ
「コメントを追加する」 142ページ
「手書きを追加する」 144ページ

［写真］をタッチします。
写真の色や濃さの調整画面が表示されます。

11

22

で写真の色、薄印刷を指定
した後、 を押します。
「デジタル写真印刷の印刷設定画面の項目」

155ページ
写真が調整されて、完成画面が表示されます。
写真を調整しなおしたいときは、手順 1 以降
の操作を繰り返してください。

［プレビュー］をタッチすると、仕上がりのイメ
ージが確認できます。 を押すと拡大プレビ
ューができます。元に戻るときは を押して
ください。

印刷します。
印刷のしかたは「印刷する」を参照してください
（153ページ）。

33

44

内容を確認して、［確定］をタッチします。
編集の終了を確認する画面が表示されます。
「はい」をタッチしてください。
手書きが追加されて、完成画面が表示されます。
手書きを書きなおしたいときは、手順 1 以降
の操作を繰り返してください。

55
［プレビュー］をタッチすると、仕上がりのイメ
ージが確認できます。 を押すと拡大プレビ
ューができます。元に戻るときは を押し
てください。
手書きで塗りつぶしたり、消しゴムで消したりし
た場合、塗り残しや消し残しができる場合があ
ります。手書きの追加画面では確認しきれない
ため、拡大プレビューでよく確認してください。

印刷します。
印刷のしかたは「印刷する」を参照してください
（153ページ）。

66
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写真の一覧を印刷する（インデックスプリント）

写真の一覧を印刷（インデックスプリント）できます。

重 要  印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ）。

写真が保存してあるメモリーカードをセット
します（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「デジ
タル写真プリント」 「インデックスプリン
ト」の順に選びます。
用紙サイズを選ぶ画面が表示されます。

11

22

で用紙サイズを選び、 を押
します。
印刷設定画面が表示されます。

で紙質、印字タイプ、写真
番号を指定した後、 を押します。
「デジタル写真印刷の印刷設定画面の項目」

154、155ページ
用紙セットのメッセージが表示されます。

● インデックスプリントでは、「部数」、「フチ」、
「日付」、「写真の色」は設定できません。

印刷します。
印刷のしかたは「印刷する（手順 3 以降）」を
参照してください（153ページ）。

33

44

55
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俳句を入れて写真を印刷する（写真俳句）

俳句を入れて写真を印刷することができます。

重 要  印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ）。

写真横で作る 148ページ 写真縦で作る 148ページ

写真横で作る 148ページ 応用作成 150ページ
（写真2枚をレイアウト） （写真の上に合成）

俳句
俳句

縦方向の写真

場所や日付など

俳句

横方向の写真

俳句

横方向の写真
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 写真俳句を作る

横または縦の写真を使って写真俳句を作る方法について説明します。

写真が保存してあるメモリーカードをセット
します（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「デジ
タル写真プリント」 「写真俳句」の順に選
びます。
写真俳句のメニュー画面が表示されます。

で「写真横で作る」（または
「写真縦で作る」）を選び、 を押し
ます。
「写真横で作る」は横方向の写真、「写真縦で
作る」は縦方向の写真を使います。
メモリーカードに登録済みのデータを呼び出す
ときは、メモリーカードをセットして「作成物呼
出」を選びます。

用紙サイズを選ぶ画面が表示されます。

で用紙サイズを選び、 を押
します。
フォーマット選択画面が表示されます。

でフォーマットを選び、 を
押します。
写真の一覧が表示されます。

11

22

33

44

55

で写真を選び、 を
押します。
写真2枚入りのデザイン（手順 3 で、「写真
横で作る」を選んだときのみ）を選んでいる場
合は、手順 6 の操作を繰り返します。

俳句（五・七・五）を入力する画面が表示されます。

「五」の行、「七」の行、「五」の行の順に入力します。
次の行を入力するときは を押します。

「文字の入力／修正」 42ページ

俳句の入力が終わったら を押し
ます。
入力の終了を確認する画面が表示されます。
「はい」を選び、 を押してください。

俳句文字設定画面が表示されます。

66

77

88
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■俳句文字設定画面の項目
項　　目 内　　容 設　　定

フォント 印刷するフォント（書体）を設定しま
す。

を押すごとに書体が切り替わり
ます。

毛筆楷書体→ゴシック体→丸ゴシック体→
明朝体→毛筆流麗体

文字色 文字の色を設定します。
を押すごとに色が切り替わりま

す。

黒→赤→緑→青→桃色→空色→灰色→白

●文字色が「白」の場合は、文字に黒色の輪郭がつきます。輪郭をつけたくないときは、「白色の文字に輪郭をつ
けないようにする」を参照してください（175ページ）。輪郭をつけないようにした場合は、白い背景の上に白
い文字を配置しても、何も印刷されません。

でフォント、文字色を指定
した後、 を押します。

完成画面が表示されます。
を押すと、仕上がりのイメージが確認でき

ます。 を押すと拡大プレビューができます。
元に戻るときは、 を押してください。

入力した俳句を修正する
を押し、 で「俳句の修

正」を選び、 を押します。文字を
入力しなおし、フォント、文字色を設定します。
2つの写真の位置を入れ替える

を押し、 で「写真の入
替え」を選び、 を押します。
（手順 3 で「写真横で作る」を選択し、写真
2枚入りのデザインを選んだときのみ設定で
きます。）

•

•

99
写真の色や濃さを調整する

を押し、 で「写真の色
を変更」を選び、 を押します。「写
真の色や濃さを変える」と同様な操作で変更
します（122ページ）。
写真の上下を反転する
「写真縦で作る」で俳句を作った場合は、完
成画面で写真の上下が逆になるときがありま
す。

を押し、 で「写真の上
下を反転」を選び、 を押します。

印刷します。
印刷のしかたは「印刷する」を参照してください
（153ページ）。

•

•

1010
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 写真の上に文字を入れて写真俳句を作る（応用作成）

写真が保存してあるメモリーカードをセット
します（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「デジ
タル写真プリント」 「写真俳句」の順に選
びます。
写真俳句のメニュー画面が表示されます。
メモリーカードに登録済みのデータを呼び出す
ときは、メモリーカードをセットして「作成物呼
出」を選びます。

で「応用作成」を選び、
を押します。

用紙サイズを選ぶ画面が表示されます。

「写真俳句を作る」の手順 4 から 6 までの
操作をします（148ページ）。

写真の範囲、向き、位置を調整し、
を押します。
完成画面が表示されます。
「写真の一部を切り抜いて文面に入れる（トリミ
ング）」 120ページ

を押し、 で「俳句の作
成・編集」を選び、 を押します。

11

22

33

44

55

66

で「俳句を入力できます」を選び、
を押します。

文字の方向とサイズを設定する画面が表示され
ます。
 「場所や日付などを入力できます」を選ぶと、
場所や日付を入力することができます。

で方向、サイズを指定した
後、 を押します。
「写真俳句（応用作成）の文字設定画面の項目」

151ページ
俳句を入力する画面が表示されます。

俳句を入力し、 を押します。
入力の終了を確認する画面が表示されます。
「はい」を選び、 を押してください。
俳句文字設定画面が表示されます。
「文字の入力／修正」 42ページ
「文字の書体・色・形を変える」 57ページ

でフォント、文字色を指定
した後、 を押します。
「俳句文字設定画面の項目」 149ページ
入力した俳句の位置を設定する画面が表示され
ます。
青色の枠が俳句の位置を、△が俳句の向きを表
しています。

•

77

88

99

1010
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俳句の位置や向きなどを調整し、
を押します。
重 要  手順11はタッチペンで操作してく

ださい。

位置を調整する
俳句の枠の中を、タッチペンでドラッグして移
動できます（ドラッグ 38ページ）。
角度を調整する（回転する）
タッチペンで右側の［回転］をタッチすると、
俳句が時計回りに90度ずつ回転します。
俳句を端に配置すると印刷時に切れることが
あります。俳句は少し内側に配置するようにし
てください。

調整する必要がなければそのまま を
押して手順12に進みます。
俳句を再編集したり、「場所や日付など」を入
力したいときは、手順 6 以降の操作を繰り返し
てください。

すべての入力が終わったら、 で「編集
を終了して内容を見る」を選び、
を押します。
完成画面が表示されます。

を押すと、仕上がりのイメージが確認でき
ます。 を押すと拡大プレビューができます。
元に戻るときは、 を押してください。

•

•

•

1111

1212

■写真俳句（応用作成）の文字設定画面の項目
項　　目 内　　容 設　　定

方向 俳句を縦書きにするか、横書きにする
か設定します。

縦書き
横書き

サイズ 文字サイズを指定します。
サイズによって、入力できる行数と文
字数が違います。

●L判
標準　：16行×20文字
やや大：12行×14文字
大　　： 8行× 9文字
●はがき
標準　：18行×22文字
やや大：14行×16文字
大　　： 9行×10文字
●2L判
標準　：23行×29文字
やや大：17行×21文字
大　　：11行×13文字

印刷します。
印刷のしかたは「印刷する」を参照してください
（153ページ）。

入力した俳句などを修正する
を押し、 で「俳句の作成・

編集」を選び、 を押します。
で修正したい項目を選び、 を押

し、手順 8 以降の操作を繰り返します。
俳句の位置を移動する

を押し、 で「俳句の移動」
を選び、 を押します。 で
移動したい項目を選び、 を押し、手
順11以降の操作を繰り返します。
写真の色や濃さを調整する
俳句を入力した後で写真の色を変えると、俳
句は消去されます。

を押し、 で「写真の色
を変更」を選び、 を押します。「写
真の色や濃さを変える」と同様な操作で調整
します（122ページ）。

•

•

•

1313
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写真をシールに印刷する（シールプリント）

写真にフレームをつけてシールに印刷できます。

重 要  • 印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ）。
 • 別売品の「16面分割光沢フォトシール用紙：PO-165」を必ずご使用ください（201ページ）。

写真が保存してあるメモリーカードをセット
します（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「デジ
タル写真プリント」 「シールプリント」の
順に選びます。
フレームの種類を選ぶ画面が表示されます。
フレームは10種類選べます。

でフレームを選び、
を押します。

写真の一覧が表示されます。

で写真を選び、 を
押します。

を押す前に を押すと、写真のプ
レビューが確認できます。プレビュー表示中に

を押すと、拡大プレビューができます。元
に戻るときは、 を押してください。

11

22

33

44

写真の範囲、向き、位置を調整します。
「写真の一部を切り抜いて文面に入れる（トリミ
ング）」 120ページ
調整する必要がなければそのまま手順 6 に進
みます。

重 要  シールのフレームと写真は、シール
内に余白が入るのを防ぐために切り
取り線よりもひと回り大きく印刷
されます。写真の一部を切り抜いて
シールを作る場合は、やや大きめに
切り抜くと、きれいに配置できます。

を押す前に を押すと、仕上がり
のイメージが確認できます。 を押すと拡大
プレビューができます。元に戻るときは、
を押してください。

を押します。
完成画面が表示されます。

を押し、 で写真の色を選び、
を押します。

「デジタル写真印刷の印刷設定画面の項目」
155ページ

完成画面が表示されます。

印刷します。
印刷のしかたは「印刷する」を参照してください
（153ページ）。

55

66

77

88
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印刷する

デジタル写真プリントで作ったデータを印刷します。

重 要  印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ）。

完成画面で を押します。

コメントプリントは［プリント］をタッチしま
す。
印刷設定画面が表示されます。

を押す前に を押すと、仕上がりのイ
メージが確認できます。 を押すと拡大プレ
ビューができます。元に戻るときは、 を押
してください。

で部数、紙質、印字タイプ
を指定した後、 を押します。

コメントプリントは［実行］をタッチします。
「デジタル写真印刷の印刷設定画面の項目」

154ページ

重 要  シールプリントの場合、用紙サイズは
「シール紙」、部数は「01部」、紙質は
「フォト光沢紙」で固定されています。

用紙セットのメッセージが表示されます。

シールプリントの場合は、以下のメッセージが
表示されます。

11

22

印刷面を表にして用紙をセットし、排紙トレ
イを引き出します。
印刷枚数を確認して、用紙をセットしてください。
「用紙のセットのしかた」 23ページ

「はい」を選び、 を押します。
印刷が始まります。印刷が終了すると、完成
画面（選んでプリント、インデックスプリント、
DPOFプリントの場合はデジタル写真メニュー
画面）に戻ります。
重 要  • 印刷を中止するときは、 を押

します。
 • 画面に表示される色と、実際に印

刷される色では、色合いが多少異
なります。

印刷が終わったら、排紙トレイを「カチッ」
と音がするまで戻してください。
重 要  シールプリントを印刷する際は、下

記のことに注意してください。
 • 用紙は1枚だけセットしてくださ

い。複数枚セットすると、正常に印
刷されないことがあります。

 • シールを一部分はがしたシール紙
を再度使用しないでください。正
しく印刷できません。

33

44

55
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■デジタル写真印刷の印刷設定画面の項目
項　　目 内　　容 対　　象 設　　定
用紙サイズ 選んだ用紙のサイズが表示され

ます。
「使用できる用紙」 23ペー
ジ

選んでプリント
インデックスプリント
DPOFプリント

L判
はがき
10×15タブ
A6
2L判

写真カレンダー はがき
2L判

コメントプリント
写真俳句

L判
はがき
2L判

シールプリント シール紙
• 別売品の「16面分割光沢フォ
トシール用紙：PO-165」を
必ずご使用ください（201
ページ）。

部数 印刷する枚数を設定します
（ または数字キーで設
定）。
• DPOFプリントはデジタルカ
メラの設定に従います。

選んでプリント
写真カレンダー
コメントプリント
写真俳句

1～99枚

インデックスプリント
シールプリント

1枚

紙質 印刷する紙の種類を設定しま
す。

選んでプリント
写真カレンダー
コメントプリント
インデックスプリント
写真俳句
DPOFプリント

フォト光沢紙（写真印刷用）
インクジェット紙（インク
ジェット用）
普通紙（上記以外）

シールプリント フォト光沢紙（写真印刷用）
印字タイプ 印刷の速さと仕上がり（印字品

質）を設定します。
共通 普通（通常の仕上がり）

高精細（印刷時間：長い／仕上
がり：きれい）
高速（印刷時間：短い／仕上が
り：粗い）

フチ 写真のフチあり／なしを設定し
ます。
• 「フチなし」で印刷すると、写
真の一部が切れることがあり
ます。
 すべての範囲を印刷したい場
合は、「フチあり」に設定して
ください。

選んでプリント
DPOFプリント

なし
あり

日付 撮影の日付のあり／なしを設定
します。
• データ自体に日付に関する情
報がない場合は、日付を印刷
することはできません。
• DPOFプリントはデジタルカ
メラの設定に従います。

選んでプリント なし
あり
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項　　目 内　　容 対　　象 設　　定
日付の色 日付の色を設定します。

を押すごとに色が切り
替わります。

選んでプリント
DPOFプリント

赤→緑→青→桃色→空色→灰色
→白→黒

写真の色 写真の色を設定します。
を押すごとに色が切り

替わります。

選んでプリント
写真カレンダー
コメントプリント
写真俳句
シールプリント

カラー→白黒→セピア

インデックスプリント
DPOFプリント

カラー

薄印刷 写真を薄く印刷します。写真の
上に文字を入れたい場合などに
便利です。

写真カレンダー
コメントプリント
写真俳句

する
しない

写真番号 写真番号をつけるか、つけない
かを設定します。

インデックスプリント つける
つけない

重 要  選んでプリント、写真カレンダー、コメントプリント、写真俳句、シールプリント、DPOFプリント
で印刷できる写真の容量は10M byte以下です。

 10M byteを超える写真は、デジタルカメラ側でリサイズ（大きさを変える）などを行うことによ
り、容量を10M byte以下にすると使用できるようになります。詳しくは、デジタルカメラの取扱
説明書を参照してください。
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便利な機能

デジタル写真プリントでできるその他の機能について説明します。

 デジタルカメラの設定に従って印刷する（DPOFプリント）

DPOF(Digital Print Order Format) 対応のデジタルカメラなどでは、DPOF機能によりカメラ
側で印刷する写真や、印刷する枚数の指定ができます。

■扱える写真のデータ
本機のDPOF機能で印刷できる写真は、DPOF対応デジタルカメラなどで撮影した写真で以下の
条件を満たすものです。

・静止画（DCF Exif2.1、JPEG準拠）
・対応ファイルサイズ　10M byte 以下
・最小画素数　160 × 120 ピクセル

■DPOF機能で有効な設定
デジタルカメラや携帯電話で設定した以下の内容
・通常印刷（用紙に写真を一枚印刷）する写真の指定
・印刷枚数
・日付印刷の設定（本機側から文字色の指定ができます）

重 要  デジタルカメラ側の設定方法や、設定できる機能は、デジタルカメラの取扱説明書を参照してくだ
さい。

● DPOF機能の設定でコメントプリントやシールプリントすることはできません。
● 写真のトリミング・回転などをデジタルカメラや携帯電話で設定していても、DPOFプリント時
は無効になります。

● 印刷は用紙サイズに合わせて自動的に拡大・縮小されます。用紙サイズにより、写真の上下左右
がカットされて印刷される場合があります。

重 要  印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください（6ページ）。

デジタルカメラのDPOF機能で印刷する
画像を指定しておきます。

写真が保存してあるメモリーカードをセット
します（29ページ）。

11

22

トップメニュー画面（36ページ）から「デジ
タル写真プリント」 「DPOFプリント」の
順に選びます。
用紙サイズを選ぶ画面が表示されます。

33
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で用紙サイズを選び、 を押
します。
印刷設定画面が表示されます。

で紙質、印字タイプを指定
した後、 を押します。
「デジタル写真印刷の印刷設定画面の項目」

154ページ

44

55

でフチ、日付の色を指定し
た後、 を押します。
印刷設定画面に戻ります。
 「フチなし」にすると印刷のときに、写真の
一部が切れることがあります。
DPOFプリントでは、「写真の色」は設定でき
ません。

を押します。
用紙セットのメッセージが表示されます。

印刷します。
印刷のしかたは「印刷する（手順 3 以降）」を
参照してください（153ページ）。

•

•

66

77

88

 写真を画面に順番に表示する（スライドショー）

メモリーカードの中の写真を画面に順番に表示することができます。

写真が保存してあるメモリーカードをセット
します（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「デジ
タル写真プリント」 「スライドショー」の
順に選びます。

スライドショーが開始されます。
を押すと、スライドショーを終了してデジ

タル写真メニューに戻ります。

11

22

重 要  メモリーカードにアクセス中（写真
の表示が切り替わった後の数秒間）
は、ランプが点滅します。このとき、
キー入力はできません。

● スライドショーを自分で開始すると、オートパ
ワーオフは働きません（約1時間キー操作
をしなくても、電源は切れません）。

● 写真が保存してあるメモリーカードを本機にセ
ットして、トップメニュー画面で約６分間キー
操作をしないと、自動的にスライドショーが開
始されます。このとき、オートパワーオフが
働きます（約1時間キー操作をしないと、自
動的に電源が切れます）。

● デジタルカメラで表示される順番とは異なる
順で表示されることがあります。

● 写真が何らかの理由で表示できない場合は、
その写真を表示しないで、次の写真に進みま
す。

● 写真は、最大で999枚まで取り込むことが
できます。

●動画は表示されません。
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写真の表示方法を切り替える
写真の表示方法を以下の3種類から選ぶことができ
ます。

• 自動で1枚ずつ表示
• 自動で2枚ずつ表示
• 手動で1枚ずつ表示

① スライドショー表示中に を押します。

② で「表示方法の変更」を選び、
を押します。

③ で表示方法を選び、
を押します。

「自動で1枚ずつ表示」、「自動で2枚ずつ表示」では、
切り替え表示間隔経過後、次の写真を表示します。
「手動で1枚ずつ表示」では、 を押すと、
次の写真を表示します。

写真の切り替え効果を設定する
写真と写真の切り替わり時の効果（エフェクト）を
以下の3種類から選ぶことができます。

• ボックス
• ワイプ
• 切り替え効果なし

① スライドショー表示中に を押します。

② で「切り替え効果の設定」を選
び、 を押します。

③ で切り替え効果を選び、
を押します。

写真の表示間隔を設定する
写真と写真の切り替え表示間隔を、5秒～30秒ま
で1秒単位で設定することができます。

① スライドショー表示中に を押します。

② で「表示間隔の設定」を選び、
を押します。

③ で表示間隔を設定し、 を押しま
す。

● 表示間隔は、数字キーで直接数字を入力して指
定することもできます。

● 写真によっては、表示間隔が設定秒数以上かか
ることがあります。
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 写真データの登録と呼び出し

データを登録する

写真カレンダー、コメントプリント、写真俳句のデータをメモリーカードに8件まで登録すること
ができます（本体には登録できません）。
1件あたりのデータ容量は、使用した写真の容量により異なります。
また、コメントプリントのデータを登録した場合、登録したデータを、文面や写真カレンダーなど
で呼び出すこともできます。

メモリーカードをセットします（29ペー
ジ）。

写真カレンダー、写真俳句の完成画面から
で「登録」を選び、 を押し

ます。
コメントプリントの場合は［登録］をタッチし
ます。
ファイル選択画面が表示されます（登録済みの
ファイルには、ファイル名の先頭に「 」が
付いています）。

11

22

で登録先のファイルを選
び、 を押します。
ファイル選択画面で を押し、「ファイル名
の修正」を選ぶと、ファイル名を変更すること
ができます。
「ファイル名を変更する」 160ページ

登録を完了するメッセージが表示され、元の画
面に戻ります。

33

登録したデータを呼び出す

データを登録したメモリーカードをセットし
ます（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「デ
ジタル写真プリント」を選び、「写真カレン
ダー」、「コメントプリント」、「写真俳句」の
いずれかを選びます。

11

22

で「作成物呼出」を選び、
を押します。

ファイル選択画面が表示されます（登録済みの
ファイルには、ファイル名の先頭に「 」が
付いています）。

で呼び出すファイルを選
び、 を押します。
完成画面になり、指定したデータが呼び出され
ます。
● データの呼び出しは、本機で登録したデータ
を呼び出します。他の機種で登録したデータ
は呼び出すことはできません。

33

44

• 外字の内容は登録されません。
 コメントプリント、写真俳句のデータ呼び出し時は、外字の内容を確認することをおすすめします。
• 作ったデータを他の機種で呼び出すことはできません。
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■登録したデータを削除する

「登録したデータを呼び出す」の手順 3 ま
での操作をします（159ページ）。

で削除するファイルを選
び、 を押します。

11

22

で「登録データの削除」を選び、
を押します。

削除確認のメッセージが表示されます。
で「はい」を選び、 を押して

ください。

指定したファイルが削除され、ファイル選択画
面に戻ります。
データを削除しても、ファイル名はそのまま残
ります。

33

ファイル名を変更する

メモリーカードに登録したファイル名を分かりやすい名前に変更することができます。

データを登録したメモリーカードをセットし
ます（29ページ）。

トップメニュー画面（36ページ）から「デ
ジタル写真プリント」を選び、「写真カレン
ダー」、「コメントプリント」、「写真俳句」の
いずれかを選びます。

で「作成物呼出」を選び、
を押します。

ファイル選択画面が表示されます。

で名称を変更したいファイ
ルを選び、 を押します。

で「ファイル名の修正」を選び、
を押します。

11

22

33

44

55

を何回か押して、現在のファイル名を
削除します。

新しいファイル名を入力して、 を
押します。
修正の終了を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押して
ください。

ファイル選択画面に戻ります。
ファイル名自体は、本体に記憶され、メモリー
カードには登録されません。

66

77
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インク残量を確認する

インクの残量を画面で確認することができます。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「インク残量」の順に選びます。

インク残量がグラフで表示されます。

11 確認が終わったら、 を押します。
トップメニュー画面に戻ります。

● 他のプリン写ルやプリンターで一度使用した
プリントカートリッジをセットした場合、インク
残量は「0%」の表示になります。

● インク残量の確認は、インクの使用量をカウ
ント（計算）してインク残量を表示する機能
です。プリン トカートリッジによっては、実際
のインク残量と、若干、差が出る場合があり
ます。

22

第6章　お役立ち情報
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で「読み」を選び、読みを入れます。

重 要  「読み」を選ぶと、入力モードはひら
がなになります。読みに入力できる
文字は、ひらがなだけです。

 

語句と読みの入力が終わったら、
を押します。
登録を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押してくだ
さい。

登録が終わり、語句の一覧に戻ります。追加し
た語句が一覧に表示されます。

語句は最大100件まで登録できます。

55

66

語句を登録する

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「ユーザー辞書」の順に選びます。

 

で「語句」を選び、 を押し
ます。
登録されている単語があるときは、一覧が表示
されます。

 

を押し、 で「語句の追
加」を選び、 を押します。

 

で「語句」を選び、登録したい単語
を入れます。
ここでは、「秋葉原」と入力します。

11

22

33

44

ユーザー辞書を登録する

ユーザー辞書に、よく使う語句や郵便番号と住所を登録することができます。

 よく使う語句を辞書に登録する（語句）

日常よく使う専門用語などを「よみ」とともに登録しておくと、通常の漢字変換の操作で、簡単に
入力できるようになります。また、慣用句などを短い「よみ」で登録しておけば、文字が簡単に入
力できて便利です。

  秋葉原 「読み：あきば」で登録
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登録した語句を修正する

① トップメニュー画面（36ページ）から「設定」
 「ユーザー辞書」の順に選びます。

② で「語句」を選び、 を押します。
語句の一覧が表示されます。

③ で修正する語句を選び、 を押
します。
選んだ語句の登録内容が表示されます。

④ を押し、 で「語句の修正」

を選び、 を押します。

⑤ で「語句」を選び、語句を修正します。

⑥ で「読み」を選び、読みを修正します。

重 要  「読み」を選ぶと、入力モードはひらが
なになります。読みに入力できる文字
は、ひらがなだけです。

⑦ 語句と読みの入力が終わったら、 を押し
ます。
修正を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押してくださ
い。

修正が終わり、語句の一覧に戻ります。

登録した語句を削除する
削除には、選んだ語句だけを削除するか、すべての語句を削除するかの2つの方法があります。

① トップメニュー画面（36ページ）から「設定」
 「ユーザー辞書」の順に選びます。

② で「語句」を選び、 を押します。
語句の一覧が表示されます。選んだ語句だけを削
除するときは③に、すべての語句を削除するとき
は④に進みます。

③ で削除したい語句を選び、 を
押します。
選んだ語句の登録内容が表示されます。

④ を押し、 で「語句の削除」

を選び、 を押します。
削除の方法を選ぶ画面が表示されます。

⑤ で「1件だけ削除」または「全ての語句
を削除」を選び、 を押します。
削除を確認する画面が表示されます。
「1件だけ削除」を選んだときは、選んだ語句が
表示されます。確認後、 を押してくだ
さい。

⑥ で「はい」を選び、 を押します。
削除が終わり、語句の一覧に戻ります。

語句（ユーザー辞書）の登録件数を確認するには

① 「語句を登録する」の手順 1 、2 の操作をした後、
を押します（162ページ）。

機能メニューが表示されます。

② で「登録件数の確認」を選び、
を押します。

登録件数が表示されます。
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 郵便番号と住所を辞書に登録する（郵便番号辞書）

郵便番号辞書に登録されている郵便番号や住所の変更が必要なときは、その郵便番号と住所をユー
ザー辞書に登録しておくと、郵便番号を入力するだけで呼び出すことができます。

郵便番号を辞書に登録する

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「ユーザー辞書」の順に選びます。

 

で「 郵 便 番 号 辞 書 」を選び、
を押します。

登録されている郵便番号があるときは、一覧が
表示されます。

 

を押し、 で「郵便番号
の追加」を選び、 を押します。

 

で「〒」を選び、登録したい郵便番
号を入れます。
7桁の数字のみ入力してください。「－」（ハイ
フン）は入力しません。

11

22

33

44

 

で「住所」を選び、登録したい住所
を入れます。

 

郵便番号と住所の入力が終わったら、
を押します。

登録を確認する画面が表示されます。
で「はい」を選び、 を押してくだ

さい。

登録が終わり、郵便番号の一覧に戻ります。追
加した郵便番号が一覧に表示されます。

郵便番号は最大30件まで登録できます。

55

66
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登録した郵便番号や住所を修正する
① トップメニュー画面（36ページ）から「設定」
 「ユーザー辞書」の順に選びます。

② で「郵便番号辞書」を選び、 を
押します。
郵便番号の一覧が表示されます。

③ で修正したい郵便番号を選び、
を押します。
選んだ郵便番号の登録内容が表示されます。

④ を押し、 で「郵便番号の修正」

を選び、 を押します。

⑤ で「〒」を選び、修正したい郵便番号
を入力します。

⑥ で「住所」を選び、修正する住所を入
れます。

⑦ 郵便番号と住所の入力が終わったら、
を押します。
修正を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押してください。

修正が終わり、郵便番号の一覧に戻ります。

登録した郵便番号を削除する
削除には、選んだ郵便番号だけを削除するか、すべての郵便番号を削除するかの2つの方法があります。

① トップメニュー画面（36ページ）から「設定」
 「ユーザー辞書」の順に選びます。

② で「郵便番号辞書」を選び、 を
押します。
郵便番号の一覧が表示されます。選んだ郵便番号
だけを削除するときは③に、すべての郵便番号を
削除するときは④に進みます。

③ で削除したい郵便番号を選び、
を押します。
選んだ郵便番号の登録内容が表示されます。

④ を押し、 で「郵便番号の削除」

を選び、 を押します。
削除の方法を選ぶ画面が表示されます。

⑤ で「1件だけ削除」または「全ての番号
を削除」を選び、 を押します。
「1件だけ削除」を選んだときは、選んだ郵便番
号が表示されます。確認後、 を押して
ください。
削除を確認する画面が表示されます。

で「はい」を選び、 を押してください。

削除が終わり、郵便番号の一覧に戻ります。

郵便番号（ユーザー辞書）の登録件数を確認するには

① 「郵便番号を辞書に登録する」の手順 1 、 2 の
操作をした後、 を押します（164ページ）。
機能メニューが表示されます。

② で「登録件数の確認」を選び、
を押します。

登録件数が表示されます。
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文字の入力方法（入力モード）を切り替える

文字入力には、ひらがなキーで入力する「かな入力」とアルファベットキーで入力する「ローマ字
入力」があります。ここでは、入力モードを切り替える方法を説明します。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「入力モード」の順に選びます。

11
 

で設定したい入力モードを選び、
を押します。

トップメニュー画面に戻ります。

22

画面の明るさを調節する

画面表示の明るさ（コントラスト）を変えることができます。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「表示コントラスト」の順に選びま
す。

11
 

で明るさを調節し、 を押し
ます。
青色の表示部分が多いほど、画面の表示が淡く
（明るく）なります。
トップメニュー画面に戻ります。

22
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ブザー音を鳴らさないようにする

操作中にエラーが発生するとブザー音が鳴ります。また、画面をタッチペンでタッチすると「ピッ」
と音が鳴ります。お買い上げ時の設定は「ON（鳴らす）」になっています。ここではブザー音やタッ
チしたときの音を鳴らさないようにする方法を説明します。
ただし、プリンターエラーのブザー音は、設定の内容に関係なく、常に鳴ります。
●音声ガイドの音量ボリュームでブザー音の音量調整をすることはできません。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「ブザー音」の順に選びます。

11
 

で「OFF（鳴らさない）」を選び、
を押します。

トップメニュー画面に戻ります。
鳴らすように戻したいときは、「ON（鳴らす）」
を選んでください。

22

時計を設定する

時計の日付と時刻を設定します。時計には、設定した日付と時刻に連動して毎年4月 1日 00時
00分になった時点で、カンタン作成で表示されるはがきのデザインを切り替える役割があります。

  時計の年が2010に設定されているとき

干支を使用しているデザイン
2010年

4月1日0時0分以降
2010年

3月31日 23時 59分

卯年のデザイン寅年のデザイン

•

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「時計」の順に選びます。
日付と時刻を設定する画面が表示されます。

11
 

で年、月、日、時、分を指定
した後、 を押します。
設定した内容で時計が設定され、トップメニュー
画面に戻ります。

22
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プリンターのメンテナンスをする

 プリンターを調整する

「新しいプリントカートリッジを取り付けたとき」や「印刷結果の色がズレているとき」などに、印
刷が正しくできるように調整します。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「プリンター保守」の順に選びます。

 

で「プリンター調整」を選
び、 を押します。
用紙セットのメッセージが表示されます。

 

プリンター調整用の用紙をセットします。
同梱のプリンター調整用用紙をすでに使い終わ
った場合には、不要になった郵便はがきなど無
地の用紙をお使いください。

11

22

33

 

「はい」を選び、 を押します。
印刷が始まります。
プリントカートリッジ交換後など、印刷開始ま
で2～3分かかる場合があります。

 

印刷結果を確認してください。
緑色の「v」が印刷されていれば調整が正しく
されています。
赤色の「×」が印刷されているときは、もう一度、
プリンターの調整を行ってください。再度、「×」
が印刷された場合は、プリントカートリッジを交
換してください。

•

44

55

プリントカートリッジをクリーニングする

インクの量は十分残っているのにきれいに印刷されないとき、印刷をしない状態が長期間続いたあ
との「デジタルカメラの写真印刷」に白い線や縞模様が現れたときなどに行います。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「プリンター保守」の順に選びます。

 

で「クリーニング」を選び、
を押します。

ステップ１の用紙セットのメッセージが表示され
ます。

 

プリンター調整用の用紙をセットします。
同梱のプリンター調整用用紙をすでに使い終わ
った場合には、不要になった郵便はがきなど無
地の用紙をお使いください。

11

22

33

 

「はい」を選び、 を押します。
印刷が始まります。印刷が終わるとステップ1
の終了画面が表示されます。

 

印刷の結果を確認して、問題がないとき
は、 を押します。
プリンター保守メニュー画面に戻ります。

重 要  印刷の結果に問題があるときは、
を押すと、続けてステッ

プ2、ステップ3のクリーニングが
できます。操作はステップ１と同じ
です。ステップ3のクリーニングを
しても印刷の結果に問題があるとき
は、またステップ1から繰り返して
クリーニングができます。

44

55
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 テスト印刷する

試しに印刷をして、印刷の結果を確認したいときに行います。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「プリンター保守」の順に選びます。

 

で「テスト印刷」を選び、
を押します。

用紙セットのメッセージが表示されます。

 

プリンター調整用の用紙をセットします。
同梱のプリンター調整用用紙をすでに使い終わ
った場合には、不要になった郵便はがきなど無
地の用紙をお使いください

11

22

33

 

「はい」を選び、 を押します。
印刷が始まります。印刷が終わるとプリンター
保守メニュー画面に戻ります。

 

印刷の結果を確認します。

44

55
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データのバックアップを作成する

本体に登録した文面、住所録、差出人、外字、ユーザー辞書などのデータを、1つにまとめてメモリー
カードに保存できます。万一、データが消失したときは保存しておいたデータを呼び出して、保存
したときと同じ状態に戻すこともできます。また、パソコンで作った宛名のデータを読み込むこと
ができます。
なお、バックアップデータとして「約165K byte のデータ」をメモリーカードに保存します。

 バックアップデータを保存する

バックアップデータをメモリーカードに保存します。ご購入後メモリーカードを初めて使うときは、
デジタルカメラで初期化した後お使いください。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「バックアップ」の順に選びます。

 

で「バックアップを保存」を
選び、 を押します。
保存するか確認する画面が表示されます。

11

22

 

保存用のメモリーカードをセットします
（29ページ）。

 

で「はい」を選び、 を押します。
保存が始まります。保存が終わると、確認のメ
ッセージが表示され、トップメニュー画面に戻り
ます。

33

44

メモリーカードにバックアップデータが入っているときは
メモリーカードに、古いバックアップデータが入っているときは、確認のメッセージが表示されますので、

で「はい」または「いいえ」を選び、 を押してください。
はい：古いデータが削除されて、保存が始まります。
いいえ：保存をしないで、元の画面に戻ります。



171

お
役
立
ち
情
報

 バックアップデータを呼び出す

メモリーカードに保存したバックアップデータを呼び出して、使うことができます。

重 要  バックアップデータを呼び出すと、現在本機で作っているデータはすべて消えてしまいます。
一度、消えてしまったデータは元に戻りません。ご注意ください。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「バックアップ」の順に選びます。

 

で「バックアップを呼出」を
選び、 を押します。
呼び出すか確認する画面が表示されます。

 

バックアップデータが入っているメモリー
カードをセットします（29ページ）。

11

22

33

 

で「はい」を選び、  を押します。
呼び出しが始まります。呼び出しが終わると、
確認のメッセージが表示され、トップメニュー画
面に戻ります。

● バックアップデータの呼び出しは、本機で保
存したデータを呼び出します。他の機種で保
存したデータは呼び出すことはできません。

  他の機種で保存したデータの呼び出しについ
ては、172ページを参照してください。

44

 バックアップデータを削除する

メモリーカードに保存したバックアップデータを削除できます。
なお、削除したデータは元には戻りません。ご注意ください。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「バックアップ」の順に選びます。

 

で「バックアップを削除」を
選び、 を押します。
削除するか確認する画面が表示されます。

 

バックアップデータが入っているメモリー
カードをセットします（29ページ）。

11

22

33

 

で「はい」を選び、  を押します。
削除が始まります。削除が終わると、確認のメ
ッセージが表示され、トップメニュー画面に戻り
ます。

44

メモリーカードを廃棄／譲渡するときのご注意
本機の「バックアップを削除」機能では、メモリーカード内のファイル管理情報だけが変更され、データそ
のものは消去されないことがあります。
メモリーカード内の個人情報データはお客様の責任において管理してください。例えば以下のような手段を
おすすめします。
廃棄の際は、メモリーカード本体を物理的に破壊するか、パソコンを使って市販のデータ消去専用ソフトなどで
メモリーカード内のデータを完全に消去する。
譲渡の際は、パソコンを使って市販のデータ消去専用ソフトなどでメモリーカード内のデータを完全に消去する。

•

•
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 他のプリン写ルで登録した宛名データを読み込む

他のプリン写ルでバックアップしたデータから宛名データだけを読み込んで、本機のデータとして
登録することができます。また、本機のバックアップデータから、宛名データだけを読み込むこと
もできます。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「バックアップ」の順に選びます。

 

で「宛名データを呼出」を
選び、 を押します。

 

バックアップデータが入っているメモリー
カードをセットします（29ページ）。

 

を押します。
バックアップデータの機種名が表示されます。

11

22

33

44

 

機種名を確認して、 を押します。
宛名データを呼び出す確認メッセージが表示さ
れます。

 

で「はい」を選び、 を押します。
宛名データの読み込みが始まります。読み込み
が終わると、確認のメッセージが表示され、トッ
プメニュー画面に戻ります。

● 住所録名、差出人のデータは呼び出すことは
できません。

55

66

バックアップデータから宛名データを読み込みできる機種
PCP-100
PCP-120
PCP-200
PCP-250
PCP-300
PCP-1000
PCP-1200
PCP-1300

•
•
•
•
•
•
•
•

 パソコン（PC）で作った宛名データを読み込む

パソコン（PC）で作った宛名データを、メモリーカードを経由して、本機のデータとして登録す
ることができます。読み込むことができるデータは、「Ｊアドレス形式」または「CSV形式」のデー
タです。
「Ｊアドレス形式」とは、パソコンなどのアプリケーションソフトで作った住所録データを、他のア
プリケーションで読み込むための「標準住所録データ形式」です。「筆まめ」「筆王」など多くのＰ
Ｃはがき作成用アプリケーションソフトで住所録データをＪアドレスの形式で保存することができ
ます。
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■ Ｊアドレス形式の宛名データを読み込む（「筆まめ」「筆王」などの場合）

パソコンの「筆まめ」などの宛名印刷アプリ
ケーションで宛名データを入力します。

 

パソコンの宛名印刷アプリケーションで
入力した宛名データを、Ｊアドレス形式
（ＪＡＤＤＲＥＳＳ形式）のファイルで
保存します。
ファイル名は「prinsya.jad」にしてくださ
い。

 

パソコン側で、作った「Jアドレス形式」の宛
名データをメモリーカードに保存します。
このとき、宛名データは、メモリーカード
のルート（一番上の階層）に保存してくださ
い。

 

本機で、トップメニュー画面（36ページ）か
ら「設定」 「バックアップ」の順に選びま
す。

 

で「PCの宛名を呼出」を
選び、 を押します。
ファイル形式選択画面が表示されます。

 

手順 2 で宛名データを保存したメモリー
カードを本機にセットします（29ページ）。

11

22

33

44

55

66

 

で「Ｊアドレス」を選び、 を
押します。
メモリーカード内の検索が開始されます。
読み込み可能なデータが見つかると下の画面が
表示されます。

 

を押します。
登録先の住所録選択画面が表示されます。

 

で住所録を選び、
を押します。

 

メッセージを確認後、 で「はい」を選ん
で を押します。
読み込みが始まります。
読み込みが終わると、確認のメッセージが表示
されます。

 

を押すと、トップメニュー画面に
戻ります。

77

88

99

1010

1111
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重 要  • 本機に読み込んだデータは、正しく読み込まれたことを必ず確認してからご使用ください。
 • 読み込むデータの容量が宛名の容量を超えた場合は、読み込み可能な部分まで読み込んだ後、エ

ラーメッセージが表示されます。
 • 本機に内蔵していない文字が入力されている場合は、「＝」に置き換えられます。
 • Windows Vistaで登録されたデータを読み込む場合、文字コードの違いにより一部の文字が他

の文字に変化することがあります。
 • パソコンのアプリケーションソフトの操作については、使用するアプリケーションソフトの説明

書を参照してください。

■ CSV形式の宛名データを読み込む（「Microsoft Excel」などの場合）
「Microsoft Excel」などで作った住所録を、カンマ（,）で区切った「CSV形式」として保存して、本
機に読み込むことができます。操作方法は、前ページの手順 7 で、呼び出す宛名のファイル形式として、
「その他のＣＳＶ形式」を選びます。それ以外は、「Ｊアドレス形式の宛名データを読み込む」
場合の操作と同様です。
「Microsoft Excel」などで、「CSV形式」の宛名データを作る際は、以下の注意事項に従ってデータを作っ
てください。
読み込むことができるデータは、本機に登録することができる項目があるデータのみです。
ファイル名は、必ず、「prinsya.csv」にしてください。
データの項目と順序は、以下の通りにしてください。
姓□名,読み,敬称,郵便番号,住所１行目,住所２行目,住所３行目,電話番号,連名,連名の敬称[改行]
●「姓□名」の□は、空白を示します。

例） 65ページの宛名入力の場合
坂木　次郎 , さかきじろう , 様 ,1500000, 東京都渋谷区○○町 1-2-3, コーポ樫尾
1125,,123-456-7890, 真美 , 様 [ 改行 ]

CSV形式の宛名データの各項目順と入力可能文字数
項目名 最大文字数 備　　考

1 姓名 姓：5文字
名：9文字

姓と名の間に空白を1文字挿入

2 読み 8文字
3 敬称 2文字
4 郵便番号 7文字

5 住所1行目 15文字 住所は１行が１５文字以下になるようにし、
３行に分けてください。「住所２行目」「住所３
行目」の入力がない場合でも空のデータをカ
ンマ（,）で区切って入れてください。

6 住所2行目 15文字

7 住所3行目 15文字

8 電話番号 15文字
9 連名 9文字
10 連名の敬称 2文字
読み込むことができるＣＳＶ形式のデータの文字種はシフトＪＩＳのみです。

•
•
•

•
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白色の文字に輪郭をつけないようにする

写真の上に白色の文字を合成するときに、輪郭をつけないようにすることができます。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「白文字の輪郭設定」の順に選びま
す。

11
 

で「輪郭をつけない」を選び、
を押します。

トップメニュー画面に戻ります。
輪郭をつけるように戻したいときは、「輪郭をつ
ける」を選んでください。

22

タッチパネルを調整する

タッチペンでタッチした位置と実際の表示内容の位置がずれているときは、タッチパネルの調整を
します。

トップメニュー画面（36ページ）から「設
定」 「タッチパネル調整」の順に選びま
す。
タッチパネルの調整画面が表示されます。

11
 

タッチパネルを調整します。
表示されている4つの「  」を、タッチペンで
ひとつずつタッチします。タッチした「  」は
色がグレー（灰色）に変わります。

ひとつずつ正確
にタッチ

すべてタッチすると、トップメニュー画面に戻り
ます。

22
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プリンター・プリントカートリッジのクリーニング

プリントカートリッジやプリンターの金属端子部が汚れていると、「カートリッジ装着エラー」とな
り、印刷できなかったり、きれいに印刷できない場合があります。この場合は、次の手順に従って、
きれいにしてください。

■準備するもの
ミネラルウォーター　ガーゼ　綿棒　はさみ

■ご注意
このクリーニングは、「台所のステンレス流し台」のような「静電気が発生せず、なおかつ静電気が逃
げる場所」で、「インクがこぼれても支障のない状態」で行ってください。
プリントカートリッジのノズルや電極部分に直接手を触れないようにご注意ください。
各金属端子部の清掃にはミネラルウォーターをご使用になることをお勧めします。水道水は、塩素など
を含んでいるために腐食などを起こしやすいので注意してください。

•

•
•

クリーニングの準備
本機の電源を切り、ACアダプターを抜いてく
ださい。
各金属端子部を拭くためのガーゼを用意しま
す。

① 約 10ｃｍ四方の大きさに切ったガーゼを2
～4枚用意します。

② 用意したガーゼのうちの 2枚を重ねて、ミ
ネラルウォーターを含ませて軽く絞ります。

③ 綿棒に巻きつけます。

 

プリントカートリッジ金属端子部のクリーニ
ング
① プリントカートリッジ収納部カバーを開けて、

プリントカートリッジを取り出します。
② 金属端子部のプラスチックテープがはがされ

ていることを確認します。
③ 図 A・図 Bのように、金属端子部を「ミネ

ラルウォーターを含ませて綿棒に巻きつけた
ガーゼ」で、矢印方向に拭いてください。

④ インクがつかなくなったら、金属端子部を乾
いたガーゼで拭いて完全に乾燥させてくださ
い。

•

•

11

金属端子部

図A

図B

金属端子部

図A

図B

22
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プリンター金属端子部のクリーニング
① 図 C・図Dのように、プリントカートリッジ収

納部内の金属端子部を「ミネラルウォータ
ーを含ませて綿棒に巻きつけたガーゼ」で
拭いてください。

 金属端子部付近には、金属製部品がありま
す。手を切らないようにご注意ください。

② インクがつかなくなったら、金属端子部を乾
いたガーゼで拭いて完全に乾燥させてくださ
い。

金属端子部

図C

図D

33
 

印刷状態の確認
① ACアダプターを接続して、電源キーを押し

て電源を入れます。
② プリントカートリッジをセットして、印刷が正

常にできるか確認してください。

44

本体のクリーニング

本機のプリンターは、インクジェット方式です。印刷していると、プリントカートリッジ収納部周
辺や本体にインクが付着する場合があります。この場合は、水を浸して固く絞ったガーゼなどで拭
き取ってください。
本体を傷つけるので、ベンジンやアルコールなど揮発性のものは使用しないでください。
表示画面（タッチパネル）が汚れた場合は、やわらかい乾いた布でやさしく拭いてください。
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プリンター内部のクリーニング

印刷した用紙がインクで汚れる場合は、プリンター内部にインクが付着している可能性があります。
その場合は、次の手順に従って、プリンター内部をきれいにしてください。

を押して、本機の電源を切り、ACアダ
プターを抜きます

 

プリントカートリッジ収納部カバーを開けま
す。

 

マイナスドライバーやコインの先端を本機
のプリンターカバーの端に当てて、手前側
に引きます。

11

22

33

プリンターカバープリンターカバー
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プリンターカバーが外れて右図の状態にな
ります。

 

図の枠で囲った部分を、綿棒などで拭いて
ください。

● プリンター内部には鋭利な部分があります。
誤ってけがをしないように注意してください。

● 枠で囲った部分以外は触れないようにしてくだ
さい。故障の原因となります。

 

プリンターカバーを元に戻します。
図のように左側のつめを挿入してから、カバー
を取り付けます。

重 要  無理な力を加えて、つめを折らない
ように注意してください。

 

プリントカートリッジ収納部カバーを閉めます。

 

ACアダプターを接続して、 を押して、
本機の電源を入れます。

44

55

66

77

88

本体の保管方法

本機を長期間使用しないときは、プリントカートリッジ収納部カバーをしっかりと閉めて、タッチ
パネル保護カバーを付けて、直射日光のあたらない場所で高温多湿を避けて保管してください。
● プリントカートリッジは、本機に入れたまま保管してください。プリントカートリッジを単体の
ままで長期間保管すると、インクノズル部分の目づまりの原因となります。
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こんな画面が出てきたら

操作中にいろいろなメッセージが表示されることがあります。表示されたメッセージに従って、
などを押して対処してください。ここでは、対処方法が複数あるメッセージなどのみ記載しています。

メッセージ 対　処　方　法 参照ページ
メモリーカードエラー

メモリーカードの内容が読め
ません
きちんと差し込まれているか
確認してください

取消し

を押したあと、メモリーカードを正しくセットしてく
ださい。撮影前に初期化（フォーマット）していないメモリー
カードをセットしたときも、このメッセージが表示されます。
この場合は、デジタルカメラなどで初期化したメモリーカー
ドをセットしてください。

29

メモリーカードエラー
使用できる写真がありません

取消し

を押したあと、本機で使用できる写真の入ったカードを
セットしてください。

30

印刷データエラー
印刷できない写真がありました

取消し

を押したあと、印刷結果を確認してください。本機では、
デジタルカメラなどで撮影した写真（詳しくは、30ページ参
照）しか印刷できません。

30

印刷データエラー
使用できない形式の写真です

取消し

を押したあと、本機で使用できる形式の写真を選んでく
ださい。

30

用紙エラー
用紙がつまっています
画面の をタッチして
用紙を取り除いてください

実行

を押したあと、つまっている用紙を取り除いてくだ
さい。

186

インク消耗
インクがなくなりました
プリントカートリッジを交換
してください

はい　　いいえ

「はい」を選んで を押した後、新しいプリントカート
リッジに交換してください。
お手元に新しいプリントカートリッジがない場合は「いいえ」を
選んで を押してください。ただし、この状態のまま印
刷を行っても、正しく印刷できない場合があります。早めに新
しいプリントカートリッジに交換することをおすすめします。
● 本プリントカートリッジは、3色カラーのインクで構成され
ているため、1色のインクがなくなると他の2色のインクが
残っていても「インク消耗メッセージ」が表示されます。そ
のため、1色だけの偏った配色の文字や画像を繰り返して印
刷したときは、極端に印刷枚数が減る場合があります。

● 2L判サイズの用紙に印刷した場合は、印刷する画像によっ
ては「インク消耗メッセージ」が表示される直前にインクが
消耗し、きれいに印刷できない場合があります。

21

第7章　困ったときは
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メッセージ 対　処　方　法 参照ページ
プリンターエラー

ACアダプターのプラグをコ
ンセントから抜いてください

ACアダプターのプラグをコンセントから抜いてください。
約10秒後に、ACアダプターのプラグをコンセントに差し直
して、電源を入れてください。
用紙がプリンター内に残っている場合は、用紙が自動的に排
出されます。
上記の対処を行っても、メッセージが表示される場合は、お買
い上げの販売店または取扱説明書などに記載のカシオテクノ
修理相談窓口にお問い合わせください。

18
19

209

カートリッジ装着エラー
プリントカートリッジがセッ
トされていません
正しく取り付けてから画面の
「実行」をタッチしてください

実行

• プリントカートリッジが正しくセットされていません。「カ
チッ」と音がするまで押し込んでください。
• プリントカートリッジの金属端子部に貼り付けられている
プラスチックテープがはがされていません。プラスチック
テープをはがしてセットしてください。
• プリントカートリッジ金属端子部または本機のカートリッ
ジ挿入部が汚れているか、ゴミや異物が付着しています。「お
手入れの方法」を参考にして、クリーニングしてください。
• 指定以外のプリントカートリッジが使用されています。
HP110プリントカートリッジ3色カラーを使用してくだ
さい。
• プリントカートリッジが破損しています。新しいプリント
カートリッジと交換してください。
• プリントカートリッジの使用期限が過ぎています。新しいプ
リントカートリッジと交換してください。

20

20

176

201

21

21

カートリッジエラー
プリントカートリッジの交換
以外はカバーを閉めてくださ
い

プリントカートリッジ収納部カバーが閉まっていません。き
ちんと閉めてください。

21

メモリーエラー
前回正しく終了され
なかった可能性があるため
メモリー内のデータが
壊れました

実行

を押してください。
● 原因として、電源オフのとき、表示画面が完全に消える前に
ACアダプターを抜いた可能性があります。ACアダプター
は、表示画面が完全に消えてから抜いてください。

19

メモリーリセット
全てのデータが削除され、な
くなります
消えたデータは元に戻りません

はい　いいえ

リセットを行うときは、「はい」を選んで を押してく
ださい。
リセットを中止するときは、「いいえ」を選んで を押
してください。

188
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こんな症状が起こったら

本機の動きがおかしいときは、次の表に従って対応してください。

■電源

症状 原因／対処方法 参照
ページ

電源キー を押して
も何も表示されない

表示画面の明るさは適切ですか？
 コントラストを調整してください。

166

ACアダプターはきちんと接続されていますか？
 ACアダプターのプラグを、コンセントへしっかりと差し
込んでください。

18

■宛名印刷

症状 原因／対処方法 参照
ページ

郵便番号の位置が郵便
番号枠内からずれる

用紙が正しくセットされていますか？
 用紙を正しくセットしてください。

24

はがきの種類を正しく設定しましたか？
 「年賀はがき」「普通はがき」では、差出人の郵便番号の位置
が異なります。印刷したいはがきに合わせて、設定してく
ださい。

81

郵便番号位置を調整しましたか？
 郵便番号の位置（上下方向、左右方向）を調整してくださ
い。

92
93

宛名／差出人の住所が
希望通りの位置に印刷
されない

各行の上下位置を調整しましたか？
 上下位置を調整してください。1行ごとに「上（左）寄せ」
にするか「下（右）寄せ」にするか設定できます。

95

■文面印刷

症状 原因／対処方法 参照
ページ

差出人を文面に印刷で
きない

差出人を入れられるデザイン、フォーマットや文例を選びま
したか？

 差出人可 のマークが付いているデザイン、フォーマット
や差出人付きの文例を選んでください。

99
100
105
115
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■ 印刷

症状 原因／対処方法 参照
ページ

用紙が送られない 用紙ガイドが用紙のサイズにあっていますか？
 挿入口のガイドをスライドさせて用紙のサイズにあわせ
てください。

25

用紙が正しくセットされていますか？
 用紙を給紙トレイに正しくセットしてください。

24

印刷できない用紙を使用していませんか？
 本機で印刷できる用紙の種類を確認してください。

23

セットしている用紙が多すぎませんか？
 一度にセットできる枚数は、20枚（郵便はがき）までです。

 セットする用紙の枚数を減らして再度印刷してください。

24

給紙トレイがきちんと開いていますか？
 給紙トレイを開けなおして、用紙をセットしてください。

24

きれいに印刷されない
薄く印刷される

プリントカートリッジを確認してください。

正しくセットされていますか？
 「カチッ」と音がするまで、奥に差し込んでください。

インクがなくなっていませんか？
 新しいプリントカートリッジに交換してください。

 2L判サイズの用紙を使用した場合、印刷する画像によっ
ては「インク消耗メッセージ」が表示される直前にインク
が消耗し、きれいに印刷できない場合があります。

使用期限が過ぎていませんか？
 新しいプリントカートリッジに早めに交換することをお
すすめします。

インクで目づまりしている可能性があります。
 クリーニングしてください。

高温の状況で長時間保管すると、きれいに印刷できなくな
ることがあります。
 テスト印刷で確認してください。

•
•

•

•
•

20

21

21

176

169

本機で使用できる用紙を使用していますか？
 用紙の種類を確認してください。特殊な用紙（表面が極端
にザラザラしたもの、凹凸の激しいもの）は使用できませ
ん。

23

プリンターの調整はあっていますか？
 プリンターの調整を行ってください。

168

用紙挿入口のゴムローラー部にゴミや異物が付着していませ
んか？

 市販のセロハンテープなどで取り除いてください。

─

印刷設定は正しく設定されていますか？
 用紙サイズ、紙質、印字タイプなどを確認してください。

81
87
119
154

●上記の対応を行ってもきれいに印刷できない場合は、お買い上げの販
売店またはカシオテクノ修理相談窓口に修理をご依頼ください。
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症状 原因／対処方法 参照
ページ

用紙がつまった つまった用紙を取り除いた後、 を押してください。 186

給紙トレイがきちんと開いていますか？
 給紙トレイを開けなおして、用紙をセットしてください。

24

本機で使用できる用紙を使用していますか？
 用紙の種類を確認してください。コピー用紙などの薄い紙
や、形状が不定形な用紙などは故障の原因となりますの
で、絶対に使用しないでください。

23

印刷できる用紙は？ 印刷できる用紙については「使用できる用紙」の説明を参照し
てください。

下記の用紙は印刷できません。
• 封筒
• 往復はがき
• 写真付きポストカード（写真店などで注文できる郵便はがき
に写真が貼り付けられたもの）
• 表面が凸凹やザラザラのもの
• フォト光沢紙以外で表面がツルツルのもの
• 折れ曲がったり、反りの激しいもの
• 一般の郵便はがきにくらべて、極端に厚い紙や薄い紙、腰の
強い用紙
• 樹脂シートなどのインクを吸収しないもの
• コピー用紙・カレンダーなど指定以外の用紙や、不定形に切
断した用紙
• 極端に、用紙どうしの、すべりがわるい（貼り付きやすい）用
紙

23

一度に印刷できる枚数
は？

一度にセットできる枚数：1～20枚（郵便はがき）
設定できる印刷枚数　　：1～99枚
• 印刷枚数を20枚以上（郵便はがき）に設定した場合は、何回
かに分けて用紙を用紙挿入口にセットし、印刷してくださ
い。
下記の場合は、用紙を1枚ずつセットしてください。
• 用紙どうしが静電気などの影響で貼り付きやすい場合
• シールプリントの用紙（16面分割光沢フォトシール用紙）
• インクジェット写真用年賀葉書
• フォト光沢はがきどうしが貼り付きやすい場合

24

1個のプリントカート
リッジで印刷できる枚
数は？

はがき印刷 ：約180枚
標準写真（L判サイズ） ：約90枚
（印刷する内容によって、印刷できる枚数は異なります。）

201
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■タッチパネル

症状 原因／対処方法 参照
ページ

タッチペンでタッチし
ても認識されない

タッチパネルが正しく
動作しない

タッチする位置と認識される位置がずれていませんか？
 タッチパネルの調整を行ってください。

175

キーボードだけ有効な操作ではありませんか？
 宛名や差出人の文字入力など、タッチペンでは行えない操
作があります。

 タッチペンで行える操作は「タッチペンの使いかた」を参
照してください（37ページ）。

─

表示画面（タッチパネル）に保護フィルムを貼り付けていませ
んか？

 市販の保護フィルムを貼り付けると、タッチパネルへの
キー操作が正常に入力できない場合があります。保護フィ
ルムをはがして、正常に入力できるか確認してください。

─

■音声ガイド

症状 原因／対処方法 参照
ページ

音声ガイドが聞こえな
い

音量ボリュームを調節しましたか？
 音量を調節してください。音量ボリュームのつまみを上に
動かすと音が大きく、下に動かすと小さくなります。

14

音声ガイドを消したい 音量ボリュームのつまみを一番下に動かしてください。
音声ガイドがなし（音声ガイドOFF）になります。

14

音声ガイドをもう一度
聞きたい

と押してください。直前に流れた音声ガイドをもう

一度聞くことができます。

14
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用紙がつまったときは

■用紙排出口から用紙が見えている
つまっている用紙を、ゆっくりと手前に引っ張って取り除きます。

■用紙排出口から用紙が見えていない場合
つまっている用紙を、用紙挿入口から上側にゆっくりと引っ張って取り除きます。

■つまった用紙が取り出しにくい場合
給紙トレイを矢印方向に押してトレイを開き、つまっている用紙を取り除いてください。再度印刷
する場合は、給紙トレイを元の位置まで戻してください。

給紙トレイ

■プリンター内部に用紙がつまった場合
次の手順に従って、つまっている用紙を取り除いてください。

「プリンター内部のクリーニング」の手順
1～ 4 と同様な操作で、プリンターカバー
を外します（178、179ページ）。

内部につまった用紙を、ピンセット等でつま
んで、取り除きます。

● プリンター内部には鋭利な部分があります。
誤ってけがをしないように注意してください。

11

22
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「プリンター内部のクリーニング」の手順
6 ～ 8 と同様な操作で、プリンターカ
バーを戻します（179ページ）。

● 上記の作業をしても、用紙が取り除けない場
合は、お買い上げの販売店またはカシオテク
ノ修理相談窓口に連絡してください。

33

給紙トレイが外れてしまったら
給紙トレイが外れてしまったときは、図のツメの部分を軸に入れて再セットしてください。
給紙トレイを無理な方向に曲げたりねじったりすると、ツメや軸が破損する恐れがあります。

ツメ

軸
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リセット（初期化）するときは

静電気の影響などにより、本機の動きがおかしくなったり、操作を受け付けなくなったりしたとき
は、リセット（初期化）を行ってください。

重 要  リセット（初期化）を行うと、ご購入後に登録したデータがすべて消え、設定がお買い上げ時のもの
に戻ってしまいます。必要のないときは、絶対にしないでください。

電源が切れている状態で をいっ
しょに押しながら、 を押し、しばらくし
て だけ指を離します。
リセット確認画面が表示されたら、
から指を離します（表示されるまで時間が
かかる場合があります）。

● リセット確認画面が消えてしまった場合は、
を押して電源を切ってから、手順 1 の

操作をやりなおしてください。

11 で「はい」を選び、 を押します。
「いいえ」を選ぶと、リセットせずにトップメニュ
ー画面に戻ります。

時計を設定して、 を押します。
「時計を設定する」 167ページ

入力モードを選び、 を押します。

表示コントラストを調整して、 を
押します。
リセットが完了し、トップメニュー画面が表示さ
れます。

22

33

44

55
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記号一覧

■記述・カッコ

■学術

■単位・略

■一般

記　号

第8章　資料集（別売品一覧など）
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記　号
■数字

■ギリシア・ロシア

■入れにくい文字
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記　号
■JIS外の漢字
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ローマ字入力対応表

ローマ字入力するときの、つづりかたの一覧です。

あ行 あ い う え お
A I U E O

か行 か き く け こ
KA KI KU KE KO
CA CU CO

QU
が行 が ぎ ぐ げ ご

GA GI GU GE GO
さ行 さ し す せ そ

SA SI SU SE SO
SHI

ざ行 ざ じ ず ぜ ぞ
ZA ZI ZU ZE ZO

JI
た行 た ち つ て と

TA TI TU TE TO
CHI TSU

だ行 だ ぢ づ で ど
DA DI DU DE DO

な行 な に ぬ ね の
NA NI NU NE NO

は行 は ひ ふ へ ほ
HA HI HU HE HO

FU
ば行 ば び ぶ べ ぼ

BA BI BU BE BO
ぱ行 ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ

PA PI PU PE PO
ま行 ま み む め も

MA MI MU ME MO
や行 や ゆ いぇ よ

YA YU YE YO

ら行 ら り る れ ろ
RA RI RU RE RO
LA LI LU LE LO

わ行 わ ゐ う ゑ を
WA WI WU WE WO

ん行 ん
　NN, N＋子音
　MP＋母音、MB＋母音

きゃ行 きゃ きぃ きゅ きぇ きょ
KYA KYI KYU KYE KYO

ぎゃ行 ぎゃ ぎぃ ぎゅ ぎぇ ぎょ
GYA GYI GYU GYE GYO

くぁ行 くぁ くぃ くぇ くぉ
QA QI QE QO

くゎ行 くゎ くぃ くぅ くぇ くぉ
KWA KWI KWU KWE KWO
QWA

ぐゎ行 ぐゎ ぐぃ ぐぅ ぐぇ ぐぉ
GWA GWI GWU GWE GWO

しゃ行 しゃ しゅ しぇ しょ
SYA SYU SYE SYO
SHA SHU SHE SHO

じゃ行 じゃ じぃ じゅ じぇ じょ
ZYA ZYI ZYU ZYE ZYO
JA JU JE JO
JYA JYI JYU JYE JYO

ちゃ行 ちゃ ちぃ ちゅ ちぇ ちょ
TYA TYI TYU TYE TYO
CYA CYI CYU CYE CYO
CHA CHU CHE CHO

ぢゃ行 ぢゃ ぢぃ ぢゅ ぢぇ ぢょ
DYA DYI DYU DYE DYO
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つぁ行 つぁ つぃ つぇ つぉ
TSA TSI TSE TSO

てゃ行 てゃ てぃ てゅ てぇ てょ
THA THI THU THE THO

でゃ行  でゃ でぃ でゅ でぇ でょ
DHA DHI DHU DHE DHO

とぅ とぅ
TWU

どぅ どぅ
DWU

にゃ行 にゃ にぃ にゅ にぇ にょ
NYA NYI NYU NYE NYO

ひゃ行 ひゃ ひぃ ひゅ ひぇ ひょ
HYA HYI HYU HYE HYO

びゃ行 びゃ びぃ びゅ びぇ びょ
BYA BYI BYU BYE BYO

ぴゃ行 ぴゃ ぴぃ ぴゅ ぴぇ ぴょ
PYA PYI PYU PYE PYO

ふぁ行 ふぁ ふぃ ふぇ ふぉ
FA FI FE FO

ふゃ行 ふゃ ふぃ ふゅ ふぇ ふょ
FYA FYI FYU FYE FYO

ぶゃ行 ぶゃ ぶぃ ぶゅ ぶぇ ぶょ
VYA VYI VYU VYE VYO

みゃ行 みゃ みぃ みゅ みぇ みょ
MYA MYI MYU MYE MYO

りゃ行 りゃ りぃ りゅ りぇ りょ
RYA RYI RYU RYE RYO
LYA LYI LYU LYE LYO

ヴァ行 ヴァ ヴィ ヴ ヴェ ヴォ
VA VI VU VE VO

●ヴァ行は「ひらがな」は入力できません。

小文字（拗音・促音）

あ
XA

A

い
XI

I

う
XU

U

え
XE

E

お
XO

O
や

XYA
Y A

ゆ
XYU

Y U

よ
XYO

Y O

わ
XWA

W A

つ
XTU、XTSU、LTU
T U、TS U

カ
XKA

K A

ケ
XKE

K E

●N以外の子音を2度入力しても「っ」や「ッ」になります。
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内蔵漢字一覧

195、196ページにはＪＩＳ第1水準の漢字を、197、198ページにはＪＩＳ第2水準の漢字を
一覧表として掲載しています。

ＪＩＳ第1水準の漢字は代表的な「読み」の50音順に並んでいます。
ＪＩＳ第2水準の漢字は「部首の画数」の順に並んでいます。 

ＪＩＳ区点コード表の部首分類のそれぞれの画数には次の部首が含まれます。

１画 一、｜、丶、丿、乙、亅
２画 二、亠、人、儿、入、八、冂、冖、冫、几、凵、刀、力、勹、匕、匚、匸、十、卜、

卩、厂、厶、又
３画 口、囗、土、士、夂、夊、夕、大、女、子、宀、寸、小、尢、尸、屮、山、巛、工、

己、巾、干、幺、广、廴、廾、弋、弓、彡、彳
４画 心、戈、戸、手、攴、斗、斤、方、无、日、曰、月、木、欠、止、歹、殳、毋、毛、

氏、气、水、火、爪、爻、爿、片、牛、犬
５画 玉、瓦、甘、生、用、田、 、癶、白、皮、皿、目、矛、矢、石、示、 、 、穴、

立
６画 竹、米、瓜、糸、缶、网、羊、 、老、耒、耳、聿、肉、至、臼、舌、舟、艮、色、

艸、虍、虫、血、行、衣、襾
７画 臣、見、角、言、谷、豆、豕、豸、貝、赤、走、足、身、車、辛、邑、酉、釆、里
８画 金、門、阜、隶、隹、雨、 、非
９画 面、革、韭、音、頁、風、食、首、香
10画～ 馬、骨、高、髟、鬥、鬯、鬲、鬼、韋、魚、鳥、鹵、鹿、麥、 、 、黍、 、黹、

黽、鼓、鼠、鼻、齊、齒、龍、龜、龠

ＪＩＳ区点コードでの漢字の分類は本機で採用した部首と異なるものがあります。
上記の部首の画数の数えかたは本機で採用した数えかたと異なるものがあります。

区点コードは調べたい文字の左右の端の2桁の数字（区番号）と上下の2桁の数字（点番号）の組
み合わせで表されます。
　例：「愛」は16区06点にあるので区点コードは「1606」です。

一覧表は1ページに収まらないため本書では次のように分割されて表記されています。

01点～47点 48点～94点
16区
～

47区
195
ページ

196
ページ

48区
～

84区
197
ページ

198
ページ
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Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
１
水
準
漢
字
区
点
コ
ー
ド
表
　
　
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｘ

 ０
２
０
８
に
準
拠

点
区

0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0
8
0
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7

点
区

あ
1
6
亜

唖
娃

阿
哀

愛
挨

姶
逢

葵
茜

穐
悪

握
渥

旭
葦

芦
鯵

梓
圧

斡
扱

宛
姐

虻
飴

絢
綾

鮎
或

粟
袷

安
庵

按
暗

案
闇

鞍
杏

以
伊

位
依

偉
囲
1
6

1
7
院

陰
隠

韻
吋

右
宇

烏
羽

迂
雨

卯
鵜

窺
丑

碓
臼

渦
嘘

唄
欝

蔚
鰻

姥
厩

浦
瓜

閏
噂

云
運

雲
荏

餌
叡

営
嬰

影
映

曳
栄

永
泳

洩
瑛

盈
穎
1
7

1
8
押

旺
横

欧
殴

王
翁

襖
鴬

鴎
黄

岡
沖

荻
億

屋
憶

臆
桶

牡
乙

俺
卸

恩
温

穏
音

1
8

か
1
8

下
化

仮
何

伽
価

佳
加

可
嘉

夏
嫁

家
寡

科
暇

果
架

歌
河
1
8

1
9
魁

晦
械

海
灰

界
皆

絵
芥

蟹
開

階
貝

凱
劾

外
咳

害
崖

慨
概

涯
碍

蓋
街

該
鎧

骸
浬

馨
蛙

垣
柿

蛎
鈎

劃
嚇

各
廓

拡
撹

格
核

殻
獲

確
穫
1
9

2
0
粥

刈
苅

瓦
乾

侃
冠

寒
刊

勘
勧

巻
喚

堪
姦

完
官

寛
干

幹
患

感
慣

憾
換

敢
柑

桓
棺

款
歓

汗
漢

澗
潅

環
甘

監
看

竿
管

簡
緩

缶
翰

肝
艦
2
0

2
1
機

帰
毅

気
汽

畿
祈

季
稀

紀
徽

規
記

貴
起

軌
輝

飢
騎

鬼
亀

偽
儀

妓
宜

戯
技

擬
欺

犠
疑

祇
義

蟻
誼

議
掬

菊
鞠

吉
吃

喫
桔

橘
詰

砧
杵
2
1

2
2
供

侠
僑

兇
競

共
凶

協
匡

卿
叫

喬
境

峡
強

彊
怯

恐
恭

挟
教

橋
況

狂
狭

矯
胸

脅
興

蕎
郷

鏡
響

饗
驚

仰
凝

尭
暁

業
局

曲
極

玉
桐

粁
僅
2
2

2
3
掘

窟
沓

靴
轡

窪
熊

隈
粂

栗
繰

桑
鍬

勲
君

薫
訓

群
軍

郡
卦

袈
祁

係
傾

刑
兄

啓
圭

珪
型

契
形

径
恵

慶
慧

憩
掲

携
敬

景
桂

渓
畦

稽
系
2
3

2
4
検

権
牽

犬
献

研
硯

絹
県

肩
見

謙
賢

軒
遣

鍵
険

顕
験

鹸
元

原
厳

幻
弦

減
源

玄
現

絃
舷

言
諺

限
乎

個
古

呼
固

姑
孤

己
庫

弧
戸

故
枯
2
4

2
5
后

喉
坑

垢
好

孔
孝

宏
工

巧
巷

幸
広

庚
康

弘
恒

慌
抗

拘
控

攻
昂

晃
更

杭
校

梗
構

江
洪

浩
港

溝
甲

皇
硬

稿
糠

紅
紘

絞
綱

耕
考

肯
肱
2
5

2
6
此

頃
今

困
坤

墾
婚

恨
懇

昏
昆

根
梱

混
痕

紺
艮

魂
2
6

さ
2
6

些
佐

叉
唆

嵯
左

差
査

沙
瑳

砂
詐

鎖
裟

坐
座

挫
債

催
再

最
哉

塞
妻

宰
彩

才
採

栽
2
6

2
7
察

拶
撮

擦
札

殺
薩

雑
皐

鯖
捌

錆
鮫

皿
晒

三
傘

参
山

惨
撒

散
桟

燦
珊

産
算

纂
蚕

讃
賛

酸
餐

斬
暫

残
仕

仔
伺

使
刺

司
史

嗣
四

士
始
2
7

2
8
次

滋
治

爾
璽

痔
磁

示
而

耳
自

蒔
辞

汐
鹿

式
識

鴫
竺

軸
宍

雫
七

叱
執

失
嫉

室
悉

湿
漆

疾
質

実
蔀

篠
偲

柴
芝

屡
蕊

縞
舎

写
射

捨
赦
2
8

2
9
宗

就
州

修
愁

拾
洲

秀
秋

終
繍

習
臭

舟
蒐

衆
襲

讐
蹴

輯
週

酋
酬

集
醜

什
住

充
十

従
戎

柔
汁

渋
獣

縦
重

銃
叔

夙
宿

淑
祝

縮
粛

塾
熟
2
9

3
0
勝

匠
升

召
哨

商
唱

嘗
奨

妾
娼

宵
将

小
少

尚
庄

床
廠

彰
承

抄
招

掌
捷

昇
昌

昭
晶

松
梢

樟
樵

沼
消

渉
湘

焼
焦

照
症

省
硝

礁
祥

称
章
3
0

3
1
拭

植
殖

燭
織

職
色

触
食

蝕
辱

尻
伸

信
侵

唇
娠

寝
審

心
慎

振
新

晋
森

榛
浸

深
申

疹
真

神
秦

紳
臣

芯
薪

親
診

身
辛

進
針

震
人

仁
刃
3
1

3
2
澄

摺
寸

世
瀬

畝
是

凄
制

勢
姓

征
性

成
政

整
星

晴
棲

栖
正

清
牲

生
盛

精
聖

声
製

西
誠

誓
請

逝
醒

青
静

斉
税

脆
隻

席
惜

戚
斥

昔
析
3
2

3
3
繊

羨
腺

舛
船

薦
詮

賎
践

選
遷

銭
銑

閃
鮮

前
善

漸
然

全
禅

繕
膳

糎
噌

塑
岨

措
曾

曽
楚

狙
疏

疎
礎

祖
租

粗
素

組
蘇

訴
阻

遡
鼠

僧
創
3
3

3
4
臓

蔵
贈

造
促

側
則

即
息

捉
束

測
足

速
俗

属
賊

族
続

卒
袖

其
揃

存
孫

尊
損

村
遜

3
4

た
3
4

他
多

太
汰

詑
唾

堕
妥

惰
打

柁
舵

楕
陀

駄
騨

体
堆
3
4

3
5
叩

但
達

辰
奪

脱
巽

竪
辿

棚
谷

狸
鱈

樽
誰

丹
単

嘆
坦

担
探

旦
歎

淡
湛

炭
短

端
箪

綻
耽

胆
蛋

誕
鍛

団
壇

弾
断

暖
檀

段
男

談
値

知
地
3
5

3
6
帖

帳
庁

弔
張

彫
徴

懲
挑

暢
朝

潮
牒

町
眺

聴
脹

腸
蝶

調
諜

超
跳

銚
長

頂
鳥

勅
捗

直
朕

沈
珍

賃
鎮

陳
津

墜
椎

槌
追

鎚
痛

通
塚

栂
掴
3
6

3
7
邸

鄭
釘

鼎
泥

摘
擢

敵
滴

的
笛

適
鏑

溺
哲

徹
撤

轍
迭

鉄
典

填
天

展
店

添
纏

甜
貼

転
顛

点
伝

殿
澱

田
電

兎
吐

堵
塗

妬
屠

徒
斗

杜
渡
3
7

3
8
董

蕩
藤

討
謄

豆
踏

逃
透

鐙
陶

頭
騰

闘
働

動
同

堂
導

憧
撞

洞
瞳

童
胴

萄
道

銅
峠

鴇
匿

得
徳

涜
特

督
禿

篤
毒

独
読

栃
橡

凸
突

椴
届
3
8

な
3
8

3
8

3
9
如

尿
韮

任
妊

忍
認

濡
禰

祢
寧

葱
猫

熱
年

念
捻

撚
燃

粘
乃

廼
之

埜
嚢

悩
濃

納
能

脳
膿

農
覗

蚤
3
9

は
3
9

巴
把

播
覇

杷
波

派
琶

破
婆

罵
芭

馬
3
9

4
0
函

箱
硲

箸
肇

筈
櫨

幡
肌

畑
畠

八
鉢

溌
発

醗
髪

伐
罰

抜
筏

閥
鳩

噺
塙

蛤
隼

伴
判

半
反

叛
帆

搬
斑

板
氾

汎
版

犯
班

畔
繁

般
藩

販
範
4
0

4
1
鼻

柊
稗

匹
疋

髭
彦

膝
菱

肘
弼

必
畢

筆
逼

桧
姫

媛
紐

百
謬

俵
彪

標
氷

漂
瓢

票
表

評
豹

廟
描

病
秒

苗
錨

鋲
蒜

蛭
鰭

品
彬

斌
浜

瀕
貧
4
1

4
2
福

腹
複

覆
淵

弗
払

沸
仏

物
鮒

分
吻

噴
墳

憤
扮

焚
奮

粉
糞

紛
雰

文
聞

丙
併

兵
塀

幣
平

弊
柄

並
蔽

閉
陛

米
頁

僻
壁

癖
碧

別
瞥

蔑
箆
4
2

4
3
法

泡
烹

砲
縫

胞
芳

萌
蓬

蜂
褒

訪
豊

邦
鋒

飽
鳳

鵬
乏

亡
傍

剖
坊

妨
帽

忘
忙

房
暴

望
某

棒
冒

紡
肪

膨
謀

貌
貿

鉾
防

吠
頬

北
僕

卜
墨
4
3

ま
4
3

4
3

4
4
漫

蔓
味

未
魅

巳
箕

岬
密

蜜
湊

蓑
稔

脈
妙

粍
民

眠
務

夢
無

牟
矛

霧
鵡

椋
婿

娘
冥

名
命

明
盟

迷
銘

鳴
姪

牝
滅

免
棉

綿
緬

面
麺

摸
模
4
4

や
4
4

4
4

4
5
諭

輸
唯

佑
優

勇
友

宥
幽

悠
憂

揖
有

柚
湧

涌
猶

猷
由

祐
裕

誘
遊

邑
郵

雄
融

夕
予

余
与

誉
輿

預
傭

幼
妖

容
庸

揚
揺

擁
曜

楊
様

洋
溶
4
5

ら
4
5

4
5

4
6
痢

裏
裡

里
離

陸
律

率
立

葎
掠

略
劉

流
溜

琉
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資
料
集

仕様

形　　式：PCP-1300

■入力
・キーボード
キー配列：50音配列＋数値入力用キー
入力方法：ローマ字入力、かな入力
変換方式：AI 変換、単漢字変換

・タッチパネル
■辞書

内蔵辞書数：約200000語（派生語含む）　　　郵便番号辞書数：約121000件
■漢字辞書機能
・読み検索
・総画数検索
・部首検索
・JIS 区点コード検索

■文字種
7184文字
漢字：6546文字
 JIS 第 1水準：2965文字　　JIS 第 2水準：3390文字　　JIS 外：191文字
ひらがな：83文字（全角） カタカナ：86文字（全角）　　数字：10文字（全角）
アルファベット：52文字（全角）　　記号：407文字（全角）
その他：外字（48×48ドット）は6文字登録可能

■表示
表示方式：横480×縦234ドット（7型）・TFTカラー液晶
表示文字構成：16×16ドット、24×24ドット
はっきりズーム機能

■印刷
印刷方式：インクジェット方式
解像度：最大2400× 1200dpi
印刷フォーマット：宛名面……2種類　　　文面（組み合わせ作成）………28種類
書体：丸ゴシック体、ゴシック体、毛筆楷書体、明朝体、毛筆流麗体
印刷文字体：標準、白抜、影付、立体、太字　※毛筆流麗体は非対応
印刷文字：8色
印刷機能：デジタル写真印刷（フチあり／4辺フチなし）
 インデックスプリント（L判：24面 / はがき・A6：28面 /10× 15タブ付き：

32面／2L判：45面）、宛名印刷、文面印刷
用紙サイズ： はがき（縦148×横100mm）
 A6（縦148×横105mm）
 L 判（縦127×横89mm）
 10× 15タブ付き（縦164.9 ×横101.6mm）
 2L 判（縦178×横127mm）
 シール紙（16面付け）（縦148×横100mm）
印刷サイズ： はがき（縦148×横100mm）
　　（目安） A6（縦148×横105mm）
 L 判（縦127×横89mm）
 10× 15タブ付き（縦152×横101.6mm）
 ※タブを切り取ったあとのサイズ
 2L判（縦178×横127mm）
 シール（縦17×横24mm）
印刷可能枚数： • はがき印刷（宛名・文面両面印刷）：約180枚
 （印刷条件）
 宛名：名前5文字（敬称含む）、郵便番号7桁、住所14文字
 差出人：名前4文字、郵便番号7桁、住所14文字
 文面：「カンタン作成」で「008番」を使用

• 写真印刷 L 判フォト光沢紙片面印刷 ：約150枚
   2L 判フォト光沢紙片面印刷 ：約70枚
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 （印刷条件）
 日本規格協会SCIDサンプル「自転車」を使用

• 標準写真印刷 L 判フォト光沢紙片面印刷 ：約90枚
  2L 判フォト光沢紙片面印刷 ：約40枚

 （印刷条件）
 カシオで選定したデジタルカメラ標準画像10種類を使用

※印刷枚数は、それぞれ本機に付属のプリントカートリッジ1個分で印
刷できる枚数（印刷できる枚数は、印刷する内容によって異なります。
特に、夜景などの暗い部分の多い写真を印刷した場合、極端に印刷枚
数が減る場合があります）

■メディア入力
メモリーカード： コンパクトフラッシュ (TYPE I/TYPE II)

メモリースティック／メモリースティック PRO／メモリースティック 
デュオ／メモリースティック PRO デュオ
SDメモリーカード／miniSDメモリーカード（※アダプターが必要です）／
microSDメモリーカード（※アダプターが必要です）／SDHCメモリーカード
マルチメディアカード
xD- ピクチャーカード／ xD- ピクチャーカード Type M ／ xD- ピク
チャーカード Type H ／ xD- ピクチャーカード Type M+

対応フォーマット：DCF Exif 2.1（JPEG準拠）
対応画像サイズ：最小画素数 160× 120ピクセル
対応ファイルサイズ：10M byte 以下

■文面機能
・カンタン作成：294種類

ジャンル：8種類（年賀状、暑中・残暑見舞い、結婚報告、出産報告、引越報告、クリ
スマス、バースデー、喪中欠礼）

・ 組み合わせフォーマット：28種類
 　組み合わせ用イラスト：200種類
・ オリジナルはがき作成：フォーマット7種類、文例10種類、イラスト背景10種類
・ 作成物を本体3件、メモリーカードに8件記憶（本体保存時は写真を除く）

■住所録機能
宛名を約1000件登録可能
（1件あたり、名前（姓＋名）5文字、読み8文字、敬称1文字、郵便番号7文字、住所12文
字の場合）
読み込み可能なPC宛名データ
・ Ｊアドレス
・ CSV形式

■宛名印刷機能
印刷フォーマット……2種類（縦書き／横書き）

■デジタルカメラプリント機能
選んでプリント
インデックスプリント
DPOFプリント
コメントプリント（メモリーカードに8件登録）
シールプリント
写真俳句（メモリーカードに8件登録）
写真カレンダー（メモリーカードに8件登録）

■電源・その他
動作用電源：AC100V（付属ACアダプター：AD-3207S）
内蔵時計動作用電池寿命：約8年
トップメニュー画面の年月日・時刻が正しく表示されない場合は、内蔵時計動作用電池の消耗が考えられます。
この場合は、お買い上げの販売店または最寄りのカシオテクノ修理相談窓口に修理をご依頼ください。（有料交換）

消費電力：15W
大きさ：幅251mm×奥行130mm×高さ151mm（ゴム足含む、キャリングハンドル部含まず）
質量：約2.3kg
使用温度：5℃～40℃（使用最適温度：15℃～35℃）

■表示画面（液晶パネル）について
表示画面に使用されている液晶パネルは、非常に高精度な技術で作られており、99.99％以上の有効画素
がありますが、0.01％以下の画素欠けや常時点灯するものがありますので、あらかじめご了承ください。
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別売品一覧
■プリントカートリッジ＋ L判フォト光沢用紙（20枚）

CJ-350CRP

■ L判フォト光沢用紙（50枚）
PO-150

■16面分割光沢フォトシール（5枚）
PO-165

●プリントカートリッジは、下記のものもご使用になれます。
　《日本ヒューレット・パッカード株式会社製》
　 HP110プリントカートリッジ3色カラー
　　（CJ-350CRPに同梱のプリントカートリッジと同等品）
● L判／2L判用紙は、下記のものもご使用になれます。
　《日本ヒューレット・パッカード株式会社製》
　・アドバンスフォト用紙（光沢）　L判／100枚
　・アドバンスフォト用紙（光沢）　L判／60枚
　・アドバンスフォト用紙（光沢）　2L判／20枚

●品切れの際は、ご容赦ください。

重 要  • 「使用できる用紙」について、詳しくは、23ページを参照してください。
  • 「使用できるメモリーカード」については、28ページを参照してください。

 印刷できる枚数について

プリントカートリッジ1個で印刷できる枚数の目安は下記の通りです。

製品に付属の
プリント
カートリッジ
（HP110)

カシオ指定別売品 日本ヒューレット・パッカード社製別売品
（プリントカートリッジ）

CJ-350CRP HP110

はがき印刷（宛名・文面の両面印刷） 約180枚
写真印刷 L判 約150枚
SCIDサンプル使用※1 2L判 約70枚※3
標準写真印刷 L判 約90枚
カシオ選定標準10種※2 2L判 約40枚※3
• 印刷条件
 はがき印刷）
 宛名：名前5文字（敬称含む）、郵便番号7桁、住所14文字
 差出人：名前4文字、郵便番号7桁、住所14文字
　文面：「カンタン作成」で「008番」を使用
 写真印刷）
※1 日本規格協会SCIDサンプル「自転車」を印刷した場合
※2 カシオで選定したデジタルカメラ標準画像10種類を印刷した場合
上記のプリントできる枚数は、新しいプリントカートリッジを使用して、画面に「インク消耗」のメッセージが表示
されるまでの目安です。
印刷できる枚数は、印刷する内容によって異なります。
本プリントカートリッジは、3色カラーのインクで構成されているため、1色のインクがなくなると他の2色のイン
クが残っていても「インク消耗メッセージ」が表示されます。
そのため、1色だけの偏った配色の文字や画像を繰り返して印刷したときは、極端に印刷枚数が減る場合があります。
また、夜景など暗い部分の多い文字や画像を印刷したときも、インクを多く消費するため極端に印刷枚数が減る場合
があります。
※3 「2L判サイズ」の用紙に印刷した場合は、印刷する画像によっては「インク消耗メッセージ」が表示される直前

にインクが消耗し、きれいに印刷できない場合があります。



202

記号・アルファベット

〒（郵便番号） 65、74
ACアダプター 18
ACアダプター用端子 15、18
DPOFプリント 156
JIS 外の漢字 191
JIS 区点コード 51
PCデータ 172
QRコード 126

あ行

宛名作成画面 66
宛名の検索 69
宛名の削除 72
宛名の修正 71
宛名の追加 65
宛名の登録件数 87
宛名の内容を確認する 69
宛名の複写 73
宛名面を印刷する 80
アルファベットを入れる 52
イラスト入りの文面 99
イラストの見出し 106
入れにくい文字 53、190
インク残量 161
印刷
宛名面 80
デジタル写真 153
文面 119

印刷するときの注意事項 6
印刷設定
宛名面  81
デジタル写真 154
文面    119

印刷できる枚数（目安） 21
印刷の濃度 81、87
インデックスプリント 146
選んでプリント 131
オートパワーオフ 19
オリジナルはがき作成 114
音声ガイド 14
音量ボリューム 14、15

か行

カーソル 31
改行 67、76
外字 60
学習機能 46
拡大プレビュー 33、99
拡張 36
確定 46
カタカナを入れる 44
かな入力 42

索引

画面の明るさ（コントラスト） 166
画面の見かた 31
漢字辞書機能 48
漢数字と算用数字を切り替える 91
カンタンガイド 40
カンタン作成 98
カンマとピリオドを入れるには 52
キー 34
キーボード 15、34
記号一覧 189
記号を入れる 53
キャリングハンドル 15、16
休日の設定 136
組み合わせ作成 104
敬称 65
検索 69
候補 46
コメントプリント 138
こんな画面が出てきたら 180
こんな症状が起こったら 182

さ行

削除
宛名 72
外字 63
差出人 79
文面 129
文字 54、56

作成画面 31
差出人 74、76
差出人設定 103
差出人だけを印刷する 84
差出人の削除 79
差出人の修正 78
差出人の登録内容を確認する 77
差出人の複写 79
差出人を差し替える 125
差出人を登録する 74、76
シールプリント 152
写真入りの文面 100
写真カレンダー 133
写真の色や濃さを変える 122
写真のデータ 30
写真俳句 147
写真を入れ替える 122
写真を差し替える 121
ジャンルを選ぶ 99、100
住所（宛名） 65
住所 ( 差出人） 74
住所の印刷位置の設定 95
住所録を作る 65
修正
宛名 71
外字 63
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差出人 78
文字 54

使用できる用紙 23
書体（フォント） 57、85
数字キー 34
スタンプ 140
スピーカー 14、15
スライドショー 157
全文消去 56
総画数 49

た行

タッチパネル 15、17
タッチパネル調整 175
タッチパネル保護カバー 16
タッチペン 15、37
タッチペン収納部 15、16
タブ付き用紙 23
単漢字変換 47
データのバックアップ 170
手書き 144
テキストの見出し 106
デザインを選ぶ 99、100
テスト印刷 169
電源キー 15
電源を入れる /切る 18
電話番号（差出人） 74
同音異義語 45
登録
宛名 65
差出人 74、76
デジタル写真 159
文面 127

時計を設定する 167
都道府県の省略 96
ドラッグ 38
トリミング 120

な行

入力 43
入力モードを切り替える 166

は行

はっきりズーム 32
バックアップ 170
日付と時刻の設定 167
表示画面 15
表示ストッパー 17
ひらがなを入れる 43
フォーマットを選ぶ（オリジナルはがき作成） 115
フォーマットを選ぶ（組み合わせ作成） 105
フォント 57、85
複写
宛名 73
差出人 79

ブザー音 167
部首 50
部分消去 56
プリンターの調整 168

プリンターのメンテナンス 168
プリントカートリッジ 20、201
プリントカートリッジ1個で印刷できる枚数 21、201
プリントカートリッジ収納部 15、20
プリントカートリッジ使用上のご注意 22
プリントカートリッジのクリーニング 168、176
プリントカートリッジのセット 20、21
プレビュー（印刷イメージ） 67、69、70、71、76、78
プレビュー機能 33
文面の作りかた 97
文面の編集 
年月の編集 124
見出し文の編集 123
和暦と西暦の切り替え 123

文面を印刷する 119
別売品一覧 201
変換 45、46
保管方法 179
保護カバー 16

ま行

マーク 65、88
マーク別の印刷設定 81
見出し文 (テキスト見出し）のタイプ 107
メモリーカード 28
メモリカード挿入口 15
モード表示行 31
文字キーの使いかた 42
文字サイズ 107、110
文字色 58
文字体 59
文字の消去 54、56
文字の書体・色・形を変える 57
文字の追加 55
文字を入れる 43
文字を間違えたときは 54
喪中 88

や行

ユーザー辞書：語句 162
ユーザー辞書：郵便番号 164
郵便番号位置の設定 92、93
郵便番号辞書の機能 96
用紙ガイド 15
用紙がつまったときは 186
用紙の種類 23
用紙排出口 15
用紙をセットする 24
読み（宛名） 65
読み（漢字辞書機能） 48

ら行

ランプ 15
リセット（初期化） 188
連名（宛名） 65
連名（差出人） 74、75
連名の敬称 65
ローマ字入力 42
ローマ字入力対応表 192


